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要旨（日本語） 

 

理学療法士は患者の基本的動作能力回復のために、臨床推論能力を発揮して原因を特定

し、理学療法プログラムを決定する。しかし、臨床場面では原因特定の遅延などの問題が

発生している現状である。先行研究では理学療法士養成校における臨床推論能力育成の

報告はあるが、現職の理学療法士を対象にした職場における教育の実践報告は少ない。そ

こで本研究では、「呼吸器機能障害を主因とした重複障害を持つ入院患者に対する理学療

法士における臨床推論能力の育成」を目的に、「学びの第一原理を参考にした理学療法士

の臨床推論能力を育成する OJT プログラム」を開発した。 

OJT プログラム開発にあたっては、臨床推論能力の育成機会をメリルの ID 第一原理を

用いて分析し課題を抽出した。学びの第一原理を参考に OJT プログラムを設計し、メリ

ルの ID 第一原理で抽出した課題への対応状況を整理した結果、課題の解決を確認できた

ため、理学療法実践に実装した。開発した OJT プログラムは SME と IDer のレビュー結

果に対応することにより妥当性を担保した。1 対 1 評価において、レベル 2 評価では 2 名

の学習者共に事後テストに合格し学習目標に到達し、レベル 3 評価では学習者の行動変

容と理学療法の品質向上が示唆され、レベル 1 評価では学習者の満足度が高い状態であ

ることを確認できた。よって、理学療法士の臨床推論能力を育成することができる有用な

OJT プログラムであると言える。一方で、「臨床推論能力の発揮場面と定義」、「対象患者」、

「対象とする学習者」、「所要時間」の観点において限界と課題がある。今後は、まず OJT

プログラムの所要時間を短縮させることで、学習者がより効率的に臨床推論能力を高め

ることができるようにしていきたい。  
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要旨（英語） 

 

Physical therapists use their clinical reasoning skills to identify the cause and determine the 

physical therapy program in order to restore the patient's basic movement ability. However, 

in clinical situations, problems such as delay in identifying the cause of the problem occur. 

Previous studies have reported on the development of clinical reasoning skills in physical 

therapist training schools, but there are few practical reports on education in the workplace 

for current physical therapists. Therefore, this study developed an "on-the-job training 

(OJT) program to develop clinical reasoning skills in physical therapists referring to the 

First principles of Learning" with the aim of "developing clinical reasoning skills in physical 

therapists for inpatients with multiple disabilities mainly due to respiratory dysfunction. 

In developing the OJT program, we analyzed the opportunities for developing clinical 

reasoning skills using Merrill's the First Principles of Instruction and extracted the issues. 

We designed an OJT program with reference to the first principles of learning, and as a 

result of organizing the status of responses to the issues extracted from Merrill's the First 

Principles of Instruction, we were able to confirm the resolution of the issues and 

implemented the program in physical therapy practice. The OJT program developed was 

validated by addressing the results of the SME and IDer reviews. In the one-to-one 

evaluation, both learners passed the post-test and reached their learning goals in the Level 

2 evaluation, and the Level 3 evaluation suggested that the learners changed their behavior 

and improved the quality of physical therapy, while the Level 1 evaluation confirmed that 

the learners remained highly satisfied. Therefore, we can say that this is a useful OJT 

program that can develop the clinical reasoning skills of physical therapists. On the other 

hand, there are limitations and challenges in terms of "situations and definitions of clinical 

reasoning skills," "target patients," "target learners," and "time required. In the future, we 

would like to first shorten the period of OJT so that learners can improve their clinical 

reasoning skills more efficiently.  
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第 1 章 序論 

1.1. 研究テーマ 

「学びの第一原理」を参考にした理学療法士の臨床推論能力を育成する 

OJT プログラムの開発 

1.2. 研究の背景 

1.2.1. 理学療法（士）とは 

理学療法とは、「身体に障害のある者に対し、主としてその基本的動作能力の回復を図

るため、治療体操その他の運動を行わせ、及び電気刺激、マッサージ、温熱その他の物

理的手段を加えることをいう。」とされている 1)。理学療法士ガイドラインでは理学療

法を提供する前提として行う評価については「評価は検査測定とその評定により行わ

れ、理学療法を進める上での出発点となり、対象者の障害像を的確に把握するために欠

くことのできない重要なステップである。」と位置付け、「短期的・⾧期的治療目標を決

定するために必要である機能的状態の把握と予後の推測、理学療法計画に直接つなが

る問題点を把握するための障害因子の抽出が主な目的である。」としている２)。さらに、

問題点の抽出、および治療目標や治療方針を決定する上で、どのような面に重点をおい

て評価を行うかの選択は各対象により異なるとしているが、障害された機能の評価と

して行う具体的な検査測定が 8 つ示されている。 

① 関節可動域測定 

② 徒手的、あるいは測定機器による筋力検査 

③ 筋電図等を用いた神経・筋機能評価 

④ 各種の方法による動作分析 

⑤ 呼吸循環機能検査 

⑥ 平衡機能検査 

⑦ 体力評価 

⑧ 痛みの評価 

つまり、「基本的動作能力の回復を目的に障害された機能の評価を行って問題点を抽出

し、運動療法と物理療法（物理的手段）を加えること」が理学療法であると言える。理

学療法士が評価を行うにあたっては対象者に検査測定とその評定を行う。実施する検

査測定項目は臨床推論により構築した仮説を検証する手段として選択される。 
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1.2.2. 理学療法士における臨床推論能力と本研究での定義 

理学療法士は対象者の基本的動作能力低下の原因を特定し、その原因を解決するべく

理学療法を施行する。その基本的動作能力低下の原因を特定するためには臨床推論能

力が求められる。臨床推論には様々な定義があるが、内山（2009）は臨床推論を「対象

者の訴えや症状から病態を推測し，仮説に基づき適切な検査法を選択して対象者に最

も適した介入を決定していく一連の心理的過程を指す。この過程は，気づきとともに経

験や知識に基づく論理的思考による鑑別と選択の連続で、仮説を検証する工程を繰り

返している。」と定義し、さらに「臨床思考過程とは，それ自体は無機質である知識・

技術，経験を，対象者に応じて有機的な媒体に昇華させる態度の過程とも言える臨床能

力に不可欠な要素である．」と臨床推論の重要性を指摘している 3)。Jones と Rivertt

（2010）は「クリニカルリーズニングは，セラピストが患者およびその家族，医療に携

わるチームのメンバーと共同し，臨床データやクライアントが選択したことがらと専

門的な判断と知識に基づき，意義，到達目標，医療の方策を構築するプロセスである。」

と定義している 4)。また、Jones と Rivertt（2004）は徒手療法における臨床推論として

「Clinical Reasoning 臨床推論は、患者に受益をもたらすために、医療人が患者ととも

に症状の理解、患者自身の考え方に対する認識の確認、主観的評価と身体検査により原

因の探求について仮説検証を繰り返すプロセスを指す。」としている 5）。 

理学療法士における臨床推論の定義は諸家によって違いはあるが、「仮説検証を繰り返

す過程であること」は共通していると言うことができるが、臨床推論能力という言葉が

表す範囲は広いため、本研究では臨床推論能力を発揮する場面とその際の定義を限定

することとする。本研究において取り扱う範囲を理学療法の目的が「基本的動作能力の

回復」であることから理学療法士の専門性である「基本的動作能力低下の原因となる心

身機能・構造レベルの問題を特定し、理学療法プログラムを決定するための臨床推論能

力」と限定する。また、この場合の臨床推論能力を「8 つの検査測定結果から、基本的

動作能力低下の原因について仮説検証を繰り返すことにより、機能障害の病態を説明

し、回復のための理学療法プログラムを決定できる能力」と定義する。 

1.2.3. 理学療法士における臨床推論能力に対する問題意識 

理学療法士は医師からの指示に基づいて対象者へ理学療法を提供する。前述した通り、

理学療法を提供する前提として対象者の基本的動作能力低下の原因を特定するために

臨床推論能力を発揮して評価を行う。内山（2006）は、「健康状態および環境の変化に
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よって引き起こされる現象としての動作の観察を基軸として、機能不全の要因ととも

に活動の適応を究明するもの」とする症候障害学を提唱しており、その中で「動作の観

察を通して行うことを、①機能的制限の重症度を判断する、②演繹仮説を提唱すること、

の大きく 2 つに分けられる。」としている 6)。 

実際の理学療法実践においては、対象者の基本的動作を観察することにより、動作が

どの程度できるのか（重症度判定）、通常とは何が異なるのか（通常と異なる現象の抽

出）、を明確にし、基本的動作が成立するために必要な心身機能・構造と照らし合わせ

ることで基本的動作を阻害している原因について仮説を生成する。その後、理学療法評

価としての検査・測定の実施や医学的情報などの検索により情報を収集し、仮説の真偽

を検証する。仮説検証の結果に基づいて理学療法プログラムを立案の上、理学療法の実

施、再評価による理学療法の効果検証、効果検証の結果に基づいた理学療法プログラム

の見直しと仮説検証が繰り返されていくこととなる。しかし、臨床推論能力を十分に発

揮してこの理学療法の一連のプロセスを行っていくことは容易ではない。実際に、筆者

の所属している保険医療機関（以下、当院）に在籍する理学療法士においては、仮説生

成に不足が発生し、基本的動作能力低下の主たる原因が特定される時期が遅延したり、

情報収集が不十分であるために生成した仮説の真偽の判定が不明確なままに理学療法

が実施されていたり、再評価による理学療法の効果検証が十分にされずに理学療法プ

ログラムの見直しがなされていなかったり、という問題が発生している。特に内部障害

の対象者では、運動器の機能低下、神経系の機能低下、呼吸器系の機能低下、循環器系

の機能低下などが単独ではなく、重複して発生していることにより臨床推論の難易度

はさらに高まる。 

1.3. 現状と課題 

1.3.1. 当院における内部障害に対する理学療法の実態と臨床推論能力の育成に関するニ

ーズ 

先に述べたように内部障害の対象者では障害が重複して発生していることにより臨床

推論の難易度は高い。内部障害とは上月（2017）は「身体障害者福祉法では身体障害を

大きく、視覚障害、聴覚・言語障害、肢体不自由、内部障害の 4 つに分類され、内部障

害とは心臓機能障害、腎臓機能障害、呼吸器機能障害、肝臓機能障害、膀胱または直腸

機能障害、小腸機能障害、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害の総称である。」

としており 7）、さらに上月（2020）は「障害の種類別に身体障害数の推移をみると、増
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加率は、視覚障害、聴覚・言語障害、肢体不自由がほぼ横ばいであるのに対して、内部

障害の占める割合は年々増加しており、2006 年には 30％突破。」、「近年の内部障害者

の増加は驚異的ですが、内部障害者の年齢階級別の分布をみると、高齢者が占める割合

が非常に高く、わが国の人口高齢化の加速が内部障害者の増加の原因の一つと考えら

れます。」と述べている 8）。つまり、臨床推論の難易度が高い内部障害の対象者は、今

後ますます進む高齢化社会を背景に増加していくことが予測される。 

当院において内部障害チームの理学療法士が担当している患者像を診療報酬として算

定しているリハビリテーション料の内訳で見てみると、多い順に廃用症候群リハビリ

テーション料、心大血管リハビリテーション料、脳血管疾患等リハビリテーション料、

がん患者リハビリテーション料、呼吸器リハビリテーション料となる（図 1）。最も多

いのは廃用症候群リハビリテーション料であるが、廃用症候群は「急性疾患等に伴う安

静（治療の有無を問わない。）による廃用症候群であって、一定程度以上の基本動作能

力、応用動作能力、言語聴覚能力及び日常生活能力の低下を来しているもの」であり、

二次的に発生した廃用症候群という状態に対するリハビリテーションを評価した診療

報酬項目である。この廃用症候群リハビリテーション料の大多数は「肺炎に伴う安静に

よる廃用症候群」で呼吸器機能障害を有している。各リハビリテーション料における対

象疾患は表 1 の通りである。 

 

図 1 内部障害チームにおける理学療法対象患者像 

  

12%
7%

18%

17%
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内部障害チーム患者内訳

がん患者リハビリテーション料 呼吸器リハビリテーション料

心大血管リハビリテーション料 脳血管疾患等リハビリテーション料

廃用症候群リハビリテーション料
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表 1 各リハビリテーション料における対象疾患 

 対象疾患 

がん患者リハビリテ

ーション料 

入院中のがん患者であって、以下のいずれかに該当する者をいい、

医師が個別にがん患者リハビリテーションが必要であると認める

ものである。 

1. 当該入院中にがんの治療のための手術、骨髄抑制を来しうる

化学療法、放射線治療若しくは造血幹細胞移植が行われる予

定の患者又は行われた患者 

2. 在宅において緩和ケア主体で治療を行っている進行がん又は

末期がんの患者であって、症状増悪のため一時的に入院加療

を行っており、在宅復帰を目的としたリハビリテーションが

必要な患者 

呼吸器リハビリテー

ション料 

1. 肺炎、無気肺、その他の急性発症した呼吸器疾患の患者 

2. 肺腫瘍、胸部外傷その他の呼吸器疾患又はその手術後の患者 

3. 慢性閉塞性肺疾患（COPD）、気管支喘息その他の慢性の呼吸

器疾患により、一定程度以上の重症の呼吸困難や日常生活能

力の低下を来している患者 

4. 食道癌、胃癌、肝臓癌、咽・喉頭癌等の手術前後の呼吸機能訓

練を要する患者 

心大血管リハビリテ

ーション料 

1. 急性心筋梗塞、狭心症発作その他の急性発症した心大血管疾

患又はその手術後の患者 

2. 慢性心不全、末梢動脈閉塞性疾患その他の慢性の心大血管疾

患により、一定程度以上の呼吸循環機能の低下及び日常生活

能力の低下を来している患者 

脳血管疾患等リハビ

リテーション料 

1. 急性発症した脳血管疾患又はその手術後の患者とは、脳梗塞、

脳出血、くも膜下出血、脳外傷、脳炎、急性脳症（低酸素脳症

等）、髄膜炎等のものをいう。 

2. 急性発症した中枢神経疾患又はその手術後の患者とは、脳膿

瘍、脊髄損傷、脊髄腫瘍、脳腫瘍摘出術などの開頭術後、てん
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かん重積発作等のものをいう。 

3. 神経疾患とは、多発性神経炎（ギランバレー症候群等）、多発

性硬化症、末梢神経障害（顔面神経麻痺等）等をいう。 

4. 慢性の神経筋疾患とは、パーキンソン病、脊髄小脳変性症、運

動ニューロン疾患（筋萎縮性側索硬化症）、遺伝性運動感覚ニ

ューロパチー、末梢神経障害、皮膚筋炎、多発性筋炎等をいう。 

5. 失語症、失認及び失行症、高次脳機能障害の患者 

6. 難聴や人工内耳植込手術等に伴う聴覚・言語機能の障害を有

する患者とは、音声障害、構音障害、言語発達障害、難聴に伴

う聴覚・言語機能の障害又は人工内耳植込手術等に伴う聴覚・

言語機能の障害を持つ患者をいう。 

7. 顎・口腔の先天異常に伴う構音障害を有する患者 

8. 舌悪性腫瘍等の手術による構音障害を有する患者 

9. リハビリテーションを要する状態であって、一定程度以上の

基本動作能力、応用動作能力、言語聴覚能力及び日常生活能力

の低下を来しているものとは、脳性麻痺等に伴う先天性の発

達障害等の患者であって、治療開始時の FIM115 以下、BI85

以下の状態等のものをいう。 

廃用症候群リハビリ

テーション料 

 急性疾患等に伴う安静（治療の有無を問わない。）による廃用

症候群であって、一定程度以上の基本動作能力、応用動作能

力、言語聴覚能力及び日常生活能力の低下を来しているもの

であること。 

＊「一定程度以上の基本動作能力、応用動作能力、言語聴覚能力及

び日常生活能力の低下を来しているもの」とは、治療開始時に

おいて、FIM115 以下、BI85 以下の状態等のものをいう。 

 

また、内部障害チームを管轄している主任理学療法士にヒアリングを行ったところ、

以下のようなニーズがあることが明確となった。 

 内部障害チームとして最も多い疾患は「肺炎」であり、肺炎に伴う呼吸器機能障

害を対象として理学療法を行うことが多い。 
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 リハビリテーション料としては“廃用症候群リハビリテーション料”が最も割合が

多いが肺炎に伴う廃用症候群が主である。 

 「肺炎」を罹患する患者さまは高齢者であり、対象とする障害は呼吸器機能障害

だけではなく、慢性心不全のような心臓機能障害や廃用症候群、フレイルなどが

併発していることが多く、いわゆる重複障害に対する理学療法が必要となる。 

 初めて内部障害チームに配属される理学療法士にとっては重複障害を呈する患者

さまの基本動作能力の低下に対して臨床推論することは難しい。 

本研究では理学療法士の専門性を踏まえての臨床推論能力を「仮説検証を繰り返し障

害された機能の評価である 8 つの検査測定の結果で発生している基本的動作能力の低

下の原因を説明できる能力」としている。つまり、理学療法士は疾患により発生した障

害を取り扱うことが専門性であり、発生している障害に焦点をあてる必要があると考

える。内部障害チームにおける理学療法対象患者の調査と内部障害チームを管轄して

いる主任理学療法士へのヒアリングから呼吸器機能障害を中心に心臓機能障害などを

併発した重複障害に対応する理学療法士を育成するニーズが確認された。また、筆者が

所属する医療機関は 2018 年より循環器科の開設、2019 年より心臓外科の開設、2022

年には ICU の開設と今まで以上に重複障害を持つ患者さまに理学療法士が対応する機

会が増加することが予測される。そこで、本研究において理学療法士が臨床推論能力を

発揮するべき対象者は「呼吸器機能障害を主因とした重複障害を持つ入院患者」を対象

とする。 

1.3.2. 臨床推論能力の育成における現状分析と課題 

現状における臨床推論能力の開発に寄与する学習機会は実際に患者に対して理学療法

を実施する過程で行われる仮説検証の振り返りによる経験学習や学習者と他者の間で

行われる相談、症例検討会などが挙げられるが、いずれにおいても臨床推論能力を開発

するために設計されたものではない。そこで、臨床現場に合った臨床推論能力の育成方

法 を検 討す る に あ たっ て 、 現 状 の学 習機 会 をイ ンス トラ ク シ ョ ナル デ ザ イ ン

（Instructional Design、以下、ID）の視点で分析し、何がどのように十分ではないかを

明確にする。分析する視点としては、メリルの ID 第一原理を活用する。メリルの ID

第一原理とは、ID 研究の⾧老 M・デイビッド・メリルが 2002 年に発表したもので、

構成主義心理学に影響を受けて提唱されてきた数多くの ID モデルや理論に共通する

方略が 5 つあるとして、効果的な学習環境を実現するための要件を問題、活性化、例
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示、応用、統合としたものである 9）。このメリルの ID 第一原理を用いて効果的な学習

環境を実現するために現状分析を行った（表 2）。その結果、現実課題においても十分

な学習環境であるとはいえず、それ以外の項目については NG に相当すると考える。

具体的には、現実課題としては担当患者における「基本的動作能力の低下」という現実

課題そのものを取り上げてはいるが、何をもって「臨床推論ができる」とするのかとい

う学習目標は示していない。活性化としてはこれまで経験した症例などを想起し、眼前

の担当患者に活用することが期待されるが、どの経験症例を想起するのか、想起した症

例をどのように活用するのかを考える機会にはなっていない。例示として「何に基づい

て、どんな仮説を生成し、どのように検証し、検証結果はどうであったのか、検証結果

より導き出した理学療法を実施した結果として患者は回復したのか」という臨床推論

のお手本が示されることもない。「理学療法実践」、「他者との相談」、「症例検討会」で

得られたことは応用練習ではなく、実際に担当患者に実践されるため、応用と統合は同

時に行われる。応用・統合では、担当患者に対して各学習機会で得たことを実践するが、

実践した内容やその結果に対して他の理学療法士からフィードバックを受けることも

少なく、省察する機会も設定されていない。 

このような現状分析結果を踏まえると臨床現場に合った臨床推論能力育成の設計にあ

たっては、「臨床推論ができるという基準を学習目標として明示すること」、「これまで

に経験した症例の活用方法を学ぶこと」、「臨床推論のお手本が示されること」、「実践し

た臨床推論にフィードバックが付与されること」、「自らが行った臨床推論を省察する

こと」が重要であると考える。一方で臨床推論能力が要求される機会は多く、ここに提

示した「理学療法実践」、「他者との相談」、「症例検討会」が臨床推論能力の育成に十分

に寄与していないことは大きな学習機会の喪失であることも明確であり、この機会を

臨床推論能力育成において効果的に活用することが、効率的な能力開発に繋がる。 
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表 2 メリルの ID 第一原理に基づく現状の学習機会の分析 

研修の方法 現状評価 提示した学習機会毎の評価理由とメモ 

現実課題：研
修では職場の
現実的な課題
を取り上げて
解説させてい
るか？ 

不明・NG・まだまだ・ 
まぁまぁ・OK 

理学療法実践 
現実的な課題に取り組んでいる。 

他者との相談 
現実的な課題であり、自身の臨床推論過程
について解説しているのではなく、質問を
投げかけているのみのことが多い。 

症例検討会 
現実的な課題であるが、臨床推論過程につ
いて解説よりも収集した情報を取りまと
めて解説することに多くの時間が費やさ
れている。 

活性化：研修
では受講者の
これまでの知
識や経験をフ
ル動員させて
いるか？ 

不明・NG・まだまだ・ 
まぁまぁ・OK 

理学療法実践 
持ち合わせている知識は活性化されてい
るが、覚えていない知識やこれまでの経験
は十分に活性化できているとは言えない。 

他者との相談 
相談相手に依存しており、学習者の知識や
経験を活性化するような機会にはなって
いない。 

症例検討会 
症例検討というよりも能力評価の機会と
して機能しており、活性化するような活動
ではない。 

事例提示：研
修では一般論
ではなく事例
を中心に提示
しているか？ 

不明・NG・まだまだ・ 
まぁまぁ・OK 

理学療法実践 
理学療法を実践する前にこれまでの症例
などが提示されることはない。 

他者との相談 
相談相手がこれまで経験した症例が提示
されることはあるが、極めて少ない。 

症例検討会 
これまでの症例が提示されることはない。 

応用問題：研
修では受講者
が自分たちで
応用練習する
機会が十分に
あるか？ 

不明・NG・まだまだ・ 
まぁまぁ・OK 

理学療法実践 
理学療法を実施した効果を検証し、翌日の
理学療法の見直しをすることが期待され
る。しかし、効果検証が不十分で臨床推論
が繰り返されないため、応用されていると
はいえない。 

他者との相談 
相談の結果、翌日の理学療法において何を
見直すのかという結論まで行き着くこと
が少なく、応用されている範囲は限定的で
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あると考えられる。 
症例検討会 

能力評価の機会として機能しており、個人
の能力の現在地はある程度明確になるが、
それを踏まえて翌日の理学療法をどのよ
うに見直すかまでは言及されない。 

統合：研修の
成果を職場に
戻 っ て 活 用
し、その成果
を省察する機
会があるか？ 

不明・NG・まだまだ・ 
まぁまぁ・OK 

理学療法実践 
実施した理学療法の効果検証が不十分で
あり、翌日の理学療法に前日の学びが十分
に活用されているとは言えない。同様に省
察が不十分であるため、実施した理学療法
の結果から何を学ぶのかが曖昧になって
いる。 

他者との相談 
眼前の相談内容についてのやりとりが主
であり、そこで翌日の理学療法をどのよう
に見直すのか、そこから何を学ぶのかとい
う省察は不十分。 

症例検討会 
能力評価の機会となっており、自分自身の
現状は把握できるが、翌日の理学療法に活
用できるかは本人次第となってしまう。活
用したとしても省察は不十分である。 
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1.4. 先行研究 

1.4.1. 理学療法士の臨床推論能力育成に関する先行研究 

臨床推論能力において大西（2008）は「全ての臨床領域において通用するような臨床

推論能力が存在するわけではなく、各領域毎、あるいは各症例においてどの程度深い知

識があるかが各領域、各症例での臨床推論能力を決める」としており、症例特異性があ

るとしている 10)。このことから理学療法士における臨床推論能力育成においても、症例

を通じた学習が適切であると考える。理学療法士の臨床推論能力育成に関する先行研究

ではシナリオを通した学習者の主体的な学びをチューターが手助けする問題基盤型学

習（Problem Based Learning、以下、PBL）が採用されることが多いが、理学療法士養

成校における学生を対象とした報告 11）-13）がほとんどであり、理学療法士にとって現実

的である職場での教育の実践報告は少ない。また、PBL は自己学習達成レベルとグルー

プ学習到達レベルを比較するとグループ学習到達レベルが有意に高いとされている 14）。

他職種における臨床推論能力、もしくは類似する能力の育成に関する先行研究では、医

学教育において「症例プレゼンテーション」や、「模擬症例カンファレンス」、「スクリプ

トを用いた疾患想起トレーニング」など多様な方法が活用されており 15)-17)、症例を通

じた学習であることは共通しているが、PBL 以外の手法での育成も行われている。 

1.4.2. 理学療法士の臨床推論能力を職場で教育する必要性 

医学教育においては症例を通じた学習として多様な方法が用いられているが、理学療

法士における臨床推論能力育成に関しては、職場教育として行われている報告は少なく、

理学療法士養成校における学生を対象とした PBL での報告が多い。しかし、PBL はグ

ループ学習としてシナリオから問題点を抽出し、解決していく過程で学習者自らが学習

項目を抽出して学習を進めていくこととなるため、自己学習到達レベルよりもグループ

学習到達レベルの方が高いとされ、さらにその学習には多大な時間がかかることが想定

される。臨床推論能力は臨床現場においては個人に要求されることとなること、症例特

異性があることを踏まえると臨床推論能力の育成に多くの時間が費やされる手法は臨

床現場での育成に適しているとは言えず、臨床現場にあった育成方法を検討する必要性

があると考える。 

1.5. ID 第一原理による現状分析結果への対応 

メリルの ID 第一原理を用いた現状分析では臨床現場に合った臨床推論能力育成の設計

にあたっては、「臨床推論ができるという基準を学習目標として明示すること」、「これま
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でに経験した症例の活用方法を学ぶこと」、「臨床推論のお手本が示されること」、「実践し

た臨床推論にフィードバックが付与されること」、「自らが行った臨床推論を省察するこ

と」が重要であることが明らかとなった。この ID 第一原理での分析結果への対応方法を

学習者分析および学習課題分析結果も踏まえて検討した。 

1.5.1. 学習者分析 

本研究における対象とする患者を「呼吸器機能障害を主因とした重複障害を持つ入院

患者」とした。この患者を担当する理学療法士は内部障害チームに所属する理学療法士

で、特に臨床推論能力の育成が必要と考えられるのは内部障害チームに初めて配属され

る者である。理学療法士養成課程において整形外科領域の疾患に対する理学療法、脳神

経外科等の領域の疾患に対する理学療法について学ぶ機会は多いが、内部障害（呼吸器

機能障害を主因とした重複障害をもつ患者を含む）に対する理学療法についての学習は

少ない。よって、理学療法士免許を取得し就職した後に内部障害の患者を初めて担当す

ることとなるため、初めて内部障害チームに配属される理学療法士に対する臨床推論能

力の開発は重要である。 

学習者の人数は 10 名程度、年齢は概ね 21 歳～24 歳、理学療法士経験年数は 1 年目

～3 年目を想定している。パフォーマンス習熟度が学習方略に与える影響（Rosenberg，

2006）18）に基づいて考えると理学療法士養成課程においてある程度の職務担当知識を

保有していると考えることができ、初心者（新しい職場・職務・担当知識があまりない）

から有能者（基礎的水準で職務が遂行できる）の間にいる学習者であると推察され、研

修で「どうやるかを見せること」と練習・コーチングで「もっとうまくできるように助

けること」が主要な学習方略である。また、理学療法士は原則、1 人の患者に対して 1

人の理学療法士が担当するようになっている。なぜならば、理学療法を含むリハビリテ

ーションは患者さまの筋力や関節可動域といった心身機能・構造レベルの問題から基本

動作や日常生活動作といった活動レベルの問題、仕事や家事、余暇活動等といった社会

参加レベルの問題まで幅広い範囲を支援することとなり、1 人の担当理学療法士に情報

が集約されなければ必要な理学療法が提供できないことが想定されるからである。よっ

て、同じチームの理学療法士のサポートはあるが担当理学療法士個人の臨床推論能力が

問われることとなる。さらに、理学療法を実施したことによる医療機関としての報酬は

心大血管リハビリテーション料、脳血管疾患等リハビリテーション料などの疾患別リハ

ビリテーション料であるが、基本的に「患者に対して 20 分以上個別療法として訓練を
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行った場合にのみ算定するもの」である。そのことにより、理学療法士はカンファレン

スや記録の記載などの時間を除いて終日、患者に対する個別療法でスケジュールが埋ま

っており、新たに研修の時間を就業時間内に確保しにくい。加えて、近年の働き方改革

では、「⾧時間労働の是正」、「多様で柔軟な働き方の実現」などが求められ、今まで就業

時間外で行われていた研修や担当症例に対する非公式な検討会などは積極的に行うこ

とが難しくなってきた。働き方改革により⾧時間労働が是正され、確保された仕事以外

の時間を学習に使うかは個人に一任されるものであり、患者に対する個別療法の時間を

確保しながら就業時間の中で臨床推論能力の開発がなされることが望まれる。 

上記より学習者には「理学療法士としての習熟度は低い」、「個人の臨床推論能力が期

待される」、「就業時間内に学習時間を確保しにくい」といった 3 つの特徴があると言え

る。 

1.5.2. 学習課題分析 

臨床推論能力はガニェの 5 つの学習成果の分類においては知的技能に相当すると考え

られる。知的技能の下位分類である弁別・具体的概念・定義された概念・ルール学習・

問題解決の中では 2 つ以上のルールを組み合わせて道の問題を解く方法を生成する問

題解決となる 18）。ジョナセンは問題解決学習を「理想の状態と現状を比べてそのギャッ

プを埋める目的・手段分析」と捉えるのではなく「問題解決のスキーマを活用する活動」

と捉え、学習者は解決すべき問題についての問題空間の構造（スキーマ）を構築し、モ

デル化によってそのスキーマを発展させることで類似問題の解決力が身についていく

とした 19）。さらにジョナセンは問題解決学習の分類学をまとめ、その成立に資する事例

のタイプを対応させており、鈴木（2014）によって表にまとめられている 20）。ジョナセ

ンの問題解決学習の分類学と照らすと臨床推論能力は「診断・解決」にあたる。「診断・

解決」とはデータ収集・仮説生成・テストを繰り返して解決策を提案する必要があるも

のとされており、医療行為などがその典型である。さらにどのような事例が学習を支え

るかという観点においては「解決対象としての事例」と「類似例としての事例」である

とされている。また、臨床推論能力には症例特異性があることも特徴のひとつであろう。

さらに、理学療法は対象者に運動療法と物理療法を提供するものであり、対象者にとっ

て不適切な運動の種類や過度な負荷量を与えず、病態による禁忌事項を遵守すれば、薬

物療法や手術療法などより侵襲性が格段に低い。つまり、検査・測定、および運動療法

を実際に実施することによって得られる結果や成果から構築した仮説を検証しやすい
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手技である。 

上記より、理学療法士における臨床推論能力には「問題解決学習の『診断・解決』に

あたる」、「症例特異性がある」、「仮説検証を繰り返すプロセスを踏む」、「侵襲性の低い

手技であり実際に検査・測定・運動療法を実施した仮説検証をしやすい」という 4 つの

学習課題としての特徴があると言える。 

1.5.3. 臨床推論能力育成の 4 つのポイント 

先行研究では職場教育として理学療法士の臨床推論能力を育成した報告は少なく、理

学療法学生を対象とした研究では PBL を用いた報告が多い。当院では「理学療法実践」、

「他者との相談」、「症例検討会」において臨床推論能力を育成する機会があるが、ID の

観点からデザインされておらず、学習機会として十分に活用されていないという課題が

ある。この課題を解決するべく、学習者と学習課題の分析を行ったところ、学習者の特

徴としては、「理学療法士としての習熟度は低い」、「個人の臨床推論能力が期待される」、

「就業時間内に学習時間を確保しにくい」といった 3 つ、学習課題の特徴として「問題

解決学習の『診断・解決』にあたる」、「症例特異性がある」、「仮説検証を繰り返すプロ

セスを踏む」、「侵襲性の低い手技であり実際に検査・測定・運動療法を実施した仮説検

証をしやすい」という 4 つが明確となった。 

学習者の 3 つの特徴と学習課題の 4 つの特徴より、当院における臨床推論能力の育成

では以下の 4 つがポイントであると考える。 

① 症例を通じた学習であること 

⇒学習課題の特徴の「問題解決学習の『診断・解決』にあたる」、「症例特異性が

ある」より 

② 実際の患者を通じた仮説検証を繰り返す学習であること 

⇒学習課題の特徴の「仮説検証を繰り返すプロセスを踏む」、「侵襲性の低い手技

であり実際に検査・測定・運動療法を実施した仮説検証をしやすい」より 

③ 個人の臨床推論能力の育成に効果的であること 

⇒学習者の特徴の「個人の臨床推論能力が期待される」より 

④ 可能な限り（最低限の研修は許容する）仕事の中で学習できる設計であること 

⇒学習者の特徴の「理学療法士としての習熟度は低い」、「就業時間内に学習時間

を確保しにくい」より 
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1.5.4. 臨床推論能力育成で参考にする理論 

ここまでの学習者および学習課題の分析を踏まえて、臨床推論能力の育成における 4

つのポイントを前項にて示した。また、現状の臨床推論能力の育成機会をメリルの ID

第一原理で分析した結果、「臨床推論ができるという基準を学習目標として明示するこ

と」、「これまでに経験した症例の活用方法を学ぶこと」、「臨床推論のお手本が示される

こと」、「実践した臨床推論にフィードバックが付与されること」、「自らが行った臨床推

論を省察すること」が重要であるという結論に至っている。つまり、臨床推論能力育成

にあたっては、「臨床推論ができる」という基準が学習目標として明示されていること

を前提として、症例が抱える「基本的動作能力の低下」という問題を中心に臨床推論の

お手本とこれまで経験した症例に対する臨床推論を活用して、学習者である理学療法

士個人が理学療法を実践する過程の中で仮説検証を繰り返すことが重要であると言え

る。加えて、学習者が行った臨床推論に対して他者からのフィードバックと自らの臨床

推論を省察することも必要である。 

前述したような状況に適している理論としてデイビッド・ジョナセンが彼自身の研究

成果をまとめた「学びの第一原理」が挙げられる。ジョナセンは「人の学びの中で最も

意味のある学びを引き起こすのは『問題解決』だと考え、その能力の育成しついて深く

検討してきた。」とされており、「学びの第一原理」は仕事や生活の中に存在するような

「問題」を中心に据え、「類推する」、「モデル化する」、「因果関係を説明する」、「主張

する」という 5 つの原理で構成されている 21）。症例が抱える「基本的動作能力の低下」

はまさに理学療法士の仕事の中に存在する「問題」である。その「問題」を解決するた

めに臨床推論のお手本やこれまで経験した症例における臨床推論から「問題」を抱えて

いる症例に情報を転移・マッピングし（類推する）、検査・測定の実施や医学的情報の

収集により基本的動作能力低下の原因を特定し回復のための理学療法プログラムを決

定する。そして、決定した理学療法プログラムを実践する中で仮説検証を繰り返してい

く。この思考過程の中で基本的動作能力低下の原因となる心身機能・構造レベルの機能

低下、機能低下を引き起こしている病態を要素として抽出し、その構造を「モデル化」

していく。そのモデルをもとに基本的動作能力低下とその原因である心身機能・構造レ

ベルの機能低下およびその背景にある病態の「因果関係を説明」する。そして、他の理

学療法士に対して論証的に「主張」し、質問やフィードバックを受け、自分自身の行っ

た臨床推論に対して省察する。このように「学びの第一原理」は学習者と学習課題の分
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析から導き出した臨床推論能力育成の 4 つのポイントを含めて ID 第一原理で行った

現状分析結果に対応し改善することが可能であると考えられ、本研究において参考に

する理論として適切であると考える。 

さらに、適切な研修手段を選択するために、Piskurich（2006）の「研修手段選択のた

めのチェックリスト」18）を用いて、理学療法士の臨床推論能力の開発において使うべ

き研修手段を検討した（表 3）。集合研修で 8 項目中 3 項目、OJT で 10 項目中 6 項目、

自己学習で 11 項目中 2 項目に該当した。この結果より、研修手段としては OJT を中

心とし、OJT だけでは十分な効果・効率が得られない場合に他の手段も組み合わせて

研修を行うことが適切であると考える。 

以上より、本研究において理学療法士の臨床推論能力を育成するために「学びの第一

原理」を参考にした OJT プログラムを設計・開発することとする。 

表 3 研修手段選択のためのチェックリスト（Piskurichi,2006） 

使うべき手段 使うべきとき 

集合研修 

■ インストラクタや他の受講者とのやりとりが重要な場合 
■ インストラクタがディスカッションを導くことで学習が深まる場合 
□ 即答が必要な質問が出そうな場合 
□ 受講者数に見合うだけのファシリテータ（支援者）が得られる場合 
□ 受講者が職場を⾧期間離れることが可能な場合 
□ 逆にファシリテータが受講者の職場を訪問できる場合 
□ 個別が不要な場合 
■ 研修成果をより確実に上げたい場合 

OJT 

■ スキルをマスターするのに現実の環境が必要な場合 
■ 研修時間が限定されている場合 
□ デザインにあてる時間が限定されている場合 
□ 移動できない装置が関係している場合 
□ 研修受講者の動機づけが低い場合 
□ 学習すべき課題が頻繁に変わる場合 
■ 有能な集合教育インストラクタが得られない場合 
■ 職務手順を研修の一環として学ばせる必要がある場合 
■ 監視下での練習が多く必要な場合 
■ 受講者数が少ない場合 

自己学習 

□ 研修会場が広範囲に及んで多数点在している場合 
■ インストラクタやファシリテータが不足している場合 
□ 離職率が高い場合 
■ 研修が「ジャスト・イン・タイム」に提供される必要がある場合 
□ 研修が均一である必要がある場合 
□ 研修内容がある程度は安定している場合 
□ 一人またはごく少数の内容専門家しか研修内容を知らない場合 
□ 研修が頻繁に繰り返される場合 
□ 旅費を削減したい場合 
□ 交代制で多くの研修を実施する必要がある場合 
□ 研修プログラムを準備する時間が適切にある場合 
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1.6. 研究の目的と意義 

1.6.1. 研究目的と研究課題 

研究目的は「呼吸器機能障害を主因とした重複障害を持つ入院患者に対する理学療法

士における臨床推論能力の育成」である。この研究目的を果たすために、「学びの第一原

理を参考にした理学療法士の臨床推論能力を育成する OJT プログラムの設計と開発」

を研究課題とする。 

1.6.2. 研究の意義 

理学療法士にとって様々な意思決定の根拠となる臨床推論能力の育成は重要であり、

提供する理学療法の品質、得られる成果に大きく寄与する。既に理学療法士の資格を有

しており、臨床現場で働いている理学療法士にとって現実的である職場における教育実

践報告は少なく、ID 理論を用いて設計された効果・効率・魅力の高い OJT プログラム

が必要である。「学びの第一原理」は問題解決学習の大家であるジョナセンがその研究

成果を 5 つの原理に取りまとめたものであり、患者の抱える問題を解決するための臨床

推論能力の育成に適した理論である。メリルの ID 第一原理を用いた現状分析結果に「学

びの第一原理」を参考に対応することで改善した OJT プログラムは理学療法士の臨床

推論能力を効果・効率・魅力的に育成することが可能であり、理学療法の品質が向上し

た結果、患者の回復が促進されることが期待される。 

第 2 章 研究方法 

2.1. 研究方法の概要 

研究背景として現状抱えている問題を「理学療法士の臨床推論能力の不足により、『仮説

生成の不足』、『基本的動作能力低下の主たる原因が特定される時期の遅延』、『情報収集不

足による不明確な仮説の真偽の判定』、『理学療法の効果検証不十分による理学療法プロ

グラムの見直し不足』という問題が発生している。」と述べた。本研究は特に難易度が高

いと考えられる「呼吸器機能障害を主因とした重複障害を持つ入院患者」を対象者として、

学習者分析、および学習課題分析の結果を踏まえ、ジョナセンの提唱する「学びの第一原

理」を参考に理学療法士の臨床推論能力を育成する OJT プログラムを設計・開発し、そ

の OJT プログラムによって理学療法士の臨床推論能力の育成を図り、抱えている問題の

解決を試みる研究である。研究方法は「学習目標設定と課題分析」、「OJT プログラムの

設計・開発」、「形成的評価」の 3 段階であり、各段階については第 3 章にて詳述する。 
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2.2. 研究対象者 

本研究で対象とする患者を「呼吸器機能障害を主因とした重複障害を持つ入院患者」と

しており、研究対象者はこの患者を担当する内部障害チームに所属する理学療法士で、当

該チームに初めて配属される者である。学習者の人数は 10 名程度、年齢は概ね 21 歳～

24 歳、理学療法士経験年数は 1 年目～3 年目を想定している。 

2.3. 倫理的配慮 

筆者が所属している医療法人社団協友会柏厚生総合病院倫理委員会の承認を得ている。 

第 3 章 OJT プログラムの設計と開発 

3.1. OJT プログラムの概要 

本 OJT プログラムはメリルの「ID 第一原理」を基盤として「学びの第一原理」を参考

に設計・開発している。症例が抱える「基本的動作能力の低下」を理学療法士の仕事の中

に存在する「問題」として、臨床推論のお手本やこれまで経験した症例における臨床推論

から「問題」を抱えている症例への情報の転移・マッピング（類推）、仮説検証を繰り返

していく過程の中で基本的動作能力低下の原因となる心身機能・構造レベルの機能低下、

機能低下を引き起こしている病態の構造を「モデル化」、そのモデルをもとに「因果関係

を説明」、指導者である理学療法士に対して論証的に「主張」する。このような過程を経

て自分自身の行った臨床推論を省察し、臨床推論能力を育成する OJT プログラムである

（図 2）。 

 

図 2 「学びの第一原理」を参考にした OJT プログラムの概要 
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3.2. 学習目標と課題分析 

3.2.1. 学習目標の設定 

「1.2.2.理学療法士における臨床推論能力と本研究での定義」で述べたように本研究に

おける臨床推論能力を発揮する範囲を「基本的動作能力低下の原因となる心身機能・構

造レベルの問題を特定し、理学療法プログラムを決定するための臨床推論能力」と限定

し、「8 つの検査測定結果から、基本的動作能力低下の原因について仮説検証を繰り返

すことにより、機能障害の病態を説明し、回復のための理学療法プログラムを決定でき

る能力」と臨床推論能力を定義した。また、「1.5.2.学習課題の分析」で述べたように理

学療法士における臨床推論能力には「問題解決学習の『診断・解決』にあたる」、「症例

特異性がある」、「仮説検証を繰り返すプロセスを踏む」、「侵襲性の低い手技であり実際

に検査・測定・運動療法を実施した仮説検証をしやすい」という 4 つの学習課題として

の特徴がある。つまり、結論としての結果の説明に至るまでのプロセスも重要であり、

本研究の背景にある問題意識が臨床場面における理学療法士の臨床推論能力の不足で

あることを考えると仕事の場面に直接的に通じる学習目標が望ましい。 

臨床推論能力の評価方法として大西（2006）は筆記試験の形式として multiple choice 

Questions（MCQ）、extended matching items（EMI）、key feature problem（KFP）、

script concordance test（SCT）を紹介している。また実地評価として long case、Mini-

CEX、OSCE、系統的口頭試問を評価している 22）。また、西城（2018）は学習者の習熟

度を段階的に Reporter（臨床情報を集め、伝達できるレベル）、Interpreter（情報を分

析し優先順位を付けられるレベル）、Manager（患者の志向を加味しつつ合理的マネジ

メントが提案できるレベル）、Educator（エビデンスを熟知し患者に応用できるレベル）

の 4 段階評価を用いて模擬症例カンファレンスでの臨床推論に関する発言を評価して

いる 23）。西城が用いた評価は Pangaro（1999）が医学部生の成⾧を Reporter、Interpreter、

Manager、Educator（RIME）で説明したものである 24）。本研究における学習目標とし

て設定するレベルは RIME 評価の Interpreter が妥当である。なぜならば、対象として

いる学習者は初めて内部障害チームに配属される若い理学療法士であり、まず期待さ

れるのは自分自身で臨床推論を進められる能力だからである。さらに Pangaro は

Interpreter において「基本的なレベルでは、問題の優先順位を付けること」、次のステ

ップは「鑑別診断を提供すること」を求めており、「より高いレベルの知識と、可能性

のある診断をサポートする臨床所見の選択、および特定の患者へのテスト結果の適用
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におけるスキルが必要である。」とし、合格基準について「一貫性」を挙げている 25）。 

そこで、学習目標は「8 つの検査測定結果から、基本的動作能力低下の原因について

仮説を立て、検証を繰り返し、機能障害の病態を説明し、回復のための理学療法プログ

ラムを決定できる。」とする。評価については「症例報告書等において、RIME 評価の

I（Interpreter）に基づいたチェックリストの全項目を満たすこと」で合格とする。 

3.2.2. 学習目標に対する課題分析 

前項で設定した学習目標に対して手順分析と階層分析を複合した課題分析を行った

（図 3）。手順は四角形、各手順の階層分析の内容は角丸四角形で表している。課題分

析の結果、「手順Ⅰ 動作の観察」により、基本的動作能力低下の問題そのものを明確に

し、「手順Ⅱ 仮説検証①」によって、基本的動作能力低下の原因となる心身機能・構造

レベルの機能低下における初期仮説の生成と優先順位付け、検査・測定の実施や医学的

情報の収集による検証、理学療法プログラムの立案を行う。「手順Ⅲ 仮説検証②」では、

実際に理学療法プログラムを実施した効果に基づいた仮説検証、そして「手順Ⅳ 仮説

検証の論証的な主張とチェックリストを用いた点検」において、仮説検証プロセスを経

て得た知見より、基本的動作能力低下の原因を心身機能・構造レベルの機能低下および

その背景にある病態によって論証的に主張し、その主張が学習目標に定めている合格

基準を満たしているか否かをチェックリストに基づいて点検することとなる。 
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図 3 課題分析図 

  



 

 28 / 236 

 

3.2.3. 学 習者 分析 

本 研 究 の 学 習 者 に は「 1.5.1.学 習 者 分 析 」で 述 べ た 通 り 、「 理 学 療 法 士 と

し て の 習 熟 度 は 低 い 」、「 個 人 の 臨 床 推 論 能 力 が 期 待 さ れ る 」、「 就 業 時 間

内 に 学 習 時 間 を 確 保 し に く い 」 と い っ た 3 つ の 特 徴 が あ る 。  

3.2.4. 臨 床推 論能 力育 成の 4 つ のポ イン ト 

学 習 課 題 の 分 析 お よ び 学 習 者 の 分 析 よ り 、「 1.5.3.臨 床 推 論 能 力 育 成 の 4

つ の ポ イ ン ト 」 で 述 べ た 通 り 、 当 院 に お け る 臨 床 推 論 能 力 の 育 成 で は ①

症 例 を 通 じ た 学 習 で あ る こ と 、 ② 実 際 の 患 者 を 通 じ た 仮 説 検 証 を 繰 り 返

す 学 習 で あ る こ と 、 ③ 個 人 の 臨 床 推 論 能 力 の 育 成 に 効 果 的 で あ る こ と 、

④ 可 能 な 限 り （ 最 低 限 の 研 修 は 許 容 す る ） 仕 事 の 中 で 学 習 で き る 設 計 で

あ る こ と 、 と い う 4 つ が ポ イ ン ト で あ る と 述 べ た 。 こ の 4 つ の ポ イ ン ト

を 満 た す よ う な 設 計 が 求 め ら れ る 。  

3.3. OJT プログ ラムの設 計 

メ リ ル の ID 第 一 原 理 を 用 い て 現 状 に お け る 臨 床 推 論 能 力 の 育 成 機 会 を 分

析 し 、 課 題 を 抽 出 し た 。そ の 後 、学 習 者 お よ び 学 習 課 題 分 析 結 果 よ り 課 題 解

決 に 向 け て 参 考 に す る 理 論 と し て 学 び の 第 一 原 理 を 抽 出 し 、各 原 理 の 利 用 方

法 を 検 討 し た 。 こ の 学 び の 第 一 原 理 の 利 用 方 法 と メ リ ル の ID 第 一 原 理 で 抽

出 し た 課 題 の 対 応 状 況 を 整 理 し 、課 題 の 解 決 を 確 認 で き た た め 、OJT と し て

「 理 学 療 法 実 践 」に 実 装 し た 。加 え て 、OJT プ ロ グ ラ ム の 学 習 成 果 の 評 価 方

法 と 計 画 を 決 定 し 、必 要 な 開 発 物 を 開 発 し た 。以 下 に 参 考 に し た「 学 び の 第

一 原 理 」の 各 原 理 に お け る 利 用 方 法 と 学 び の 第 一 原 理 の 利 用 方 法 と メ リ ル の

ID 第 一 原 理 で 抽 出 し た 課 題 の 対 応 状 況 、 お よ び OJT の 具 体 的 な 設 計 に つ い

て 述 べ る 。  

3.3.1. 原 理「 問題 を中 心に据え る」 と本研究 における利用 方法 

ジ ョ ナ セ ン は「 問 題 解 決 が ほ ぼ す べ て の 正 式 な 教 育 の 主 要 な 知 的 焦 点 で あ

る べ き で あ る 。」 と 主 張 し て お り 、 そ う す べ き 理 由 と し て 真 正 性 ・ 意 図 性 ・

概 念 的 ア ン カ ー リ ン グ ・オ ン ト ロ ジ ー を 挙 げ て い る 25）。 本 研 究 で 開 発 す る

OJT が 中 心 に 据 え る 問 題 は 「 担 当 患 者 の 基 本 的 動 作 能 力 の 低 下 」 で あ り 、

理 学 療 法 士 は ま さ に こ の 問 題 を 解 決 す る た め に 存 在 し て い る と 言 っ て も 過

言 で は な い（ 真 正 性 ）。ま た 、こ の 問 題 を 解 決 す る た め に 理 学 療 法 士 が 学 ん
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で き た 基 礎 医 学 や 臨 床 医 学 、 理 学 療 法 学 な ど の 科 目 の 内 容 を 統 合 し 、 概 念

的 理 解 を 組 み 立 て る 必 要 が あ り（ 意 図 性 ）、問 題 解 決 の プ ロ セ ス で 得 ら れ た

知 識 は 当 該 症 例 の 物 語 と 共 に 維 持 さ れ 、 他 の 症 例 に 活 用 さ れ る こ と と な る

（ 概 念 的 ア ン カ ー リ ン グ ）。さ ら に 、症 例 を 通 じ て 学 ん だ 知 識 は 書 籍 や 論 文

を 通 じ て 得 た 知 識 よ り も 当 該 症 例 の 文 脈 の 中 で 深 く 理 解 さ れ て い る と 言 え

る（ オ ン ト ロ ジ ー ）。ま た 、ジ ョ ナ セ ン は「 問 題 と 問 題 解 決 は い く つ か の 点

で 異 な っ て お り 、最 も 重 要 な 違 い は well-structured か ill-structured か で あ

る 。」 と 述 べ て お り 、 well-structured と ill-structured の 特 徴 を 挙 げ て い る

25）。「 基 本 的 動 作 能 力 の 低 下 」と い う 問 題 は ill-structured の 特 徴 で あ る（ a）

問 題 の 解 決 方 法 と し て の 代 替 案 が い く つ も あ り 、（ b） 目 的 や 環 境 の 制 約 が

明 確 に 定 義 さ れ て い な い か 不 明 、（ c）解 決 へ の 道 も 複 数 あ る 、（ d）解 決 策 の

評 価 基 準 も 複 数 存 在 す る 、と い う 4 つ に 該 当 し て お り ill-structured で あ る

と 言 え る 。設 計 す る OJT プ ロ グ ラ ム に お い て は「 担 当 患 者 の 基 本 的 動 作 能

力 の 低 下 」と い う 問 題 を 解 決 す る こ と を 学 習 の 中 心 に 据 え 、こ の 問 題 が ill-

structured で あ る こ と を 前 提 と し て 具 体 的 な 方 法 を 検 討 し て い く 。  

3.3.2. 原 理「 類推 する 」の本研 究に おける利 用方法 

「 類 推 」 と は 、 特 定 の 対 象 （ ソ ー ス ） か ら 別 の 特 定 の 対 象 （ タ ー ゲ ッ ト ）

に 情 報 を 転 移（ マ ッ ピ ン グ ）す る プ ロ セ ス の こ と で あ り 、学 習 者 が 既 存 の よ

り よ く 理 解 さ れ た ア イ デ ィ ア と 比 較 す る こ と に よ っ て 新 し い ア イ デ ィ ア を

理 解 す る の に 役 立 つ と さ れ 、ill-structured な 問 題 に は 事 例 駆 動 型 推 論（ Case 

Based Reasoning、以 下 、CBR）で 類 似 の 既 知 事 例 を 想 起 さ せ て 異 な る 点 を

学 ば せ る こ と が 有 用 で あ る こ と が 知 ら れ て い る 25）。  

上 記 よ り 、 設 計 す る OJT プ ロ グ ラ ム は 原 理 「 類 推 す る 」 の 利 用 方 法 と し

て は CBR の 手 法 を 用 い る こ と と す る 。 CBR は す で に 経 験 し た 事 例 を 用 い

て 問 題 解 決 を 試 み 、 だ め な と こ ろ を 改 変 し て 後 の 問 題 解 決 の た め に 追 加 す

る「 事 例 辞 書 」。文 脈 に つ い て の 情 報・試 み た 解 決 策・裏 切 ら れ た 期 待・得

ら れ た 教 訓 な ど の 知 見 21）。 CBR の 流 れ は 以 下 の 通 り で あ る 26）。  

a. 事 例 は あ る 特 定 の 事 柄 に 関 す る 記 憶 で あ る 。も し 、関 連 す る 記 憶 を 多 く

保 持 し て お り 、た く さ ん の 異 な る 失 敗 を 学 習 し て い れ ば 、新 し い 問 題 が

発 生 し た 時 に 、解 決 す る ヒ ン ト を 記 憶 か ら 引 き 出 す た め の 事 例 辞 書 に な
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る 。  

b.  す べ て は 目 標 を 立 て る こ と か ら 始 ま る 。学 習 は 目 標 を 達 成 す る 時 に 起 こ

る こ と に 帰 着 す る 。  

c. 人 は 立 て た 目 標 が 達 成 で き る こ と を 、過 去 の 類 似 経 験 を も と に し て 期 待

す る 。 い く つ か の 期 待 を も と に し て 、 目 標 達 成 の た め の 計 画 を 立 て る 。 

d.  達 成 し た い 目 標 を 持 っ て い る 時 、人 は 以 前 に 立 て た 古 い 計 画 を 変 化 さ せ

て 適 用 し よ う と す る 。新 し い 計 画 は 、古 い 計 画 を 調 整 し て 目 標 が 達 成 で

き る よ う に 作 成 さ れ る 。  

e. 思 っ た よ う に 計 画 が う ま く い か な い 場 合 も あ る 。こ れ ら を「 予 期 せ ぬ 失

敗 」（ Expectation Failure） と 呼 ぶ 。  

f. 予 期 せ ぬ 失 敗 を 経 験 す る と 、そ の 理 由 が 知 り た く な る 。計 画 さ れ た よ う

に 事 が 運 ば な い こ と を 契 機 に 、な ぜ 予 期 せ ぬ 失 敗 が 起 こ っ た の か 説 明 を

考 案 ・ 理 解 し 、 次 の 成 功 に 繋 げ る こ と が 可 能 に な る 。  

3.3.3. 原 理「 モデ ル化 する」の 本研 究におけ る利用方法 

モ デ ル は 、要 素 、関 係 、操 作 、お よ び 相 互 作 用 を 管 理 す る 規 則 で 構 成 さ れ

る 概 念 的 な シ ス テ ム で あ り 、外 部 表 記 シ ス テ ム を 使 用 し て 表 現 さ れ る と さ れ

て お り 25）、 数 式 、 イ メ ー ジ や 構 造 図 、 メ タ フ ァ ー な ど が 例 と し て 挙 げ ら れ

て い る 27）。 モ デ ル を 構 築 す る こ と は 内 的 な メ ン タ ル モ デ ル を 多 様 な 形 で 外

化 さ せ 、そ れ に 足 場 か け が で き る こ と に よ り 、学 習 者 の 概 念 変 化 に 没 入・支

援・評 価 す る た め に 有 効 で あ り 、モ デ ル 化 す る 対 象 と し て は 教 科 の 内 容 が 主

た る も の で あ る が 、そ の 他 に も 解 決 す る 問 題 の モ デ ル 化 、ア イ デ ィ ア を 組 織

化 す る シ ス テ ム 、あ る い は 学 び で 用 い る 思 考 過 程 も モ デ ル 化 の 対 象 と す べ き

と さ れ て い る 。  

本 研 究 で 設 計 す る OJT プ ロ グ ラ ム に お い て は 、 臨 床 推 論 能 力 を 用 い て 仮 説

検 証 を 行 っ た 結 論 と し て 「 基 本 的 動 作 能 力 の 低 下 （ 通 常 と は 異 な る 現 象 ）」

と い う 問 題 と そ の 原 因 で あ る 「 心 身 機 能 ・ 構 造 レ ベ ル の 機 能 低 下 」、 機 能 低

下 の 背 景 に あ る「 病 態 」の 3 つ の 要 素 を 構 造 図 で モ デ ル 化 す る こ と に よ り 、

理 学 療 法 士 の 内 的 な メ ン タ ル モ デ ル を 外 化 さ せ る こ と と す る 。  

3.3.4. 原 理「 因果 関係 を説明す る」 の本研究 における利用 方法 

因 果 関 係 の 説 明 は ほ と ん ど の 種 類 の 学 習 の 中 心 で あ る が 、問 題 解 決 に は 絶
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対 不 可 欠 で あ る と し 、問 題 解 決 者 は 事 実 上 あ ら ゆ る 種 類 の 問 題 を 解 決 す る た

め に 、問 題 空 間 を 構 成 す る 因 果 関 係 の 理 解 を 深 め る 必 要 が あ る と さ れ て い る

25）。ま た 、因 果 関 係 の 学 習 支 援 に は 、推 論 図 や 着 目 点 を 焦 点 化 す る 質 問 群 、

あ る い は モ デ ル 化 を 支 援 す る ツ ー ル 群 を 使 う こ と が 提 案 さ れ て き た と の こ

と で あ り 27）、本 研 究 で 設 計 す る OJT プ ロ グ ラ ム に お い て は 、前 項 で 述 べ た

「 基 本 的 動 作 能 力 の 低 下（ 通 常 と は 異 な る 現 象 ）」、そ の 原 因 で あ る「 心 身 機

能 ・ 構 造 レ ベ ル の 機 能 低 下 」、 機 能 低 下 の 背 景 に あ る 「 病 態 」 の 3 つ の 要 素

を 因 果 関 係 で 結 ん だ 構 造 図 を 作 成 し 、 そ の 構 造 図 に 基 づ い て 3 つ の 要 素 の

因 果 関 係 を 説 明 す る 機 会 を 設 定 す る 。  

3.3.5. 原 理「 主張 する 」の本研 究に おける利 用方法 

有 意 義 な 学 習 に は そ の 対 象 へ の 深 い か か わ り が 必 要 で あ り 、そ の 深 い 関 与

は 議 論 の 批 判 的 思 考 ス キ ル に よ っ て 支 持 さ れ て い る 27）。 ま た 、 論 証 す る こ

と は 概 念 の 変 化 を 促 進 し 、 問 題 解 決 に 不 可 欠 な 重 要 な 考 え 方 で あ り 、 議 論

環 境 を 学 習 環 境 に 組 み 込 ん で 育 成 す る と 、生 産 的 な 考 え 方 、概 念 の 変 化 、問

題 解 決 が 促 進 さ れ る と も 言 わ れ て い る 。本 研 究 で 設 計 す る OJT に お い て は

学 習 者 が 論 証 的 に 主 張 す る 機 会 を 設 定 し 、 学 習 者 で あ る 理 学 療 法 士 が 他 の

理 学 療 法 士 と 議 論 す る こ と に よ っ て 「 基 本 的 動 作 能 力 の 低 下 」 と い う 問 題

に 深 く 関 わ り を 持 っ て い く よ う に す る 。  

3.3.6. メ リル の ID 第一原 理で の現 状分 析結果と学び の第一原 理を参考にし た

OJT プログ ラムの対 応状 況の 確認 

メ リ ル の ID 第 一 原 理 で の 分 析 結 果 と 学 び の 第 一 原 理 を 参 考 に し た OJT プ

ロ グ ラ ム の 対 応 状 況 を 確 認 し た （ 表 4）。 結 論 と し て 、 応 用 問 題 ・ 統 合 は 一

部 改 善 に 留 ま っ て い る が 、 指 導 者 か ら の 修 正 的 フ ィ ー ド バ ッ ク の 付 与 と 学

習 者 自 身 の 省 察 を 加 え る こ と で 、ID 第 一 原 理 で の 分 析 結 果 の す べ て に お い

て 改 善 が 認 め ら れ た 。  
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表  4 ID 第 一 原 理 で の 現 状 分 析 結 果 と 学 び の 第 一 原 理 を 参 考 に し た  

OJT プ ロ グ ラ ム の 対 応 表  

ID 第 一 原 理 で の  
現 状 分 析  

学 び の 第 一 原 理 を 参 考 に
し た OJT プ ロ グ ラ ム  

対 応 状 況  
（ 改 善 /一 部 改 善 /改 善

な し で 判 定 ）  
現 実 課 題  判 定：ま ぁ ま
ぁ  

「 基 本 的 動 作 能 力 の
低 下 」と い う 現 実 課 題
を 取 り 上 げ て い る が 、
何 を も っ て「 臨 床 推 論
が で き る 」と す る か と
い う 学 習 目 標 は 示 し
て い な い 。  

原 理 「 問 題 を 中 心 に 据 え
る 」  

「 担 当 患 者 の 基 本 的 動
作 能 力 の 低 下 」 と い う
問 題 を 解 決 す る こ と を
学 習 の 中 心 に 据 え た
OJT プ ロ グ ラ ム で 初 め
に 学 習 目 標 を 提 示 。  

対 応 状 況  判 定 ： 改 善  
「 担 当 患 者 の 基 本 的
動 作 能 力 の 低 下 」と い
う 理 学 療 法 の 対 象 そ
の も の を 問 題 と し て
中 心 に 据 え て お り 、
「 臨 床 推 論 が で き る 」
と い う 基 準 も 明 示 。  

活 性 化   判 定 ： NG 
こ れ ま で 経 験 し た 症
例 な ど を 想 起 し 、眼 前
の 担 当 患 者 に 活 用 す
る こ と が 期 待 さ れ る
が 、ど の 経 験 症 例 を 想
起 す る の か 、想 起 し た
症 例 を ど の よ う に 活
用 す る の か を 考 え る
機 会 に は な っ て い な
い 。  

原 理 「 類 推 す る 」  
事 例 駆 動 型 推 論 （ Case 
Based Reasoning 、 以
下 、 CBR） に よ り 、 構
築 し た 症 例 辞 書 か ら 経
験 し た 症 例 や 類 似 症 例
を 想 起 さ せ 、 眼 前 の 担
当 患 者 に 活 用 す る 手 順
を 含 む OJT プ ロ グ ラ
ム と な っ て い る 。  

対 応 状 況  判 定 ： 改 善  
経 験 し た 症 例 な ど を
想 起 し 、活 用 で き る よ
う に な っ て い る 。加 え
て 、事 前 テ ス ト に よ り
学 習 者 が 課 題 分 析 図
に 示 し た ど の 手 順 ま
で で き て い る か 確 認
す る こ と で 何 を 学 ぶ
必 要 が あ る か 明 ら か
に で き る 。  

事 例 提 示  判 定 ： NG 
「 ど の よ う に 仮 説 検
証 し 、検 証 結 果 よ り 導
き 出 し た 理 学 療 法 を
実 施 し た 結 果 と し て
患 者 は 回 復 し た の か 」
と い う 臨 床 推 論 の お
手 本 が 示 さ れ る こ と
も な い 。  

原 理 「 類 推 す る 」  
構 築 し た 症 例 辞 書 に 収
載 さ れ て い る 症 例 報 告
書 に 結 論 と し て 優 先 順
位 第 1 位 と な っ た 仮 説
に お け る 「 経 緯 」 が 記
述 さ れ て い る 。 こ こ に
仮 説 検 証 の 過 程 が 記 述
さ れ 、 臨 床 推 論 の お 手
本 と な る 。  

対 応 状 況  判 定 ： 改 善  
症 例 辞 書 に 収 載 し て
い る 症 例 報 告 書 は 臨
床 推 論 の お 手 本 と な
る 。よ り 効 果 的 に す る
た め に 課 題 分 析 図 で
臨 床 推 論 の 全 体 課 題
を 示 し 、各 手 順 で ど の
よ う に 臨 床 推 論 を 進
め る か を 例 示 す る こ
と が 必 要 。  

応 用 問 題  判 定 ： NG 
統 合    判 定 ： NG 
＊ 実 際 に 担 当 患 者 に 実

践 さ れ る た め 、 応 用 と
統 合 は 同 時 に 行 わ れ
る 。  
担 当 患 者 に 対 し て 各
学 習 機 会 で 得 た こ と
を 実 践 す る が 、実 践 し
た 内 容 や そ の 結 果 に
対 し て 他 の 理 学 療 法
士 か ら フ ィ ー ド バ ッ
ク を 受 け る こ と も 少
な く 、省 察 す る 機 会 も
設 定 さ れ て い な い 。  

原 理 「 モ デ ル 化 す る 」  
「 基 本 的 動 作 能 力 の 低
下 」 と 原 因 で あ る 「 心
身 機 能 ・ 構 造 レ ベ ル の
機 能 低 下 」、背 景 に あ る
「 病 態 」 を 構 造 図 で モ
デ ル 化 。  

原 理 「 因 果 関 係 を 説 明 す
る 」  

構 造 図 に 基 づ い て 3 つ
の 要 素 の 因 果 関 係 を 症
例 報 告 書 内 で 説 明 す
る 。  

原 理 「 主 張 す る 」  
症 例 検 討 会 に て 3 つ の
要 素 の 因 果 関 係 と 自 ら
の 代 替 理 論 と 他 者 の 代
替 理 論 に 根 拠 を 持 っ て
反 論 す る 。  

対 応 状 況  判 定：一 部 改
善  

構 造 図 で モ デ ル 化 し 、
因 果 関 係 を 説 明 す る
こ と に よ り 、内 的 な メ
ン タ ル モ デ ル を 外 化
さ せ 、他 の 理 学 療 法 士
か ら フ ィ ー ド バ ッ ク
や 自 ら で 省 察 し や す
く な っ て い る 。 し か
し 、指 導 者 の 理 学 療 法
士 か ら の 修 正 的 な フ
ィ ー ド バ ッ ク や 学 習
者 自 身 の 省 察 は 不 足
し て い る た め 、付 け 加
え る 必 要 が あ る 。  
⇒ 一 部 改 善 か ら 改 善
へ  
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3.3.7. 「 学び の第 一原 理」を参 考に した OJT プロ グラムの 設計 

メ リ ル の ID 第 一 原 理 を 基 盤 と な る ID 理 論 に 据 え 、学 び の 第 一 原 理 を 参 考

に し て 指 導 方 略 を 作 成 し た （ 表 5）。  

表  5 OJT プ ロ グ ラ ム の 指 導 方 略  

ID 第 一 原 理  学 び の 第 一 原 理 を 参 考 に し た OJT プ ロ グ ラ ム  
現 実 課 題  原 理 「 問 題 を 中 心 に 据 え る 」 を 参 考  

「 担 当 患 者 の 基 本 的 動 作 能 力 の 低 下 」と い う 問 題 を 解 決 す る
こ と を 学 習 の 中 心 に 据 え 、OJT プ ロ グ ラ ム で 初 め に 学 習 目 標

を 提 示 。  

活 性 化  原 理 「 類 推 す る 」 を 参 考  

ま ず 、事 前 テ ス ト に よ り 臨 床 推 論 の 手 順 の ど こ ま で で き て い
る か を 確 認 。そ の 後 、臨 床 推 論 の 手 順 と 先 行 知 識 、お よ び 学
習 者 の 経 験 を 想 起 さ せ る 。  

加 え て 、事 例 駆 動 型 推 論（ Case Based Reasoning、以 下 、CBR）
に よ り 、構 築 し た 症 例 辞 書 か ら 類 似 症 例 を 抽 出 し 、担 当 患 者
に 活 用 。  

事 例 提 示  原 理 「 類 推 す る 」 を 参 考  
課 題 分 析 図 で 臨 床 推 論 の 全 体 課 題 を 示 し 、各 手 順 で ど の よ う
に 臨 床 推 論 を 進 め る か を 具 体 的 に 例 示 。症 例 辞 書 に あ る 症 例

報 告 書 に 優 先 順 位 第 1 位 の 仮 説 が 1 位 と な っ た「 経 緯 」が 記
述 さ れ て お り 、臨 床 推 論 の お 手 本 と し 、CBR に よ り 担 当 患 者
に 活 用  

応 用 問 題  
＆  

統 合  
＊ 実 際 に 担 当 患

者 に 実 践 さ れ

る た め 、 応 用
と 統 合 は 同 時
に 行 わ れ る 。  

原 理 「 モ デ ル 化 す る 」 を 参 考  
実 際 に 仮 説 検 証 を 行 い 、「 基 本 的 動 作 能 力 の 低 下 」と 原 因 で あ

る「 心 身 機 能 ・ 構 造 レ ベ ル の 機 能 低 下 」、背 景 に あ る「 病 態 」
等 を 症 例 報 告 書 や 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル で モ デ ル 化 。  

原 理 「 因 果 関 係 を 説 明 す る 」 を 参 考  

モ デ ル に 基 づ い て 因 果 関 係 を で 説 明 す る 。  
原 理 「 主 張 す る 」 を 参 考  

症 例 検 討 会 に て 因 果 関 係 と 自 ら の 代 替 理 論 と 他 者 の 代 替 理

論 に 根 拠 を 持 っ て 反 論 す る 。ま た 、指 導 者 か ら の 修 正 的 な フ
ィ ー ド バ ッ ク や 学 習 者 自 身 の 省 察 を 行 う 。  

 

そ の 後 、課 題 分 析 図 に お い て 明 ら か に し た 臨 床 推 論 の 手 順 Ⅰ ～ Ⅳ を 5 つ の

チ ャ ン ク に 分 け て 詳 細 な 指 導 方 略 を 検 討 し た 。 5 つ の チ ャ ン ク （ 図 3 の 赤

枠 ） は 以 下 の 通 り で あ る （ 図 4）。  
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図  4 課 題 分 析 図 と チ ャ ン ク  
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メ リ ル の ID 第 一 原 理 に お け る 現 実 課 題 は 既 に OJT の 初 め に 学 習 目 標 を 明

示 し 、「 担 当 患 者 の 基 本 的 動 作 能 力 の 低 下 」と い う 問 題 を 学 習 の 中 心 に 据 え

て い る た め 、各 チ ャ ン ク の 指 導 方 略 は 活 性 化 、事 例 提 示 、応 用 問 題 ＆ 統 合 で

構 成 し て い る （ 表 6～ 10）。  

問 題 を 中 心 に 据 え 、 課 題 分 析 図 に 示 し た 手 順 を 確 認 し な が ら 類 似 症 例 か

ら 類 推 し 、臨 床 推 論 を 進 め て い く 。ま た 、臨 床 推 論 の 結 論 を 症 例 報 告 書 や 仮

説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル で モ デ ル 化 し 、 症 例 検 討 会 に て 指 導 者 に 因 果 関 係 を

説 明 し 、 代 替 理 論 に 反 論 し な が ら 論 証 的 に 主 張 に す る 。 指 導 者 か ら 受 け た

修 正 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク を 踏 ま え て 、 自 分 自 身 が 行 っ た 臨 床 推 論 の 過 程 と

結 論 に つ い て 省 察 し 、修 正 を 加 え て い く 。こ の 一 連 の 学 習 活 動 で OJT プ ロ

グ ラ ム は 構 成 さ れ て い る 。 各 チ ャ ン ク で は 前 述 し た 基 本 的 な 学 習 活 動 は 共

通 で あ る が 、「 活 性 化 」と し て 想 起 し て お く べ き 手 順 や 知 識 、「 事 例 提 示 」と

し て 提 示 さ れ る お 手 本 の 中 で 着 目 す る 項 目 、「 応 用 問 題 ＆ 統 合 」と し て 実 際

に 患 者 さ ま に 行 う 臨 床 推 論 過 程 の 違 い が あ る 。  
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表  6 チ ャ ン ク ① に お け る 指 導 方 略 表  

チ ャ ン ク ①  手 順 Ⅰ ： 動 作 の 観 察  
活 性 化  事 例 提 示  応 用 問 題 ＆ 統 合  

1. 動 作 観 察 の 手 順 を 想
起 す る  

2. 観 察 す る 動 作 の 先 行
知 識（ 運 動 学 的 特 徴 、
重 症 度 判 定 の 方 法 と
採 点 基 準 、 症 候 分 析
の 着 眼 点 、 評 価 の 視
点 ） を 想 起 す る  

3. 類 似 症 例 に お け る
観 察 す る 動 作 を 確
認（ 症 候 分 析 結 果 は
ど う で あ っ た か 、発
生 し た 通 常 と は 異
な る 現 象 は 何 で あ
っ た か 、ど の 程 度 の
重 症 度 で あ っ た か ） 

4. 担 当 患 者 の 動 作 を 観
察  

5. 観 察 し た 動 作 の「 重 症
度 」、「 症 候 分 析 結 果 」、
観 察 さ れ た「 通 常 と は
異 な る 現 象 」の 因 果 関
係 を 説 明  

6. 症 例 検 討 会 で 因 果 関
係 を 主 張 し 、代 替 理 論
に 反 論  

7. 指 導 者 か ら の 修 正 的
な フ ィ ー ド バ ッ ク  

8. 自 ら の 省 察  

 

表  7 チ ャ ン ク ② に お け る 指 導 方 略 表  

チ ャ ン ク ②  手 順 Ⅱ -1⇒ Ⅱ -2： 仮 説 生 成 と 優 先 順 位 付 け  
活 性 化  事 例 提 示  応 用 問 題 ＆ 統 合  

1. 仮 説 生 成 と 優 先 順 位
付 け を す る 手 順 を 想
起 す る  

2. 観 察 し た 動 作 に お い
て 「 通 常 と は 異 な る
現 象 」 が 発 生 し た 時
期 に 通 常 は 発 揮 さ れ
る べ き 心 身 機 能 ・ 構
造 レ ベ ル の 機 能 を 想
起 す る  

3. 類 似 症 例 に お い て
生 成 さ れ た 仮 説 と
そ の 優 先 順 位 、お よ
び 優 先 順 位 を つ け
た 理 由 を 例 示  

4. 担 当 患 者 で 観 察 さ れ
た「 通 常 と は 異 な る 現
象 」が 発 生 し た 原 因 に
つ い て 仮 説 生 成  

5. 「 通 常 と は 異 な る 現
象 」へ の 影 響 の 大 き さ
の 観 点 か ら 優 先 順 位
を つ け る  

6. 優 先 順 位 の つ い た 仮
説（ 以 下 、初 期 仮 説 群 ）
の 案 に つ い て 、「 通 常
は 発 揮 さ れ る べ き 心
身 機 能・構 造 レ ベ ル の
機 能 」と「 生 成 し た 仮
説 」の 因 果 関 係 と 優 先
順 位 の 理 由 を 説 明  

7. 症 例 検 討 会 で 因 果 関
係 を 主 張 し 、代 替 理 論
に 反 論  

8. 指 導 者 か ら の 修 正 的
な フ ィ ー ド バ ッ ク  

9. 自 ら の 省 察  
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表  8 チ ャ ン ク ③ に お け る 指 導 方 略 表  

チ ャ ン ク ③  手 順 Ⅱ -3⇒ Ⅱ -9： 仮 説 検 証 と 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム 立 案  
活 性 化  事 例 提 示  応 用 問 題 ＆ 統 合  

1. 仮 説 検 証 と 理 学 療 法
プ ロ グ ラ ム 立 案 の 手
順 を 想 起 す る  

2. 理 学 療 法 評 価 と し て
の 8 つ の 検 査 ・ 測 定
項 目 と 具 体 的 な 検
査 ・ 測 定 、 そ の 実 施
方 法 を 想 起 す る  

3. 医 学 的 情 報 と 電 子 カ
ル テ 上 の 記 載 場 所 を
想 起 す る  

4. 類 似 症 例 に お け る
仮 説 検 証 の 方 法（ 実
施 し た 検 査・測 定 項
目 と 収 集 し た 医 学
的 情 報 ）と そ の 結 果
を 例 示  

5. 類 似 症 例 に お け る
理 学 療 法 プ ロ グ ラ
ム を 例 示  

6. 担 当 患 者 に お け る 初
期 仮 説 群（ 案 ）を 検 証
す る た め の 検 査・測 定
項 目 を 選 択 し 実 施  

7. 担 当 患 者 に お け る 初
期 仮 説 群（ 案 ）を 検 証
す る た め の 医 学 的 情
報 を 選 択 し 収 集  

8. 仮 説 の 真 偽 判 定  
9. 採 択 さ れ た 仮 説 に お

け る 病 態 説 明 と 回 復
可 否 の 判 断 、初 期 仮 説
群 （ 確 定 ） と 構 造 図
（ 仮 ）の 作 成 、理 学 療
法 プ ロ グ ラ ム 立 案  

10. 症 例 検 討 会 で 因 果 関
係 を 主 張 し 、代 替 理 論
に 反 論  

11. 指 導 者 か ら の 修 正 的
な フ ィ ー ド バ ッ ク  

12. 自 ら の 省 察  
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表  9 チ ャ ン ク ④ に お け る 指 導 方 略 表  

チ ャ ン ク ④  手 順 Ⅲ ： 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 実 施 と 再 評 価  
活 性 化  事 例 提 示  応 用 問 題 ＆ 統 合  

1. 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム
の 実 施 と 再 評 価 の 手
順 を 想 起 す る  

2. 理 学 療 法 評 価 と し て
の 8 つ の 検 査 ・ 測 定
項 目 と 具 体 的 な 検
査・測 定 、そ の 実 施 方
法 を 想 起 す る  

3. 動 作 観 察 の 手 順 を 想
起 す る  

4. 観 察 す る 動 作 の 先 行
知 識（ 運 動 学 的 特 徴 、
重 症 度 判 定 の 方 法 と
採 点 基 準 、 症 候 分 析
の 着 眼 点 、 評 価 の 視
点 ） を 想 起 す る  

5. 類 似 症 例 に お け る
理 学 療 法 プ ロ グ ラ
ム の 効 果 判 定 と そ
れ に 基 づ い た 仮 説
検 証 結 果 を 例 示  

6. 担 当 患 者 に 立 案 し た
理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム
を 実 施  

7. 心 身 機 能・構 造 レ ベ ル
の 機 能 低 下 に お け る
効 果 判 定 と し て 手 順
Ⅱ -3 で 実 施 し た 検 査・
測 定 を 実 施  

8. 基 本 的 動 作 能 力 低 下
に お け る 効 果 判 定 と
し て 手 順 Ⅰ で 実 施 し
た 動 作 観 察（ 重 症 度 判
定 、症 候 分 析 ）を 実 施  

9. 仮 説 の 真 偽 判 定  
10. 「 理 学 療 法 プ ロ グ ラ

ム の 効 果 判 定 」と「 仮
説 の 真 偽 判 定 」間 の 因
果 関 係 を 説 明  

11. 症 例 検 討 会 で 因 果 関
係 を 主 張 し 、代 替 理 論
に 反 論  

12. 指 導 者 か ら の 修 正 的
な フ ィ ー ド バ ッ ク  

13. 自 ら の 省 察  
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表  10 チ ャ ン ク ⑤ に お け る 指 導 方 略 表  

チ ャ ン ク ⑤  手 順 Ⅳ ： 論 証 的 な 主 張 と チ ェ ッ ク リ ス ト を 用 い た 点 検  
活 性 化  事 例 提 示  応 用 問 題 ＆ 統 合  

1. 論 証 的 な 主 張 と チ
ェ ッ ク リ ス ト を 用
い た 点 検 の 手 順 を
想 起 す る  

2. 自 ら が 行 っ た 臨 床
推 論 過 程 を 想 起 す
る  

3. 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク
リ ス ト の 項 目 を 想
起 す る  

4. 類 似 症 例 に お け る
臨 床 推 論 過 程 で 明
ら か に し た 基 本 的
動 作 能 力 低 下 、心 身
機 能・構 造 レ ベ ル の
機 能 低 下 、病 態 間 の
因 果 関 係 に つ い て
の 論 証 的 な 主 張 を
症 例 報 告 書 等 で 例
示  

5. 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク
リ ス ト で の 点 検 を
例 示  

6. 症 例 報 告 書 に お い て
臨 床 推 論 の 結 論 を 論
証 的 に 主 張  

7. 症 例 報 告 書 等 を 臨 床
推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト
で 点 検  

8. 症 例 検 討 会 で 因 果 関
係 と 点 検 結 果 を 主 張
し 、 代 替 理 論 に 反 論  

9. 指 導 者 か ら の 修 正 的
な フ ィ ー ド バ ッ ク  

10. 自 ら の 省 察  

 

3.3.8. OJT プログ ラムにお ける 指導 者の 役割 

指 導 者 は 筆 者 が 所 属 し て い る 保 険 医 療 機 関 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 に お

い て「 臨 床 実 践 は 自 立 し て お り 、指 導 が で き る レ ベ ル 」と い う 等 級 に 所 属 し

て い る 理 学 療 法 士 で あ る 。 指 導 者 の 役 割 と 具 体 的 な 指 導 方 法 を 検 討 す る に

あ た り 、OJT マ ニ ュ ア ル と 指 導 者 の 役 割 を 整 理 し た（ 表 11）。そ の 結 果 、指

導 者 の 役 割 は「 各 チ ャ ン ク の 合 否 判 定（ OJT プ ロ グ ラ ム の 進 捗 管 理 ）」、「 修

正 的 フ ィ ー ド バ ッ ク の 付 与 」、「 学 習 者 の 振 り 返 り 支 援 」 で あ る と 考 え た 。

「 各 チ ャ ン ク の 合 否 判 定 」 は 学 習 者 が ど の チ ャ ン ク 、 ひ い て は 課 題 分 析 図

に 示 し た 手 順 の ど こ ま で 進 捗 し て い る か を OJT チ ェ ッ ク リ ス ト で 管 理 し て

い く 。そ の 上 で 成 果 物 を 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト で 点 検 し 、合 否 を 判 定 し 、

次 の チ ャ ン ク に 進 む か 否 か を 決 定 す る 。  

「 修 正 的 フ ィ ー ド バ ッ ク の 付 与 」は 実 施 し た 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト で の

点 検 結 果 と NG 項 目 に お い て は ど の よ う な 状 態 に な れ ば OK と な る の か 、

そ の た め に は 課 題 分 析 図 の ど の 手 順 に お い て ど の よ う な 修 正 が 必 要 と な る

か を フ ィ ー ド バ ッ ク す る 。  

「 学 習 者 の 振 り 返 り 支 援 」で は フ ィ ー ド バ ッ ク 後 に 学 習 者 が OK 項 目 に お

い て は な ぜ う ま く い っ た の か 、 NG 項 目 に お い て は NG と な っ た 原 因 と 次
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の 応 用 ＆ 統 合 に お い て は ど の よ う に す る の か を 振 り 返 る が 、 そ の 振 り 返 り

を 聴 取 し て 修 正 的 フ ィ ー ド バ ッ ク 内 容 と の 整 合 性 を 確 認 す る 。「 各 チ ャ ン ク

の 合 否 判 定 」、「 修 正 的 フ ィ ー ド バ ッ ク の 付 与 」、「 学 習 者 の 振 り 返 り 支 援 」を

各 チ ャ ン ク に お い て ど の タ イ ミ ン グ で 、 ど の よ う に 行 う の か に つ い て は 、

次 項 で 述 べ る 。  

表  11 指 導 方 略 に お け る OJT マ ニ ュ ア ル と 指 導 者 の 役 割  

 

3.3.9. 設 計し た OJT プ ログ ラム の実 装 

前 項 で「 学 び の 第 一 原 理 」を 参 考 に 設 計 し た OJT プ ロ グ ラ ム を 実 際 の 仕 事

の 場 面 に 実 装 す る 。「 2.2.2 当 院 に お け る 臨 床 推 論 能 力 育 成 の 現 状 分 析 」 に

お い て 現 状 の 臨 床 推 論 能 力 を 育 成 す る 機 会 と し て 「 理 学 療 法 実 践 」、「 他 者

ID 第 一 原 理  OJT マ ニ ュ ア ル の 役 割  指 導 者 の 役 割  
現 実 課 題  1. 臨 床 推 論 能 力 を 高 め る 意 義

を 理 解 す る 支 援 （ 現 状 の 問
題 、学 習 目 標 、患 者 の 回 復 促
進 と 理 学 療 法 士 と し て の 成
⾧ を 明 示 ）  

 

活 性 化  2. 学 習 者 が 既 に 知 っ て い る 先
行 知 識 を 想 起 さ せ る こ と  

3. 臨 床 推 論 の 手 順 を 想 起 さ せ
る こ と  

 

事 例 提 示  4. お 手 本 と な る 類 似 症 例 を 事
例 辞 書 か ら 抽 出 で き る よ う
に 手 順 を 明 示  

5. 抽 出 し た 類 似 症 例 に お け る
症 例 報 告 書 等 の 着 目 点 と 担
当 患 者 へ の 活 用 方 法 を 明 示  

6. 模 擬 症 例 に お け る 臨 床 推 論
チ ェ ッ ク リ ス ト で の 点 検 方
法 を 明 示  

 

応 用 問 題  
＆   

統 合  

7. 担 当 患 者 に 理 学 療 法 を 実 施
し 、臨 床 推 論 し た 結 果 を 表 現
す る ツ ー ル の 提 示  

8. 症 例 検 討 会 の 手 順 を 明 示  
9. 振 り 返 り の 手 順 を 明 示  

1. OJT チ ェ ッ ク リ ス ト に よ
る OJT の 進 捗 管 理  

2. 各 チ ャ ン ク に お け る 成 果
物 を 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ
ス ト で 点 検 し 合 否 判 定  

3. 評 価 結 果 に 基 づ い て 修 正
的 フ ィ ー ド バ ッ ク の 付 与  

4. 学 習 者 の 振 り 返 り の 支 援  
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と の 相 談 」、「 症 例 検 討 会 」を 挙 げ た 。「 理 学 療 法 実 践 」に つ い て は 、よ り 効

果 的 に 臨 床 推 論 能 力 を 育 成 す る こ と が で き る よ う に 設 計 し た OJT プ ロ グ ラ

ム を 実 装 す る 。「 他 者 と の 相 談 」は こ れ ま で 相 談 者 で あ る 理 学 療 法 士 が 相 談

し た い 内 容 を 相 談 し た い 他 の 理 学 療 法 士 に 相 談 す る と い う も の で あ っ た た

め 、「 症 例 検 討 会 」と し て 目 的 と 目 標 、手 順 等 を 定 め る こ と と し た 。既 存 の

「 症 例 検 討 会 」 は 検 討 会 と い う 名 称 で あ る に も か か わ ら ず 能 力 評 価 の 場 と

し て の 機 能 の み を 有 し て い る た め 、 OJT プ ロ グ ラ ム か ら は 除 外 し た 。  

各 チ ャ ン ク の 具 体 的 な 仕 事 場 面 へ 実 装 内 容 は 以 下 の 通 り で あ る （ 表 12～

16）。  

表  12 チ ャ ン ク ① に お け る 学 習 者 が 行 う 学 習 活 動 と 指 導 者 が 行 う 指 導  

ID 
第 一 原 理  

学 習 者 の 学 習 活 動 と 指 導 者 の 指 導  

活 性 化  【 動 作 観 察 の 準 備 】  
1. 動 作 観 察 の 手 順 を 想 起 す る  

⇒ OJT マ ニ ュ ア ル に 提 示 さ れ て い る 課 題 分 析 図 の 手 順 Ⅰ -1～ Ⅰ
-4 を 確 認  

2. 観 察 す る 動 作 の 先 行 知 識 を 想 起 す る  
⇒ 観 察 す る 動 作 の 動 作 観 察 サ ポ ー ト ツ ー ル に 記 述 さ れ て い る 先
行 知 識 を 確 認  

事 例 提 示  3. 電 子 カ ル テ 内 の 事 例 辞 書 か ら 類 似 症 例 を 選 択  
⇒ 担 当 症 例 の 疾 患 名 と 能 力 低 下 し て い る 基 本 的 動 作 名 で 検 索

し 、症 例 報 告 書 に あ る「 通 常 と は 異 な る 現 象 」お よ び「 重 症
度 」 と 担 当 症 例 の 状 況 を 照 合 し て 選 択  

4. 類 似 症 例 に お け る 観 察 す る 動 作 を 確 認  
⇒ 類 似 症 例 の 症 例 報 告 書 の 「 症 候 分 析 結 果 」、「 通 常 と は 異 な る

現 象 」、「 重 症 度 」を 確 認 し 、担 当 症 例 に お い て ど こ に 着 目 し
て 動 作 観 察 を す る か 計 画 す る 。  

応 用 問 題  
＆  

統 合  

【 動 作 観 察 】  
5. 担 当 患 者 の 動 作 を 観 察  

⇒ 動 作 観 察 サ ポ ー ト ツ ー ル の「 重 症 度 判 定 」、「 通 常 と は 異 な る
現 象 」 を 記 述  

6. 「 重 症 度 」、「 症 候 分 析 結 果 」、「 通 常 と は 異 な る 現 象 」の 因 果 関
係 を 説 明  

⇒ 動 作 観 察 サ ポ ー ト ツ ー ル の「 通 常 と は 異 な る 現 象 」欄 に 記 述  
【 症 例 検 討 会 】  
学 習 者  
7. 因 果 関 係 を 主 張 、 自 ら の 代 替 理 論 に 反 論  

⇒ 重 症 度 、症 候 分 析 結 果 に 繋 が る 主 張 と は 別 に 考 え ら れ る「 通
常 と は 異 な る 現 象 」 を 挙 げ 、 根 拠 を 持 っ て 否 定 す る 。  
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指 導 者  
8. OJT チ ェ ッ ク リ ス ト に よ り 、 手 順 Ⅰ -1～ Ⅰ -4 が

で き て い る か 点 検  
⇒ 動 作 観 察 サ ポ ー ト ツ ー ル の 記 述 を OJT チ ェ
ッ ク リ ス ト で 点 検  

9. 学 習 者 の 主 張 に 代 替 理 論 を 提 示  
代 替 理 論 の Point 
 他 の 「 通 常 と は 異 な る 現 象 」 を 代 替 理 論 と し

て 提 示  
⇒ 主 張 さ れ た「 通 常 と は 異 な る 現 象 」が 重 症

度 や 症 候 分 析 結 果 に 影 響 し て い る 可 能 性
が あ る 。  

10. 動 作 観 察 サ ポ ー ト ツ ー ル の 「 通 常 と は 異 な る 現
象 」欄 を 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト（ 問 題 の 同 定 3
項 目 ） で 点 検 し 合 否 判 定 （ 全 項 目 OK で 合 格 ）  

11. 評 価 結 果 に 基 づ い て 修 正 的 フ ィ ー ド バ ッ ク の 付
与  

フ ィ ー ド バ ッ ク の Point 
 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト で の 到 達 度 の 評 価  
 OJT チ ェ ッ ク リ ス ト で の 進 捗 評 価 結 果  
 ど の 手 順 に お い て 何 が で き れ ば OK と な る の

か  
12. 自 ら の 省 察  

⇒ 振 り 返 り シ ー ト を 用 い て 省 察  
振 り 返 り の Point 
 OK 項 目 に お い て は な ぜ う ま く い っ た の か  
 NG 項 目 に お い て は NG と な っ た 原 因  
 次 の 応 用 ＆ 統 合 に お い て は ど の よ う に す る の か  

13. 学 習 者 の 振 り 返 り の 支 援  
⇒ 修 正 的 フ ィ ー ド バ ッ ク の 内 容 と の 整 合 性 を 確
認 す る 。  
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表  13 チ ャ ン ク ② に お け る 学 習 者 が 行 う 学 習 活 動 と 指 導 者 が 行 う 指 導  

ID 
第 一 原 理  

学 習 者 の 学 習 活 動 と 指 導 者 の 指 導  

活 性 化  【 仮 説 生 成 と 優 先 順 位 付 け の 準 備 】  
1. 仮 説 生 成 と 優 先 順 位 付 け を す る 手 順 を 想 起 す る  

⇒ OJT マ ニ ュ ア ル に 提 示 さ れ て い る 課 題 分 析 図 の 手 順 Ⅱ -1～
Ⅱ -2 を 確 認  

2. 観 察 し た 動 作 に お い て「 通 常 と は 異 な る 現 象 」が 発 生 し た 時
期 に 通 常 は 発 揮 さ れ る べ き 心 身 機 能・構 造 レ ベ ル の 機 能 を 想
起 す る  

⇒ 運 動 学 の 先 行 知 識 を 確 認  
事 例 提 示  3. 類 似 症 例 に お い て 生 成 さ れ た 仮 説 と そ の 優 先 順 位 、お よ び 優

先 順 位 を つ け た 理 由 を 確 認  
⇒ 類 似 症 例 の 症 例 報 告 書 に あ る「 第 1 仮 説 」、「 第 1 仮 説 の 背 景

に あ る 病 態 」、「 構 造 図 」、「 第 1 仮 説 と な っ た 経 緯 」を 確 認 し 、
担 当 症 例 に 第 1 仮 説 を 採 用 す る か 判 定  

応 用 問 題  
＆  

統 合  

【 仮 説 生 成 】  
4. 担 当 患 者 で 観 察 さ れ た「 通 常 と は 異 な る 現 象 」が 発 生 し た 原

因 に つ い て 仮 説 生 成  
⇒ 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル ① の「 1.初 期 仮 説 群（ 案 ）生 成 」を

記 述  
5. 「 通 常 と は 異 な る 現 象 」へ の 影 響 の 大 き さ の 観 点 か ら 優 先 順

位 を つ け る  
⇒ 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル ① の「 1.初 期 仮 説 群（ 案 ）生 成 」の
優 先 順 位 を 記 述  

6. 優 先 順 位 の つ い た 仮 説 （ 以 下 、 初 期 仮 説 群 ） の 案 に つ い て 、
「 通 常 は 発 揮 さ れ る べ き 心 身 機 能・構 造 レ ベ ル の 機 能 」と「 生
成 し た 仮 説 」 の 因 果 関 係 と 優 先 順 位 の 理 由 を 説 明  

⇒ 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル ① の 「 2.優 先 順 位 を 上 記 の よ う に
つ け た 理 由 」 に 記 述  

【 症 例 検 討 会 】  
学 習 者  
7. 因 果 関 係 を 主 張 、 自 ら の 代 替 理 論 に 反 論  

⇒ 「 通 常 は 発 揮 さ れ る べ き 心 身 機 能 ・ 構 造 レ ベ ル の 機 能 」 と
「 生 成 し た 仮 説 」の 因 果 関 係 と 優 先 順 位 に つ い て 説 明 す る 。
ま た 、主 張 と は 別 に 考 え ら れ る「 生 成 し た 仮 説 」と「 優 先 順
位 」 を 挙 げ 、 根 拠 を 持 っ て 否 定 す る 。  

指 導 者  
8. OJT チ ェ ッ ク リ ス ト に よ り 、 手 順 Ⅱ -1～ Ⅱ -2

が で き て い る か 点 検  
⇒ 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル ① の 記 述 を OJT チ
ェ ッ ク リ ス ト で 点 検  

9. 学 習 者 の 主 張 に 代 替 理 論 を 提 示  
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代 替 理 論 の Point 
 他 の「 生 成 し た 仮 説 」と「 優 先 順 位 」を 代 替

理 論 と し て 提 示  
⇒ 主 張 さ れ た「 生 成 し た 仮 説 」に は 別 の 妥

当 な 仮 説 も あ り 得 る 。 ま た 、「 優 先 順 位 」
も よ り 高 い も の が あ る 可 能 性 が あ る 。  

10. 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル ① の 「 1.初 期 仮 説 群
（ 案 ）」と「 2.優 先 順 位 を 上 記 の よ う に つ け た 理
由 」欄 を 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト（ 初 期 仮 説 群
の 生 成 の 2 項 目 ）で 点 検 し 合 否 判 定（ 全 項 目 OK
で 合 格 ）  

11. 評 価 結 果 に 基 づ い て 修 正 的 フ ィ ー ド バ ッ ク の
付 与  

フ ィ ー ド バ ッ ク の Point 
 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト で の 到 達 度 の 評 価  
 OJT チ ェ ッ ク リ ス ト で の 進 捗 評 価 結 果  
 ど の 手 順 に お い て 何 が で き れ ば OK と な る

の か  
12. 自 ら の 省 察  

⇒ 振 り 返 り シ ー ト を 用 い て 省 察  
振 り 返 り の Point 
 OK 項 目 に お い て は な ぜ う ま く い っ た の か  
 NG 項 目 に お い て は NG と な っ た 原 因  
 次 の 応 用 ＆ 統 合 に お い て は ど の よ う に す る の か  

13. 学 習 者 の 振 り 返 り の 支 援  
⇒ 修 正 的 フ ィ ー ド バ ッ ク の 内 容 と の 整 合 性 を 確
認 す る 。  
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表  14 チ ャ ン ク ③ に お け る 学 習 者 が 行 う 学 習 活 動 と 指 導 者 が 行 う 指 導  

ID 
第 一 原 理  

学 習 者 の 学 習 活 動 と 指 導 者 の 指 導  

活 性 化  【 仮 説 検 証 と 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム 立 案 の 準 備 】  
1. 仮 説 検 証 と 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム 立 案 の 手 順 を 想 起 す る  

⇒ OJT マ ニ ュ ア ル に 提 示 さ れ て い る 課 題 分 析 図 の 手 順 Ⅱ -3～ Ⅱ
-9 を 確 認  

2. 理 学 療 法 評 価 と し て の 8 つ の 検 査・測 定 項 目 と 具 体 的 な 検 査・
測 定 、 そ の 実 施 方 法 を 想 起 す る  

⇒ 検 査 ・ 測 定 項 目 一 覧 に て 先 行 知 識 を 確 認  
3. 医 学 的 情 報 と 電 子 カ ル テ 上 の 記 載 場 所 を 想 起 す る  

⇒ 医 学 的 情 報 ・ 電 子 カ ル テ 対 応 表 に て 先 行 知 識 を 確 認  
事 例 提 示  4. 類 似 症 例 に お け る 仮 説 検 証 の 方 法（ 実 施 し た 検 査・測 定 項 目 と

収 集 し た 医 学 的 情 報 ） と そ の 結 果 を 確 認  
⇒ 類 似 症 例 に お け る 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル ① の「 3.検 査・測 定

結 果 と 医 学 的 情 報 に よ る 仮 説 検 証 」を 確 認 し 、担 当 症 例 に 実 施
す る 検 査 ・ 測 定 項 目 お よ び 収 集 す る 医 学 的 情 報 を 計 画 す る 。  

5. 類 似 症 例 に お け る 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム を 確 認  
⇒ 類 似 症 例 に お け る 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル ① の 「 4.採 択 さ れ

た 仮 説 に お け る 病 態 説 明 と 回 復 可 否 」、「 5.初 期 仮 説 群（ 確 定 ）」、
「 6.構 造 図（ 仮 ）」、「 7.第 1 位 に 対 す る 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム 」を
確 認 す る 。  

応 用 問 題  
＆  

統 合  

【 仮 説 検 証 と 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム 立 案 】  
6. 担 当 患 者 に お け る 初 期 仮 説 群（ 案 ）を 検 証 す る た め の 検 査・測

定 項 目 を 選 択 し 実 施  
⇒ 検 査・測 定 項 目 一 覧 か ら 実 施 す る 検 査・測 定 を 選 択 し 、実 施 方
法 を 確 認 の 上 、 実 施  

7. 担 当 患 者 に お け る 初 期 仮 説 群（ 案 ）を 検 証 す る た め の 医 学 的 情
報 を 選 択 し 収 集  

⇒ 医 学 的 情 報 ・ 電 子 カ ル テ 対 応 表 に て 収 集 す る 医 学 的 情 報 を 選
択 し 、 電 子 カ ル テ か ら 収 集  

8. 仮 説 の 真 偽 判 定  
⇒ 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル ① の「 3.検 査・測 定 結 果 と 医 学 的 情 報

に よ る 仮 説 検 証 」 に 検 証 方 法 、 結 果 、 真 偽 判 定 を 記 述  
9. 採 択 さ れ た 仮 説 に お け る 病 態 説 明 と 回 復 可 否 の 判 断 、 初 期 仮

説 群（ 確 定 ）と 構 造 図（ 仮 ）の 作 成 、理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム 立 案  
⇒ 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル ① の 「 4.採 択 し た 仮 説 に お け る 病 態

説 明 と 回 復 可 否 」、「 5.初 期 仮 説 群 （ 確 定 ）」、「 6.構 造 図 （ 仮 ）」、
「 7.第 1 位 に 対 す る 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム 」 を 記 述  

【 症 例 検 討 会 】  
学 習 者  
10. 因 果 関 係 を 主 張 、 自 ら の 代 替 理 論 に 反 論  

⇒ 構 造 図（ 仮 ）を 用 い て「 基 本 的 動 作 能 力 低 下 」と「 心 身 機 能・
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構 造 レ ベ ル の 機 能 低 下 」、「 病 態 」の 因 果 関 係 と「 優 先 順 位 第
1 位 の 仮 説 」 と 「 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム 」 の 因 果 関 係 に つ い て
説 明 す る 。ま た 、主 張 と は 別 に 考 え ら れ る 構 造 図 と 理 学 療 法
プ ロ グ ラ ム を 挙 げ 、 根 拠 を 持 っ て 否 定 す る 。  

指 導 者  
11. OJT チ ェ ッ ク リ ス ト に よ り 、 手 順 Ⅱ -3～ Ⅱ -9 が

で き て い る か 点 検  
⇒ 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル ① の 記 述 を OJT チ
ェ ッ ク リ ス ト で 点 検  

12. 学 習 者 の 主 張 に 代 替 理 論 を 提 示  
代 替 理 論 の Point 
 他 の 「 基 本 的 動 作 能 力 低 下 」 と 「 心 身 機 能 ・

構 造 レ ベ ル 」の 因 果 関 係 、「 心 身 機 能・構 造 レ
ベ ル 」と「 病 態 」の 因 果 関 係 、お よ び「 優 先 順
位 第 1 位 の 仮 説 」 と 「 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム 」
の 因 果 関 係 を 代 替 理 論 と し て 提 示  

⇒ 主 張 さ れ た 各 因 果 関 係 に は 別 の 妥 当 な 仮
説 も あ り 得 る 。  

13. 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル ① の「 3.検 査・測 定 結 果
と 医 学 的 情 報 に よ る 仮 説 検 証 」、「 4.採 択 し た 仮
説 に お け る 病 態 説 明 と 回 復 可 否 」、「 5.初 期 仮 説
群（ 確 定 ）」、「 6.構 造 図（ 仮 ）」、「 7.第 1 位 に 対 す
る 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム 」 を 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ
ス ト （ 初 期 仮 説 群 の 生 成 の 6 項 目 ） で 点 検 し 合
否 判 定 （ 全 項 目 OK で 合 格 ）  

14. 評 価 結 果 に 基 づ い て 修 正 的 フ ィ ー ド バ ッ ク の 付
与  

フ ィ ー ド バ ッ ク の Point 
 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト で の 到 達 度 の 評 価  
 OJT チ ェ ッ ク リ ス ト で の 進 捗 評 価 結 果  
 ど の 手 順 に お い て 何 が で き れ ば OK と な る の

か  
15. 自 ら の 省 察  

⇒ 振 り 返 り シ ー ト を 用 い て 省 察  
振 り 返 り の Point 
 OK 項 目 に お い て は な ぜ う ま く い っ た の か  
 NG 項 目 に お い て は NG と な っ た 原 因  
 次 の 応 用 ＆ 統 合 に お い て は ど の よ う に す る の か  

16. 学 習 者 の 振 り 返 り の 支 援  
⇒ 修 正 的 フ ィ ー ド バ ッ ク の 内 容 と の 整 合 性 を 確
認 す る 。  
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表  15 チ ャ ン ク ④ に お け る 学 習 者 が 行 う 学 習 活 動 と 指 導 者 が 行 う 指 導  

ID 
第 一 原 理  

学 習 者 の 学 習 活 動 と 指 導 者 の 指 導  

活 性 化  【 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 実 施 と 再 評 価 の 準 備 】  
1. 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 実 施 と 再 評 価 の 手 順 を 想 起 す る  

⇒ OJT マ ニ ュ ア ル に 提 示 さ れ て い る 課 題 分 析 図 の 手 順 Ⅲ -1～ Ⅲ
-5a/5b を 確 認  

2. 理 学 療 法 評 価 と し て の 8 つ の 検 査・測 定 項 目 と 具 体 的 な 検 査・
測 定 、 そ の 実 施 方 法 を 想 起 す る  

⇒ 検 査 ・ 測 定 項 目 一 覧 に て 先 行 知 識 を 確 認  
3. 動 作 観 察 の 手 順 を 想 起 す る  

⇒ OJT マ ニ ュ ア ル に 提 示 さ れ て い る 課 題 分 析 図 の 手 順 Ⅰ -1～ Ⅰ
-4 を 確 認  

4. 観 察 す る 動 作 の 先 行 知 識（ 運 動 学 的 特 徴 、重 症 度 判 定 の 方 法 と
採 点 基 準 、 症 候 分 析 の 着 眼 点 、 評 価 の 視 点 ） を 想 起 す る  

⇒ 観 察 す る 動 作 の 動 作 観 察 サ ポ ー ト ツ ー ル に 記 述 さ れ て い る 先
行 知 識  

事 例 提 示  5. 類 似 症 例 に お け る 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 効 果 判 定 と そ れ に 基
づ い た 仮 説 検 証 結 果 を 例 示  

⇒ 類 似 症 例 に お け る 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル ② の 「 8.理 学 療 法
プ ロ グ ラ ム の 効 果 判 定 」、「 9.効 果 判 定 に 基 づ い た 仮 説 検 証 」を
確 認 し 、 担 当 症 例 に 実 施 す る 効 果 判 定 と 仮 説 検 証 を 計 画 す る 。 

応 用 問 題  
＆  

統 合  

【 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 実 施 と 再 評 価 】  
6. 担 当 患 者 に 立 案 し た 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム を 実 施  
7. 心 身 機 能 ・ 構 造 レ ベ ル の 機 能 低 下 に お け る 効 果 判 定 と し て 手

順 Ⅱ -3 で 実 施 し た 検 査 ・ 測 定 を 実 施  
⇒ 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル ② の「 8.理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 効 果 判
定 」 に 記 述  

8. 基 本 的 動 作 能 力 低 下 に お け る 効 果 判 定 と し て 手 順 Ⅰ で 実 施 し
た 動 作 観 察 （ 重 症 度 判 定 、 症 候 分 析 ） を 実 施  

⇒ 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル ② の「 8.理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 効 果 判
定 」 に 記 述  

9. 仮 説 の 真 偽 判 定  
⇒ 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル ② の 「 8.理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 効 果

判 定 」に 実 施 前 の 評 価 結 果 を 記 述 。実 施 前 後 で の 効 果 判 定 を「 9.
効 果 判 定 に 基 づ い た 仮 説 検 証 」に 記 述 し 、仮 説 の 真 偽 を 判 定 す
る 。  

＊ 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 効 果 判 定 に よ り 仮 説 が 棄 却 さ れ た 場 合 は
理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 立 案 （ チ ャ ン ク ③ の 9） か ら や り 直 す 。  

10. 「 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 効 果 判 定 」と「 仮 説 の 真 偽 判 定 」間 の
因 果 関 係 を 説 明  

⇒ 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル ② の 「 9.効 果 判 定 に 基 づ い た 仮 説 検
証 」 を 記 述 。  
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【 症 例 検 討 会 】  
学 習 者  
11. 因 果 関 係 を 主 張 、 自 ら の 代 替 理 論 に 反 論  

⇒「 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 効 果 判 定 」と「 仮 説 の 真 偽 判 定 」の
因 果 関 係 を 説 明 す る 。ま た 、判 定 し た 仮 説 の 真 偽 と は 逆 の 判
定 に 根 拠 を 持 っ て 否 定 す る 。  

指 導 者  
12. OJT チ ェ ッ ク リ ス ト に よ り 、 手 順 Ⅲ -1～ Ⅲ -

5a/5b が で き て い る か 点 検  
⇒ 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル ② の 記 述 を OJT チ
ェ ッ ク リ ス ト で 点 検  

13. 学 習 者 の 主 張 に 代 替 理 論 を 提 示  
代 替 理 論 の Point 
 他 の「 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 効 果 判 定 」と「 仮

説 の 真 偽 判 定 」 の 因 果 関 係 を 代 替 理 論 と し て
提 示  

⇒ 主 張 さ れ た 因 果 関 係 に は 別 の 妥 当 な 仮 説
も あ り 得 る 。  

14. 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル ② の 「 8.理 学 療 法 プ ロ
グ ラ ム の 効 果 判 定 」、「 9.効 果 判 定 に 基 づ い た 仮
説 検 証 」を 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト（ 初 期 仮 説 群
の 検 証 の 4 項 目 ）で 点 検 し 合 否 判 定（ 全 項 目 OK
で 合 格 ）  

15. 評 価 結 果 に 基 づ い て 修 正 的 フ ィ ー ド バ ッ ク の 付
与  

フ ィ ー ド バ ッ ク の Point 
 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト で の 到 達 度 の 評 価  
 OJT チ ェ ッ ク リ ス ト で の 進 捗 評 価 結 果  
 ど の 手 順 に お い て 何 が で き れ ば OK と な る の

か  
16. 自 ら の 省 察  

⇒ 振 り 返 り シ ー ト を 用 い て 省 察  
振 り 返 り の Point 
 OK 項 目 に お い て は な ぜ う ま く い っ た の か  
 NG 項 目 に お い て は NG と な っ た 原 因  
 次 の 応 用 ＆ 統 合 に お い て は ど の よ う に す る の か  

17. 学 習 者 の 振 り 返 り の 支 援  
⇒ 修 正 的 フ ィ ー ド バ ッ ク の 内 容 と の 整 合 性 を 確
認 す る 。  
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表  16 チ ャ ン ク ⑤ に お け る 学 習 者 が 行 う 学 習 活 動 と 指 導 者 が 行 う 指 導  

ID 
第 一 原 理  

学 習 者 の 学 習 活 動 と 指 導 者 の 指 導  

活 性 化  【 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 実 施 と 再 評 価 の 準 備 】  
1. 論 証 的 な 主 張 と チ ェ ッ ク リ ス ト を 用 い た 点 検 の 手 順 を 想 起 す

る  
⇒ OJT マ ニ ュ ア ル に 提 示 さ れ て い る 課 題 分 析 図 の 手 順 Ⅳ -1～ Ⅳ
-2 を 確 認  

2. 自 ら が 行 っ た 臨 床 推 論 過 程 を 想 起 す る  
⇒ こ こ ま で で 記 述 し た 動 作 観 察 サ ポ ー ト ツ ー ル 、 仮 説 検 証 サ ポ
ー ト ツ ー ル を 確 認  

3. 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト の 項 目 を 想 起 す る  
⇒ 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト に て 先 行 知 識 を 確 認  

事 例 提 示  4. 模 擬 症 例 に お い て 臨 床 推 論 過 程 で 明 ら か に し た 基 本 的 動 作 能
力 低 下 、心 身 機 能・構 造 レ ベ ル の 機 能 低 下 、病 態 間 の 因 果 関 係
に つ い て の 論 証 的 な 主 張 を 症 例 報 告 書 等 で 確 認  
⇒ OJT マ ニ ュ ア ル で 例 示 さ れ た 模 擬 症 例 の 症 例 報 告 書 と 仮 説

検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル を 確 認  
5. 模 擬 症 例 に お け る 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト で の 点 検 方 法 を 確

認  
⇒ OJT マ ニ ュ ア ル で 例 示 し た 模 擬 症 例 の 症 例 報 告 書 と 仮 説 検 証

サ ポ ー ト ツ ー ル の 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト で の 点 検 方 法 と 解
説 を 確 認  

応 用 問 題  
＆  

統 合  

【 仮 説 検 証 の 論 証 的 な 主 張 と チ ェ ッ ク リ ス ト を 用 い た 点 検 】  
6. 症 例 報 告 書 に お い て 臨 床 推 論 の 結 論 を 論 証 的 に 主 張  

⇒ 症 例 報 告 書 を 作 成 し 、 そ の 記 述 内 容 に よ っ て 臨 床 推 論 の 結 論
を 論 証 的 に 主 張 す る  

7. 症 例 報 告 書 等 を 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト で 点 検  
⇒ 症 例 報 告 書 と 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル を 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ
ス ト で 点 検  

【 症 例 検 討 会 】  
学 習 者  
8. 因 果 関 係 を 主 張 、 自 ら の 代 替 理 論 に 反 論  

⇒「 基 本 的 動 作 能 力 低 下 」と「 心 身 機 能・構 造 レ ベ ル の 機 能 低
下 」、 お よ び 「 心 身 機 能・構 造 レ ベ ル の 機 能 低 下 」 と「 病 態 」
の 因 果 関 係 を 説 明 す る 。 ま た 、 代 替 仮 説 と し て 優 先 順 位 第 2
位 の 仮 説 を 根 拠 を 持 っ て 否 定 す る 。  

指 導 者  
9. OJT チ ェ ッ ク リ ス ト に よ り 、 手 順 Ⅳ -1～ Ⅳ -2 が

で き て い る か 点 検  
⇒ OJT チ ェ ッ ク リ ス ト で 点 検  

10. 学 習 者 の 主 張 に 代 替 理 論 を 提 示  
代 替 理 論 の Point 
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 他 の 「 基 本 的 動 作 能 力 低 下 」、「 心 身 機 能 ・ 構
造 レ ベ ル 」、「 病 態 」 の 因 果 関 係 を 代 替 理 論 と
し て 提 示  

⇒ 主 張 さ れ た 因 果 関 係 に は 別 の 妥 当 な 仮 説
も あ り 得 る 。  

11. 症 例 報 告 書 を 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト （ 結 論 の
論 証 的 な 主 張 の 3 項 目 ） で 点 検 し 合 否 判 定 （ 全
項 目 OK で 合 格 ）  

12. 学 習 者 が 行 っ た 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト で の 点
検 結 果 を 確 認  

⇒ 指 導 者 の 点 検 結 果 と の 整 合 性 の 確 認  
13. 評 価 結 果 に 基 づ い て 修 正 的 フ ィ ー ド バ ッ ク の 付

与  
フ ィ ー ド バ ッ ク の Point 
 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト で の 到 達 度 の 評 価  
 OJT チ ェ ッ ク リ ス ト で の 進 捗 評 価 結 果  
 ど の 手 順 に お い て 何 が で き れ ば OK と な る の

か  
14. 自 ら の 省 察  

⇒ 振 り 返 り シ ー ト を 用 い て 省 察  
振 り 返 り の Point 
 OK 項 目 に お い て は な ぜ う ま く い っ た の か  
 NG 項 目 に お い て は NG と な っ た 原 因  
 次 の 応 用 ＆ 統 合 に お い て は ど の よ う に す る の か  

15. 学 習 者 の 振 り 返 り の 支 援  
⇒ 修 正 的 フ ィ ー ド バ ッ ク の 内 容 と の 整 合 性 を 確
認 す る 。  
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3.4. 評 価方 法と 計画 

学 習 成 果 の 測 定 に お い て は カ ー ク パ ト リ ッ ク の 4 段 階 評 価 に 基 づ い て レ

ベ ル 1、 2、 3 に つ い て 評 価 を 行 う こ と と し た （ 表 17）。  

表 17 学 習 成 果 の 評 価 方 法 と 計 画  

 評 価 ツ ー ル  評 価 内 容  

レ
ベ
ル1 

 臨 床 推 論 能 力 育 成 の た め の

OJT プ ロ グ ラ ム 修 了 後 ア ン ケ

ー ト  

＊ OJT プ ロ グ ラ ム 修 了 直 後 に 評 価  

「 全 体 を 通 し て の 印 象 」、「 臨 床 推 論 過 程 の

主 観 的 な 到 達 度 」、「 習 得 し た 能 力 の 仕 事 で

の 活 用 」、「 OJT プ ロ グ ラ ム の 感 想 と 改 善 点

等 」 を Web ア ン ケ ー ト 調 査  

レ
ベ
ル2 

 症 例 報 告 書 、 仮 説 検 証 サ ポ ー

ト ツ ー ル 、 お よ び 臨 床 推 論 チ

ェ ッ ク リ ス ト  

＊ OJT プ ロ グ ラ ム 実 施 前 後 に 評 価  

症 例 報 告 書 、 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル に 臨

床 推 論 過 程 と 結 論 を 記 述 し 、 臨 床 推 論 チ ェ

ッ ク リ ス ト で 点 検 す る 。 全 チ ェ ッ ク 項 目 を

満 た す こ と で 合 格  

レ
ベ
ル3 

 【 学 習 者 向 け 事 前 ア ン ケ ー

ト 】 臨 床 推 論 の 実 態 調 査 ア ン

ケ ー ト  

＊ OJT プ ロ グ ラ ム 実 施 前 に 評 価  

「 臨 床 推 論 の 実 態 」、「 提 供 さ れ る 理 学 療 法

の 品 質 」 を Web ア ン ケ ー ト 調 査  

 臨 床 推 論 能 力 育 成 の た め の

OJT プ ロ グ ラ ム フ ォ ロ ー ア ッ

プ ア ン ケ ー ト  

＊ 実 施 1 か 月 後 に 評 価  

「 OJT プ ロ グ ラ ム の 振 り 返 り 」、「 臨 床 推 論

の 実 態 」、「 OJT プ ロ グ ラ ム 修 了 後 の 行 動 変

容 」、「 提 供 さ れ る 理 学 療 法 の 品 質 」、「 OJT

プ ロ グ ラ ム の 改 善 点 等 」を Web ア ン ケ ー ト

調 査  

 【 OJT 実 施 前 】 学 習 者 向 け 半

構 造 化 イ ン タ ビ ュ ー 用 紙  

＊ OJT プ ロ グ ラ ム 実 施 前 に 評 価  

事 前 に 行 う 「【 学 習 者 向 け 事 前 ア ン ケ ー ト 】

臨 床 推 論 に つ い て の 実 態 調 査 ア ン ケ ー ト 」

の 回 答 か ら よ り 詳 し い 内 容 を 把 握 す る た め

に 行 う イ ン タ ビ ュ ー 調 査  

 【 OJT 実 施 後 】 学 習 者 向 け 半

構 造 化 イ ン タ ビ ュ ー  

＊ 実 施 1 か 月 後 に 評 価  

「 臨 床 推 論 能 力 育 成 の た め の OJT プ ロ グ

ラ ム フ ォ ロ ー ア ッ プ ア ン ケ ー ト 」 の 回 答 に

基 づ い て 具 体 的 な 行 動 や そ の 理 由 な ど を イ

ン タ ビ ュ ー 調 査  

 【 OJT 実 施 前 】上 ⾧・先 輩 理 学

療 法 士 向 け 半 構 造 化 イ ン タ ビ

ュ ー  

＊ OJT プ ロ グ ラ ム 実 施 前 に 評 価  

OJT プ ロ グ ラ ム の 学 習 者 で あ る 理 学 療 法 士

の 上 ⾧ お よ び 先 輩 理 学 療 法 士 に 当 該 理 学 療

法 士 の 「 臨 床 推 論 の 実 態 」、「 提 供 さ れ る 理

学 療 法 の 品 質 」 に つ い て 他 の 理 学 療 法 士 と

の 対 比 も 含 め て イ ン タ ビ ュ ー 調 査  

 【 OJT 実 施 後 】上 ⾧・先 輩 理 学

療 法 士 向 け 半 構 造 化 イ ン タ ビ

ュ ー  

＊ 実 施 1 か 月 後 に 評 価  

OJT プ ロ グ ラ ム を 修 了 し た 理 学 療 法 士 の 上

⾧ お よ び 先 輩 理 学 療 法 士 に 当 該 理 学 療 法 士

の 「 臨 床 推 論 能 力 の 現 状 と 行 動 変 容 」、「 他

の 理 学 療 法 士 と の 比 較 」、「 提 供 さ れ る 理 学

療 法 の 品 質 」「 OJT プ ロ グ ラ ム の 改 善 点 と 期

待 等 」 を イ ン タ ビ ュ ー 調 査  
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3.5. 開 発物 の概 要 

OJT プ ロ グ ラ ム 実 施 に あ た っ て 必 要 と な る 開 発 物 に つ い て 、そ の 概 要 と 共 に

以 下 に 述 べ る 。  

3.5.1. 前 提テ スト （添 付資料 1） 

OJT プ ロ グ ラ ム に 取 り 組 む 前 に 習 得 し て お く べ き 項 目 を 前 提 条 件 と し て 設

定 し 、 こ の 条 件 を 学 習 者 が 満 た し て い る か 否 か を 判 定 す る た め に 実 施 す る 。

前 提 条 件 と は 以 下 に 示 す 4 つ で 、 臨 床 推 論 を 進 め る 上 で 根 拠 と な る も の で あ

り 、エ ラ ー が 発 生 す る と 臨 床 推 論 の 過 程 が 後 戻 り し て し ま う 。よ っ て 、全 問 正

解 を 合 格 基 準 と す る 。 実 施 方 法 は 紙 面 に て 前 提 テ ス ト を 作 成 し 、 ツ ー ル と し

て 開 発 す る「 動 作 観 察 サ ポ ー ト ツ ー ル 」、「 症 例 報 告 書 フ ォ ー マ ッ ト 」、「 検 査・

測 定 項 目 一 覧 」、「 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル 」は 持 ち 込 み 可 と す る 。不 合 格 と な

っ た 場 合 は 、 再 受 験 と な る 。  

①  各 種 ツ ー ル を 用 い る 場 面 を 選 択 す る こ と が で き る （ 知 的 技 能 ）。  

②  臨 床 評 価 指 標 を 実 施 で き る （ 知 的 技 能 ）。  

③  仮 説 検 証 に 必 要 な 検 査 ・ 測 定 項 目 を 選 択 で き る （ 知 的 技 能 ）。  

④  仮 説 検 証 に 必 要 な 医 学 的 情 報 を 選 択 で き る （ 知 的 技 能 ）。  

3.5.2. 事 前・ 事後 テス ト（添付 資料 2～ 4） 

3.5.2.1. 臨 床推 論チ ェッ クリスト （添 付資料 2） 

学 習 目 標 に 到 達 し て い る 症 例 報 告 会 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 資 料 と な っ

て い る か 否 か を 判 定 す る た め の 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト で あ り 、事 前・

事 後 テ ス ト の 際 に 用 い る 。 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト は 前 述 し た RIME

評 価 の I に 基 づ い て 開 発 し た 。仮 説 検 証 の 過 程 を 点 検 で き る よ う に「 問

題 の 同 定 」、「 初 期 仮 説 群 の 生 成 」、「 初 期 仮 説 群 の 検 証 」、「 結 論 の 論 証 的

な 主 張 」 と い う ４ つ の 大 項 目 で 構 成 し て お り 、 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス

ト の 全 項 目 を 満 た す こ と で 事 前 ・ 事 後 テ ス ト は 合 格 と す る 。  

3.5.2.2. 症 例 報 告 書 フ ォ ー マ ッ ト （ 添 付 資 料 3）  

仮 説 検 証 の 過 程 に お い て 結 論 付 け た「 基 本 的 動 作 能 力 の 低 下（ 通 常 と は

異 な る 現 象 ）」、そ の 原 因 で あ る「 心 身 機 能・構 造 レ ベ ル の 機 能 低 下 」、機

能 低 下 の 背 景 に あ る 「 病 態 」 の 3 要 素 の 因 果 関 係 、 お よ び そ の 結 論 に 行

き 着 い た 経 緯 を 症 例 報 告 書 と し て 取 り ま と め る 。 電 子 カ ル テ と 連 携 し て



 

 53 / 236 

 

い る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部 門 シ ス テ ム の サ ー バ ー 内 に 構 築 し た 症 例 辞 書

に PDF と し て 保 存 す る 。  

3.5.2.3. 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル （ 添 付 資 料 4）  

基 本 的 動 作 の 観 察 に よ っ て 明 ら か に し た 重 症 度 と 通 常 と は 異 な る 現 象

と そ の 分 析 結 果 、初 期 仮 説 群（ 案 ）の 生 成 か ら 仮 説 検 証 を 経 て 原 因 を 特 定

す る ま で の 過 程 を 本 ツ ー ル で 示 し 、 外 化 さ せ る 。  

3.5.3. OJT マニュ アル（添 付資 料 5） 

臨 床 推 論 能 力 育 成 の た め の OJT プ ロ グ ラ ム を 適 切 に 実 施 し 、 臨 床 推 論

能 力 を 育 成 す る た め に 作 成 し た マ ニ ュ ア ル 。 本 マ ニ ュ ア ル は 「 OJT マ ニ

ュ ア ル に つ い て 」、「 臨 床 推 論 能 力 育 成 の た め の OJT プ ロ グ ラ ム 」、「 OJT

プ ロ グ ラ ム の 手 順 」、「 添 付 資 料 」の 4 項 目 で 構 成 さ れ て お り 、実 際 に OJT

を 行 っ て い く 際 に は 「 OJT 教 育 プ ロ グ ラ ム の 手 順 」 を 確 認 し な が ら 進 め

て い く 。ま た 、臨 床 推 論 能 力 の 育 成 を サ ポ ー ト す る ツ ー ル を「 添 付 資 料 」

に 準 備 し て あ る 。  

3.5.4. 動 作観 察サ ポー トツール （添 付資料 6） 

本 ツ ー ル に 掲 載 さ れ て い る「 運 動 学 的 な 特 徴 」、「 各 動 作 の 臨 床 評 価 指 標 」、

「 症 候 分 析 の 着 眼 点 」、「 基 本 的 動 作 の 評 価 の 視 点 」 を 参 考 に 基 本 的 動 作

の 重 症 度 判 定 と 通 常 と は 異 な る 現 象 の 抽 出 、 分 析 を 行 う 。  

3.5.5. 検 査・ 測定 項目 一覧（添 付資 料 7） 

初 期 仮 説 群（ 案 ）に 列 挙 さ れ た 仮 説 を 検 証 す る た め に 必 要 な 情 報 を 収 集

す る た め の 理 学 療 法 評 価 と し て の 検 査 ・ 測 定 項 目 を 検 査 ・ 測 定 項 目 一 覧

の 中 か ら 選 択 し 、 実 施 す る 。 本 ツ ー ル で は 理 学 療 法 士 ガ イ ド ラ イ ン に 示

さ れ て い る 8 つ の 検 査 ・ 測 定 項 目 を 具 体 的 に 何 の 手 法 で 実 施 す る か を 検

討 す る た め に 種 々 の 評 価 方 法 を 明 示 し て い る 。 ま た 、 そ の 実 施 手 順 な ど

が わ か る web ペ ー ジ な ど の リ ン ク を ス マ ー ト フ ォ ン で ア ク セ ス す る こ と

を 想 定 し て QR コ ー ド で 示 し て い る 。  

3.5.6. 医 学的 情報 ・電 子カルテ 対応 表（添付 資料 8） 

初 期 仮 説 群（ 案 ）に 列 挙 さ れ た 仮 説 を 検 証 す る た め に 必 要 な 医 学 的 情 報

を 電 子 カ ル テ か ら 収 集 す る た め に 医 学 的 情 報 の 電 子 カ ル テ 内 の 所 在 を 対

応 表 と し て 整 理 し て い る 。  
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3.5.7. OJT チェッ クリスト （添 付資 料 9） 

学 習 者 が 臨 床 推 論 の 手 順 を 適 切 に 踏 め て い る か を 指 導 者 が 確 認 す る た

め の チ ェ ッ ク リ ス ト 。OJT チ ェ ッ ク リ ス ト を 用 い て OJT プ ロ グ ラ ム の 進

捗 を 管 理 し 、 点 検 の 結 果 NG と な っ た 手 順 に お い て は 当 該 手 順 の 下 位 項

目 が で き て い る か を 確 認 す る 。 な お 、 判 定 が ば ら つ き そ う な 手 順 に は

「 Point」 と い う 判 定 基 準 を 付 帯 さ せ て い る 。  

3.5.8. 振 り返 りシ ート （添付資 料 10） 

学 習 者 が 各 チ ャ ン ク で の 学 習 を 終 え た 際 に 振 り 返 り を 行 う 際 に 用 い る

シ ー ト 。 指 導 者 か ら の 指 導 内 容 を 思 い 出 し 、 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト に

よ る 点 検 で OK と な っ た 項 目 に つ い て は う ま く い っ た 理 由 、 NG と な っ

た 項 目 に つ い て は う ま く 行 か な か っ た 理 由 を 分 析 し 、 学 習 か ら 得 た 教 訓

を 抽 出 し 、 次 回 に 活 用 で き る よ う に 整 理 し て お く 。  

3.5.9. ア クシ ョン プラ ンシート （添 付資料 11） 

OJT プ ロ グ ラ ム で 習 得 し た「 臨 床 推 論 が で き る 」能 力 を 仕 事 の 中 で 発 揮

し 続 け る こ と が で き る よ う に 、 ま た OJT プ ロ グ ラ ム で 使 用 し た 各 種 ツ ー

ル を 用 い ら な く て も 臨 床 推 論 が で き る よ う に 1 週 間 以 内 、 2 週 間 以 内 、 1

か 月 以 内 の ア ク シ ョ ン プ ラ ン と そ の 振 り 返 り を 行 う た め の シ ー ト で あ る 。

作 成 し た ア ク シ ョ ン プ ラ ン シ ー ト は 指 導 者 と 共 有 す る こ と と し て い る 。  

3.5.10. OJT プログ ラムの研 修評 価の ため の開発物（添 付資料 12～ 18） 

3.5.10.1. レ ベル 1 評 価用）臨 床推 論能 力育 成のための OJT プ ログ ラム修

了 後ア ンケ ート （添付資 料 12） 

OJT プ ロ グ ラ ム 修 了 直 後 に 学 習 者 に 行 う Web ア ン ケ ー ト 調 査 で 使 用

す る 。 内 容 は 「 全 体 を 通 し て の 印 象 」、「 臨 床 推 論 過 程 の 主 観 的 な 到 達

度 」、「 習 得 し た 能 力 の 仕 事 で の 活 用 」、「 OJT プ ロ グ ラ ム の 感 想 と 改 善

点 等 」 で 構 成 さ れ て い る 。  

3.5.10.2. レ ベル 3 評 価用）【学習 者向 け事 前ア ンケート 】臨床 推論 の実 態

調 査ア ンケ ート （添付資 料 13） 

OJT プ ロ グ ラ ム 実 施 前 に 学 習 者 に 行 う Web ア ン ケ ー ト 調 査 で 使 用 す

る 。内 容 は「 臨 床 推 論 の 実 態 」と「 提 供 さ れ る 理 学 療 法 の 品 質 」で 構 成

さ れ て い る 。  



 

 55 / 236 

 

3.5.10.3. レ ベル 3 評 価用）臨 床推 論能 力育 成のための OJT プ ログ ラムフ

ォ ロー アッ プア ンケート （添 付資料 14） 

OJT プ ロ グ ラ ム 実 施 1 か 月 後 に 行 う Web ア ン ケ ー ト 調 査 で 使 用 す

る 。 内 容 は 「 OJT プ ロ グ ラ ム の 振 り 返 り 」、「 臨 床 推 論 の 実 態 」、「 OJT

プ ロ グ ラ ム 修 了 後 の 行 動 変 容 」、「 提 供 さ れ る 理 学 療 法 の 品 質 」、「 OJT プ

ロ グ ラ ム の 改 善 点 等 」 で 構 成 さ れ て い る 。  

3.5.10.4. レ ベル 3 評 価用）【OJT 実施前】学 習者 向け半 構造化イ ンタビュ

ー 用紙 （添 付資 料 15） 

OJT プ ロ グ ラ ム 実 施 前 に 学 習 者 を 対 象 に 行 う イ ン タ ビ ュ ー で 用 い る 。

本 イ ン タ ビ ュ ー は 事 前 に 行 う「【 学 習 者 向 け 事 前 ア ン ケ ー ト 】臨 床 推 論

に つ い て の 実 態 調 査 ア ン ケ ー ト 」 の 回 答 か ら よ り 詳 し い 内 容 を 把 握 す

る た め に 行 う 。  

3.5.10.5. レ ベル 3 評 価用）【OJT 実施後】学 習者 向け半 構造化イ ンタビュ

ー 用紙 （添 付資 料 16） 

OJT プ ロ グ ラ ム 実 施 後 に 学 習 者 を 対 象 に 行 う イ ン タ ビ ュ ー で 用 い る 。

本 イ ン タ ビ ュ ー は 事 前 に 行 う「 臨 床 推 論 能 力 育 成 の た め の OJT プ ロ グ

ラ ム フ ォ ロ ー ア ッ プ ア ン ケ ー ト 」 の 回 答 に 基 づ い て 具 体 的 な 行 動 や そ

の 理 由 な ど を 把 握 す る た め に 行 う 。  

3.5.10.6. レ ベル 3 評 価用【OJT 実 施前】上⾧・先輩 理学 療法 士向 け半構造

化 イン タビ ュー 用紙（添 付資 料 17） 

OJT プ ロ グ ラ ム 実 施 前 に OJT プ ロ グ ラ ム の 学 習 者 で あ る 理 学 療 法 士

の 上 ⾧ お よ び 先 輩 理 学 療 法 士 に 行 う イ ン タ ビ ュ ー で 用 い る 。 当 該 理 学

療 法 士 の「 臨 床 推 論 の 実 態 」、「 提 供 さ れ る 理 学 療 法 の 品 質 」に つ い て 他

の 理 学 療 法 士 と の 対 比 も 含 め て 把 握 す る た め に 行 う 。  

3.5.10.7. レ ベル 3 評 価用【OJT 実 施後】上⾧・先輩 理学 療法 士向 け半構造

化 イン タビ ュー 用紙（添 付資 料 18） 

OJT プ ロ グ ラ ム 実 施 後 に OJT プ ロ グ ラ ム を 修 了 し た 理 学 療 法 士 の 上

⾧ お よ び 先 輩 理 学 療 法 士 に 行 う イ ン タ ビ ュ ー で 用 い る 。 当 該 理 学 療 法

士 の 「 臨 床 推 論 能 力 の 現 状 と 行 動 変 容 」、「 他 の 理 学 療 法 士 と の 比 較 」、

「 提 供 さ れ る 理 学 療 法 の 品 質 」「 OJT プ ロ グ ラ ム の 改 善 点 と 期 待 等 」を
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把 握 す る た め に 行 う 。  
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第 4 章 形成的評価 

4.1. OJT プログ ラムの妥 当性 評価 の概 要 

OJT プ ロ グ ラ ム の 妥 当 性 評 価 と し て 専 門 家 レ ビ ュ ー を 行 っ た 。 具 体 的 に

は 内 容 領 域 専 門 家（ Subject Matter Expert、以 下 、SME）に 課 題 分 析 図 の レ

ビ ュ ー 、 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト の レ ビ ュ ー 、 お よ び 設 計 ・ 開 発 し た OJT

プ ロ グ ラ ム の レ ビ ュ ー を 実 施 し た 。課 題 分 析 図 に お け る レ ビ ュ ー は 、OJT プ

ロ グ ラ ム に 対 す る レ ビ ュ ー に 先 ん じ て 実 施 し た 。 な ぜ な ら ば 、 理 学 療 法 士

に お け る 臨 床 推 論 能 力 に 対 し て 詳 細 に 記 述 し て い る 先 行 研 究 は 少 な く 、

OJT プ ロ グ ラ ム の 設 計 ・ 開 発 の 根 拠 と な る 課 題 分 析 図 の 妥 当 性 を 早 々 に 評

価 す る 必 要 性 が あ る と 考 え た か ら で あ る 。ま た 、次 に OJT プ ロ グ ラ ム の レ

ベ ル 2 評 価 に 用 い る 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト の レ ビ ュ ー を 行 っ た 。 臨 床 推

論 チ ェ ッ ク リ ス ト は 前 述 し た 通 り 、 RIME 評 価 の Interpreter の 要 件 を 参 考

に 本 研 究 に お い て 開 発 し た も の で あ る 。 OJT プ ロ グ ラ ム は 臨 床 推 論 チ ェ ッ

ク リ ス ト の 項 目 を 満 た す 症 例 報 告 書 等 が 作 成 で き る よ う に な る た め の も の

で あ り 、 OJT プ ロ グ ラ ム の 専 門 家 レ ビ ュ ー に 先 ん じ て そ の 妥 当 性 を 担 保 し

て お く 必 要 性 が あ る と 考 え た 。な お 、SME と し て 課 題 分 析 図 の 専 門 家 レ ビ

ュ ー は 呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士 1 名 、 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト

の 専 門 家 レ ビ ュ ー は SME と し て 認 定 理 学 療 法 士 1 名 と 主 任 理 学 療 法 士 1 名

に 依 頼 し 、Web ア ン ケ ー ト へ の 回 答 に て レ ビ ュ ー を 行 っ た 。ま た 、 OJT プ

ロ グ ラ ム の 専 門 家 レ ビ ュ ー は SME と し て 認 定 理 学 療 法 士 1 名 と 主 任 理 学

療 法 士 1 名 、 イ ン ス ト ラ ク シ ョ ナ ル デ ザ イ ン の 専 門 家 （ Instructional 

Designer、以 下 、IDer）と し て 熊 本 大 学 大 学 院 博 士 前 期 課 程 教 授 シ ス テ ム 学

専 攻 の 修 了 生 で 救 急 科 専 門 医 に 依 頼 し 、 Web ア ン ケ ー ト へ の 回 答 に て レ ビ

ュ ー を 行 っ た 。  

4.1.1. SME による課題分析図に対 する レビ ュー結果 

OJT プ ロ グ ラ ム の 設 計 ・ 開 発 の 根 拠 と な る 課 題 分 析 図 の 妥 当 性 評 価 の た

め に SME1 名 （ 呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士 ） に 専 門 家 レ ビ ュ ー を

依 頼 し た 。具 体 的 に は 依 頼 状 と し て「 臨 床 推 論 能 力 育 成 の た め の OJT プ ロ

グ ラ ム の 設 計 ・ 開 発 に 係 る 課 題 分 析 図 の 領 域 専 門 家 レ ビ ュ ー の ご 依 頼 」 を

作 成 し 、 レ ビ ュ ー の 目 的 と 方 法 と 共 に 依 頼 を し た 。 OJT プ ロ グ ラ ム 開 発 の
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背 景 や 概 要 、 レ ビ ュ ー 対 象 で あ る 課 題 分 析 図 等 を 「 臨 床 推 論 能 力 育 成 の た

め の OJT プ ロ グ ラ ム 企 画 書 」 に 収 載 し 、 確 認 を し た 上 で Web ア ン ケ ー ト

へ の 回 答 に よ っ て 専 門 家 レ ビ ュ ー を 得 た 。 Web ア ン ケ ー ト は 「 1.学 習 目 標

の 妥 当 性 」、「 2.課 題 分 析 図 の 妥 当 性 に つ い て の レ ビ ュ ー ①  手 順 分 析 の 妥 当

性 」、「 3.課 題 分 析 図 の 妥 当 性 に つ い て の レ ビ ュ ー ②  階 層 分 析 の 妥 当 性 」、「 4.

課 題 分 析 図 全 般 に つ い て 」の ４ つ の 大 項 目 で 構 成 し て お り 、全 53 項 目 と な

っ て い る （ 表 18）。 SME に よ る 課 題 分 析 図 に 対 す る 専 門 家 レ ビ ュ ー 結 果 を

受 け 、修 正 し た 課 題 分 析 図 の 改 訂 を 行 っ た (図 6）。赤 字 部 分 が 修 正 を 加 え た

部 分 で あ る 。 以 下 に 詳 細 な 専 門 家 レ ビ ュ ー の 結 果 と 見 直 し の 方 針 を 示 す 。  
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表  18 課 題 分 析 図 に 対 す る Web ア ン ケ ー ト 項 目  
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図  5 Ver.2.0 課 題 分 析 図   
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4.1.1.1. 「 1.学習目標の妥 当性」 にお ける レビ ュー結果 と見 直しの方 針 

専 門 家 レ ビ ュ ー 結 果 と し て 以 下 の 回 答 を 得 た 。学 習 目 標 、評 価 方 法 、

お よ び 合 格 基 準 に つ い て 「 妥 当 で あ る 」 と い う 回 答 を 得 た こ と か ら

学 習 目 標 に お け る 妥 当 性 は 確 認 さ れ 、 本 レ ビ ュ ー に お い て は 見 直 し

の 必 要 性 は な い と 判 断 し た 。 た だ し 、 質 問 1-2 の 回 答 に お い て 事 前

に チ ェ ッ ク リ ス ト を 開 示 す る 必 要 性 に つ い て 言 及 さ れ て お り 、事 前・

事 後 テ ス ト 受 験 前 に は 必 ず 開 示 す る こ と と す る 。  

質 問  回 答  

１ -１ 学 習 目 標 は「 8 つ の 検 査 測 定 結 果 か

ら 、基 本 的 動 作 能 力 低 下 の 原 因 に つ い て

仮 説 を 立 て 検 証 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、

機 能 障 害 の 病 態 を 説 明 し 、 回 復 の た め

の 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム を 決 定 で き

る 。」 と し て い ま す が 、 妥 当 で す か ？  

妥 当 で あ る  

1-1 の 回 答 理 由  

臨 床 推 論 の 目 標 で あ る こ と か ら 、「 ～ を

説 明 で き る 」 と い う 達 成 目 標 は 妥 当 と

考 え る 。 ま た そ の 要 素 が 理 学 療 法 ガ イ

ド ラ イ ン に 準 拠 し て い る こ と か ら 、 過

不 足 な く 、評 価・介 入 ア プ ロ ー チ と の 整

合 性 が 図 ら れ て い る 。  

１ -２ 学 習 目 標 の 評 価 方 法 は 「 症 例 報 告

会 の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 資 料 に お い て 、

RIME 評 価 の I（ Interpreter）に 基 づ い た

チ ェ ッ ク リ ス ト で の 点 検 」と し て い ま す

が 、 妥 当 で す か ？  

妥 当 で あ る  

1-2 の 回 答 理 由  

対 象 者 に は 、 事 前 に RIME 評 価 の

Interpreter に 基 づ い た チ ェ ッ ク リ ス ト

が 開 示 さ れ 、 そ の 項 目 に 基 づ い て プ レ

ゼ ン テ ー シ ョ ン 資 料 を 作 成 す る と い う
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運 営 上 の 配 慮 は 必 要 で あ る と 考 え る 。

開 示 が な い と 、 評 価 自 体 が 項 目 の 過 不

足 に 終 始 し て し ま い 、推 論 の「 質 」の 部

分 を 評 価 し づ ら い と 思 う 。  

１ - ３ 合 格 基 準 は 「 RIME 評 価 の I

（ Interpreter）に 基 づ い た チ ェ ッ ク リ ス

ト の 全 項 目 を 満 た す こ と 」と し て い ま す

が 、 妥 当 で す か ？  

妥 当 で あ る  

1-3 の 回 答 理 由  明 確 な 基 準 で 分 か り や す い 。  

4.1.1.2. 「 2.課 題分 析 図 の 妥 当性 に つ い て のレ ビ ュ ー ① 手 順 分 析 の妥 当 性 」

に おけ るレ ビュ ー結果と 見直 しの方針 

専 門 家 レ ビ ュ ー 結 果 と し て 、以 下 の 回 答 を 得 た 。手 順 の 大 項 目 に お

い て は 妥 当 で あ る と い う 回 答 を 得 ら れ た 。回 答 理 由 と し て「 全 体 像 を

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン す る 流 れ が あ っ て も よ い と 思 う 。」 と い う コ メ ン ト

が あ っ た が 、OJT マ ニ ュ ア ル に 含 む べ き 内 容 で あ る と 判 断 し た 。手 順 の

小 項 目 に お い て は「 妥 当 で は な い 」と い う 回 答 を 得 ら れ た 。「 手 順Ⅱー 5

で ”偽 ”と 判 定 さ れ た 場 合 に 、Ⅱー 6・7 を 経 由 す る こ と な くⅡ -8 に 直 接 つ

な が る か 、ま た はⅡー 3 に 戻 っ て い く 矢 印 が あ っ た 方 が い い か 。」と い う

こ と で あ り 、「Ⅱー 6・ 7 を 経 由 す る こ と な くⅡ -8 に 直 接 つ な が る 」 と い

う 方 が 臨 床 推 論 の 過 程 に 沿 っ て い る と 判 断 し 、見 直 し の 必 要 性 が あ る と

判 断 し た 。  

質 問  回 答  

２ -１ 手 順 の 大 項 目（ 手 順Ⅰ動 作 の 観 察 、

Ⅱ仮 説 検 証①：初 期 仮 説 の 生 成 と 検 証 、

Ⅲ仮 説 検 証②： 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の

実 施 と 再 評 価 、Ⅳ仮 説 検 証 の 論 証 的 な

主 張 と チ ェ ッ ク リ ス ト を 用 い た 点 検 ）

は 妥 当 で す か ？  

妥 当 で あ る  

2-1 の 回 答 理 由  課 題 分 析 図 の 範 囲 を ど の よ う に 判 断 し
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て い い か 分 か ら な い の で こ の 図 に 含 む

べ き か は 定 か で は な い が 、”手 順  0”と し

て 、「 臨 床 推 論 能 力 を 養 う た め の OJT プ

ロ グ ラ ム 」 に つ い て の 全 体 像 を オ リ エ

ン テ ー シ ョ ン す る 流 れ が あ っ て も よ い

と 思 う 。 (前 提 ・ 事 前 テ ス ト 含 む )  

２ -２ 手 順 の 小 項 目（ 手 順Ⅰ -1、Ⅰ -2…Ⅳ

-2） は 妥 当 で す か ？  
妥 当 で は な い  

2-2 の 回 答 理 由  

手 順Ⅱー 5 で ”偽 ”と 判 定 さ れ た 場 合 に 、

Ⅱー 6・ 7 を 経 由 す る こ と な くⅡ -8 に 直

接 つ な が る か 、ま た はⅡー 3 に 戻 っ て い

く 矢 印 が あ っ た 方 が い い か 。  

 

4.1.1.3. 「 3.課 題分 析 図 の 妥 当性 に つ い て のレ ビ ュ ー ② 階 層 分 析 の妥 当 性 」

に おけ るレ ビュ ー結果と 見直 しの方針 

専 門 家 レ ビ ュ ー の 結 果 と し て 、概 ね「 妥 当 で あ る 」と い う 回 答 を 得

た 。「 妥 当 で は な い 」 も し く は 「 妥 当 で あ る 」 と い う 回 答 で あ る が 微

修 正 が 必 要 な 質 問 お よ び 回 答 を 以 下 に 示 す 。質 問 3-2、3-6、3-7 に お

い て は 表 現 方 法 に つ い て コ メ ン ト が あ り 、表 現 を 修 正 し た 方 が わ か り

や す く な る と 判 断 し 、修 正 す る こ と と し た 。質 問 3-9、3-11、3-13 で

は 階 層 分 析 に お い て さ ら に 下 層 を 設 定 す べ き と い う コ メ ン ト が あ り 、

課 題 分 析 を よ り 具 体 的 に し 、明 確 に す る た め に は 下 層 の 設 定 が 必 要 で

あ る と 判 断 し 、 修 正 す る こ と と し た 。 質 問 3-19 で は 仮 説 の 真 偽 判 定

に よ っ て 手 順 が 分 か れ る 際 、仮 説 に 対 し て “偽 ”と 判 定 し た 場 合 の 手 順

が 途 切 れ て し ま っ て い る こ と に つ い て コ メ ン ト が あ っ た 。“偽 ”と 判 定

し た 場 合 の 手 順 を 明 確 に 示 す 必 要 が あ る と 考 え 、矢 印 を 追 加 す る こ と

と し た 。  

質 問  回 答  

３ -２ 手 順Ⅰ -2「 観 察 し た 基 本 的 動 作 の 妥 当 で は な い  
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重 症 度 を 判 定 す る 」 の 下 位 項 目 は 妥 当

で す か ？  

3-2 の 回 答 理 由  

「 臨 床 評 価 指 標 を 実 施 で き る 」で は わ か

り に く い た め 、「 臨 床 評 価 指 標 に 基 づ き 、

評 価 が 実 施 で き る 」 が よ ろ し い か 。  

３ -６ 手 順Ⅱ -2「 生 成 し た 仮 説 に 基 本 的

動 作 能 力 低 下 の 原 因 と し て 影 響 の 大 き

さ の 視 点 か ら 順 位 を つ け る こ と が で き

る 」 の 下 位 項 目 は 妥 当 で す か ？  

妥 当 で あ る  

3-6 の 回 答 理 由  

「 タ イ ミ ン グ 」と い う 表 現 が あ る が 、動

作 分 析 と し て は「 相 」と い う 表 現 が 好 ま

し い か 。  

３ -７ 手 順Ⅱ -3「 仮 説 を 検 証 す る た め に

必 要 な 情 報 を 理 学 療 法 評 価 と し て の 8

つ の 検 査 ・ 測 定 の 実 施 に よ っ て 収 集 す

る 」 の 下 位 項 目 は 妥 当 で す か ？  

妥 当 で あ る  

3-7 の 回 答 理 由  「 基 準 」を「 判 定 基 準 」の 方 が 具 体 的 か 。 

３ -９ 手 順Ⅱ -5「 収 集 し た 検 査 ・ 測 定 結

果 と 医 学 的 情 報 か ら 生 成 し た 仮 説 の 真

偽 を 判 定 す る 」 は 下 位 項 目 が あ り ま せ

ん が 妥 当 で す か ？  

妥 当 で は な い  

3-9 の 回 答 理 由  
「 真 偽 」の 判 定 が 最 も 難 し い の で 、判 断

基 準 へ の 理 解 が 必 要 と 考 え る 。  

３ -１ １ 手 順Ⅱ -7「 発 生 し て い る 心 身 機

能 ・ 構 造 レ ベ ル の 機 能 低 下 と そ の 原 因

か ら 理 学 療 法 に よ る 回 復 が 期 待 で き る

か 、否 か の 判 定 を す る 」は 下 位 項 目 が あ

り ま せ ん が 妥 当 で す か ？  

妥 当 で は な い  

3-11 の 回 答 理 由  「 理 学 療 法 の 適 応 と 範 囲 を 理 解 し て い
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4.1.1.4. 「 4.課題分析図全 般につ いて 」に おけ るレビュ ー結 果と 見直 しの方針  

専 門 家 レ ビ ュ ー の 結 果 と し て 、以 下 の よ う な 回 答 を 得 た 。「 行 動 が 明

文 化 さ れ 、教 育 者 と 受 講 者 が そ れ ぞ れ に 流 れ と し て み る こ と が で き る の

で 、大 変 あ り が た い 教 育 ツ ー ル だ と 感 じ た 。」と い う コ メ ン ト か ら 実 際 に

病 院 で 働 い て い る 理 学 療 法 士 の 臨 床 推 論 能 力 を 育 成 す る 立 場 に あ る

SME の 視 点 に お い て 、課 題 分 析 図 自 体 が 有 用 な 教 育 ツ ー ル と な る 可 能 性

が 示 唆 さ れ た 。ま た 、「 ど こ ま で が 先 行 研 究 の 引 用 等『 既 知 の 事 実 』で 、

ど こ か ら が 新 規 性 を 持 つ OJT プ ロ グ ラ ム か を 知 り た い 。」 と い う コ メ ン

ト か ら OJT マ ニ ュ ア ル に は 参 考 と し て い る 書 籍 を 表 記 す る こ と と し た 。 

る 」 が あ っ て も よ い か 。  

３ -１ ３ 手 順Ⅱ -9「 手 順Ⅱ -7 で 優 先 順 位

1 位 と な っ て い る 仮 説 に お け る 心 身 機

能 ・ 構 造 レ ベ ル の 機 能 低 下 を 回 復 す る

た め の 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム を 立 案 す

る 」 は 下 位 項 目 が あ り ま せ ん が 妥 当 で

す か ？  

妥 当 で は な い  

3-13 の 回 答 理 由  

「 機 能 低 下 に 合 致 す る 理 学 療 法 プ ロ グ

ラ ム を 説 明・選 択 で き る 」が あ っ て も よ

い か 。  

３ -１ ９ 手 順Ⅲ -5b「 仮 説 群 に お い て 棄 却

さ れ た 仮 説 の 次 点 に あ る 仮 説 に お け る

心 身 機 能 ・ 構 造 レ ベ ル の 機 能 低 下 を 回

復 す る た め の 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム を 立

案 す る 」 は 下 位 項 目 が あ り ま せ ん が 妥

当 で す か ？  

妥 当 で は な い  

3-19 の 回 答 理 由  

こ こ で “ 偽 ” と な っ た 後 も 、 ど こ か (Ⅲ -

1 ?) に 矢 印 が 伸 び た ほ う が わ か り や す

い 。  
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質 問  回 答  

課 題 分 析 図 全 般 に つ い て お 気 づ き の 点

が ご ざ い ま し た ら お 教 え く だ さ い 。  

こ の 課 題 分 析 図 は 、 臨 床 推 論 の プ ロ セ

ス が 簡 潔 に 整 理 さ れ て い て 大 変 興 味 深

か っ た 。 私 の 勉 強 不 足 で も あ る の で す

が 、ど こ ま で が 先 行 研 究 の 引 用 等「 既 知

の 事 実 」 で 、 ど こ か ら が 新 規 性 を 持 つ

OJT プ ロ グ ラ ム か を 知 り た い 。 行 動 が

明 文 化 さ れ 、 教 育 者 と 受 講 者 が そ れ ぞ

れ に 流 れ と し て み る こ と が で き る の

で 、 大 変 あ り が た い 教 育 ツ ー ル だ と 感

じ た 。  

 

4.1.2. SME による臨床推論チェッ クリ スト に対するレビ ュー 結果 

OJT プ ロ グ ラ ム の レ ベ ル 2 評 価 に 用 い る 、 RIME 評 価 の Interpreter の

要 件 を 参 考 に 本 研 究 に お い て 開 発 し た 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト の レ ビ ュ

ー を SME2 名 （ 呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士 、 学 習 者 の 上 ⾧ で あ

る 主 任 理 学 療 法 士 ）に 依 頼 し 、行 っ た 。具 体 的 に は 依 頼 状 と し て「 臨 床 推

論 チ ェ ッ ク リ ス ト の 理 学 療 法 領 域 専 門 家 レ ビ ュ ー 依 頼 状 」 を 作 成 し 、 レ

ビ ュ ー の 目 的 と 方 法 と 共 に 依 頼 を し た 。 OJT プ ロ グ ラ ム 開 発 の 背 景 や 概

要 は「 臨 床 推 論 能 力 育 成 の た め の OJT プ ロ グ ラ ム 企 画 書 」に て 、臨 床 推

論 チ ェ ッ ク リ ス ト の 根 拠 と な る RIME 評 価 や Interpreter に つ い て の 説 明

や Interpreter の 要 件 と 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト 、お よ び 症 例 報 告 書・仮

説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル の 対 応 関 係 は 「 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト 概 要 」 に

て 説 明 し た 。 ま た 、 模 擬 症 例 2 例 分 の 症 例 報 告 書 ・ 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ

ー ル を 添 付 し 、 実 際 に 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト を 用 い た 点 検 が 学 習 目 標

の 到 達 を 判 定 で き る か 否 か に つ い て 、 Web ア ン ケ ー ト へ の 回 答 に よ っ て

専 門 家 レ ビ ュ ー を 得 た 。  

Web ア ン ケ ー ト は 「 Interpreter の 要 件 と 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト の 整

合 性 」、「 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト が 学 習 目 標 の 到 達 し て い る 症 例 報 告 書

等 と 到 達 し て い な い 症 例 報 告 書 等 を 見 分 け る こ と が で き る か 」、「 臨 床 推
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論 チ ェ ッ ク リ ス ト で の 点 検 で 判 定 し に く い 項 目 は ど こ か 」、「 そ の 他 」 の

全 8 項 目 と な っ て い る （ 表 19）。 SME に よ る 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト に

対 す る 専 門 家 レ ビ ュ ー 結 果 を 受 け 、 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト の 改 訂 を 行

っ た (添 付 資 料 2-2）。赤 字 部 分 が 修 正 を 加 え た 部 分 で あ る 。以 下 に 詳 細 な

専 門 家 レ ビ ュ ー の 結 果 と 見 直 し の 方 針 を 示 す 。  

表  19 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト に 対 す る Web ア ン ケ ー ト 項 目  

 
4.1.2.1. Interpreter の 要件「問題 の優 先順位を 付ける」と臨 床推論 チェ ックリ

ス トの「初 期仮説群 の生成 」およ び「初期 仮説群の 検証 」の 整合性に

つ いて のレ ビュ ー結果と 見直 しの方針 

SME2 名 よ り 「 と て も そ う 思 う 」 と い う 回 答 を 得 た 。 よ っ て 、 臨 床

推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト の「 初 期 仮 説 群 の 生 成 」と「 初 期 仮 説 群 の 検 証 」

と Interpreter の 要 件 の「 問 題 の 優 先 順 位 を 付 け る 」の 整 合 性 は 担 保

さ れ て お り 、 見 直 し は 不 要 で あ る と 判 断 し た 。  

学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士  呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士  

と て も そ う 思 う  と て も そ う 思 う  

仮 説 の 立 案 か ら 検 証 を 行 う に 当 た っ て

の プ ロ セ ス が 段 階 的 と な っ て お り 、 問

題 の 優 先 順 位 を 付 け る こ と と 、 整 合 し

て い る と 感 じ た た め で す 。  

Interpreter の 要 件 が 求 め る 優 先 順 位 付

け が 、 点 検 作 業 の 手 順 を 追 っ て 生 成 さ

れ 、 ま た 検 証 さ れ る プ ロ セ ス が 過 不 足

な く 表 現 さ れ て い る と 感 じ た 。  
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4.1.2.2. Interpreter の 要件「鑑別 診断 を提供す る」と臨 床推 論チ ェッ クリスト

の「 問題の 同定」および「 結論の 論証的な 主張」の整合 性に ついての

レ ビュ ー結 果と 見直しの 方針 

SME2 名 よ り 「 と て も そ う 思 う 」 と い う 回 答 を 得 た 。 呼 吸 理 学 療 法

領 域 の 認 定 理 学 療 法 士 よ り 、 一 部 チ ェ ッ ク リ ス ト に 掲 載 す る 項 目 の

順 番 に つ い て コ メ ン ト を も ら っ た が 、 メ ー ル に て 症 候 障 害 学 に お け

る 動 作 観 察 の 手 順 と し て チ ェ ッ ク リ ス ト に 示 し た よ う な 順 番 が 推 奨

さ れ て い る 旨 を 伝 え 、現 状 の 順 番 で 了 承 を 得 た 。よ っ て 、臨 床 推 論 チ

ェ ッ ク リ ス ト の「 問 題 の 同 定 」と「 結 論 の 論 証 的 な 主 張 」と Interpreter

の 要 件 の「 鑑 別 診 断 を 提 供 す る 」の 整 合 性 は 担 保 さ れ て お り 、見 直 し

は 不 要 で あ る と 判 断 し た 。  

学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士  呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士  

と て も そ う 思 う  と て も そ う 思 う  

問 題 の 同 定 す る た め の 、 各 動 作 の 重 症

度 、 そ の 動 作 が 重 症 だ と 判 断 す る た め

の 症 候 分 析 の 着 眼 点 の 抽 出 、 症 候 の メ

カ ニ ズ ム の 記 述 は 仮 説 群 の 生 成 で 必 要

で あ る と 考 え ら れ る た め 。  

ま た 結 論 の 論 理 的 な 主 張 に つ い て は Ｉ

Ｃ Ｆ の 健 康 状 態 ・ 心 身 機 能 構 造 の 因 果

関 係 に つ い て 確 認 が 取 れ る こ と 、 理 学

療 法 プ ロ グ ラ ム の 効 果 判 定 が も れ な く

確 認 が と れ る た め 。  

過 不 足 が な い と 判 断 し た た め 。 た だ

し 、 問 題 の 同 定 に つ い て は 「 １ .重 症 度

の 記 述 」 と あ る が 、 こ れ は 症 候 分 析 の

程 度 を 表 す も の で あ れ ば 、 「 ２ ・ ３ 」

の 後 ろ に 来 た 方 が 、 流 れ が 解 り や す い

よ う に も 感 じ た 。  

4.1.2.3. 臨 床推 論チ ェッ クリスト の機 能（合 否判定 の可 否）に つい てのレ ビュ

ー 結果 と見 直し の方針 

SME2 名 よ り 肯 定 的 な 回 答 を 得 た が 、 学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学

療 法 士 よ り「 模 擬 症 例 を 見 て い な い 場 合 、記 載 が 上 手 く 出 来 な い ス タ

ッ フ が い る こ と や ど の よ う な こ と が 書 か れ る か わ か ら ず 、 戸 惑 う ス

タ ッ フ も い る と 感 じ ま し た 。」と い う 回 答 が あ り 、個 別 に イ ン タ ビ ュ

ー を し た と こ ろ 「 お 手 本 と な る 模 擬 症 例 の 症 例 報 告 書 等 が あ れ ば 書
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き 方 も わ か り 、『 そ う 思 う 』か ら『 と て も そ う 思 う 』に 回 答 も 変 わ る 。」

と の こ と で あ っ た 。よ っ て 、臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト は 学 習 目 標 の 合

否 判 定 を す る こ と が 可 能 で あ り 、 見 直 し は 不 要 で あ る と 判 断 し た 。  

学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士  呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士  

そ う 思 う  と て も そ う 思 う  

模 擬 症 例 を 一 度 み た ら 、 各 ス タ ッ フ 症

例 報 告 書 を 見 分 け る こ と が で き る と 感

じ ま し た 。 模 擬 症 例 を 見 て い な い 場 合

記 載 が 上 手 く 出 来 な い ス タ ッ フ が い る

こ と や ど の よ う な こ と が 書 か れ る か わ

か ら ず 、 戸 惑 う ス タ ッ フ も い る と 感 じ

ま し た 。  

学 習 目 標 が 明 確 に 定 め ら れ て い る た

め 、 今 回 の チ ェ ッ ク リ ス ト に 沿 っ た 合

否 判 定 は 再 現 性 が あ り 判 定 可 能 と 考 え

る 。  

4.1.2.4. 臨 床推 論チ ェッ クリスト にお いて判定 しにくい項目 と見直し の方針 

臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト に お い て 判 定 し に く い 項 目 と し て は 、 学 習

者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士 か ら は 「 10」、「 11」、「 14」 が 挙 げ ら

れ た 。「 10」 と 「 11」 で は 「 回 復 と い う 表 現 を 改 善 に し て は ど う か 」

と い う こ と で あ っ た 。 回 復 は 元 の 状 態 に 戻 る 、 改 善 は 現 状 よ り 良 く

な る と い う 意 味 合 い で あ る こ と を イ ン タ ビ ュ ー で 説 明 し た と こ ろ 、

「 回 復 」と い う 言 葉 の 方 が 状 況 を 適 切 に 表 す と い う 回 答 を 得 た 。「 14」

に つ い て は 臨 床 評 価 指 標 と し て FIM を 採 用 し て い る 点 に つ い て で あ

っ た 。「 寝 返 り や 起 き 上 が り な ど の 重 症 度 の 評 価 は Ｆ Ｉ Ｍ の 項 目 に は

な い の で 、各 ス タ ッ フ が 重 症 度 評 価 を す る 際 に 悩 む か と 思 い ま し た 。」

と の こ と で あ っ た が 、 イ ン タ ビ ュ ー に て 「 実 際 に 寝 返 り や 起 き 上 が

り 動 作 の 重 症 度 を 判 定 す る 評 価 方 法 が 確 立 さ れ て い な い 現 状 か ら

FIM の 採 点 基 準 を 援 用 し て い る 」 と い う 経 緯 を 説 明 し た 。 学 習 者 の

上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士 に は そ の 旨 を ど こ か で 学 習 者 に 説 明 す る

と い う こ と で 了 承 を 得 た 。 呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士 か ら

は「 ８ つ の 検 査 測 定 結 果 か ら 基 づ く 仮 説・検 証 に な っ て い る か が 、解

り づ ら い 側 面 が あ る よ う に 感 じ た 。」と の 回 答 を 得 た 。実 際 に は 仮 説

検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル に お い て 、 考 え う る 仮 説 を 挙 げ て 検 証 す る 中 で
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仮 説 が 棄 却 さ れ た こ と も 記 録 さ れ る が 模 擬 症 例 の 仮 説 検 証 サ ポ ー ト

ツ ー ル に は そ の よ う な 記 載 は し て い な か っ た た め で あ る と 考 え る 。

以 上 よ り 、寝 返 り や 起 き 上 が り 動 作 な ど 、従 来 FIM の 項 目 に は な い

も の を FIM の 採 点 基 準 で 採 点 す る こ と に 悩 み が 生 じ る 可 能 性 が 示 唆

さ れ た 。 し か し 、 当 該 動 作 を 評 価 す る 指 標 が 存 在 し な い こ と も 事 実

で あ り 、そ の 事 実 と FIM の 採 点 基 準 を 援 用 す る 旨 を 臨 床 推 論 チ ェ ッ

ク リ ス ト の 当 該 項 目 に 追 記 す る こ と に よ っ て 学 習 者 の 悩 み に 対 応 す

る こ と と す る 。 ま た 、 学 習 者 が 症 例 報 告 書 等 の 書 き 方 が 分 か っ て い

な い 状 態 だ と 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト で の 点 検 で は 「 書 き 方 が 分 か

っ て い な い か ら 不 合 格 」と い う 事 例 が 発 生 す る 可 能 性 が 考 え ら れ た 。

OJT プ ロ グ ラ ム の 中 で は 症 例 辞 書 か ら お 手 本 と な る 類 似 症 例 を 参 考

に す る こ と と な っ て い る た め 、 こ の 類 似 症 例 に お け る 症 例 報 告 書 お

よ び 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル を 参 考 に し て 、 学 習 者 が 症 例 報 告 書 等

を 記 述 す る こ と で「 書 き 方 が 分 か ら な い 」状 態 を 回 避 す る 。加 え て 、

書 き 方 が 分 か ら な い 場 合 は 指 導 者 に 質 問 を す る こ と を OJT マ ニ ュ ア

ル 内 で 推 奨 す る 。 さ ら に 、 仮 説 検 証 の 過 程 が 分 か る よ う に 検 証 の 結

果 、 仮 説 の 採 択 判 定 な ど を 漏 れ な く 記 述 す る こ と も 注 意 書 き し て お

く 。  

学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士  呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士  

10． 理 学 療 法 の 回 復 の 可 否 と の 記 載 で

す 。 当 院 で は 回 復 と い う よ り 改 善 と 話

す ス タ ッ フ が 多 い の で 最 初 は 混 乱 す る

か と 感 じ ま し た 。 心 身 機 能 ・ 構 造 の 改

善 と 書 い て あ る 場 合 の 方 が 伝 わ り や す

い か な と 思 い ま し た 。 少 し 説 明 が ⾧

く 、 回 復 の 方 が す っ き り し て い ま す

が 。  

11． 回 復 可 能 な 仮 説 で 構 成 と の 記 載 。

こ こ も 10． と 同 じ 理 由 で す 。  

全 体 を 通 し て で あ る が 、 ８ つ の 検 査 測

定 結 果 か ら 基 づ く 仮 説 ・ 検 証 に な っ て

い る か が 、 解 り づ ら い 側 面 が あ る よ う

に 感 じ た 。 必 ず し も 8 つ 全 て の 評 価 が

必 要 で あ る と は 限 ら な い が 、 症 例 １ ・

２ と も に 記 載 の な い 評 価 項 目 に つ い て

は 、 ① 評 価 を し た 結 果 問 題 が 抽 出 さ れ

な か っ た の か 、 ② 評 価 を す る 必 要 が な

い と 判 断 を し た の か 、 ③ 評 価 を す る 必

要 性 を 感 じ ら れ な か っ た の か 、 の い ず



 

 71 / 236 

 

14． 基 本 的 動 作 能 力 低 下 に 対 す る 効 果

が 臨 床 評 価 指 標 の 結 果 で 判 定 。 各 自 調

べ る か と 思 い ま す が 、 寝 返 り や 起 き 上

が り な ど の 重 症 度 の 評 価 は Ｆ Ｉ Ｍ の 項

目 に は な い の で 、 各 ス タ ッ フ が 重 症 度

評 価 を す る 際 に 悩 む か と 思 い ま し た 。  

そ の 点 は 考 慮 し て 使 用 す る ス タ ッ フ は

自 分 で 調 べ 、 記 載 す る か も し れ ま せ ん

が 。 こ こ は 寝 返 り な ど の 場 合 は 何 を 使

う か 決 ま っ て い る と わ か り や す い と 感

じ ま し た 。  

れ か が 判 別 で き る と 、 よ り 鑑 別 の た め

の プ ロ セ ス を 評 価 者 側 が 判 定 す る た め

の 材 料 と な る よ う に 感 じ た 。  

4.1.2.5. そ の他 

SME2 名 よ り 臨 床 推 論 と い う 今 ま で は 理 学 療 法 士 の 頭 の 中 で 行 わ れ

て い た も の が 可 視 化 さ れ る 可 能 性 に つ い て 言 及 さ れ た 。 ま た 、 学 習

者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士 か ら は 指 導 が 行 い や す く な る と い う

意 見 も あ り 、 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト の 活 用 が 臨 床 推 論 能 力 育 成 の

効 果 と 効 率 を 高 め る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士  呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士  

臨 床 推 論 を 確 認 す る 際 、 こ の チ ェ ッ ク

リ ス ト を し っ か り 理 解 し 、 活 用 で き れ

ば 普 段 の 臨 床 で も 考 え を 視 覚 化 し や す

く 指 導 を 行 い や す く な る と 感 じ ま し

た 。  

私 も 含 め て で す が 、 当 院 の ス タ ッ フ は

症 候 分 析 の 学 習 を 深 め る 必 要 が あ る な

と 思 い ま し た 。  

OJT プ ロ グ ラ ム の 全 体 像 の フ ロ ー か

ら 、 こ の よ う に 学 習 目 標 到 達 の た め の

チ ェ ッ ク リ ス ト に 手 順 が 落 と し 込 ま

れ 、 そ れ が 臨 床 上 有 用 と な る ツ ー ル の

活 用 を 経 て 思 考 を 分 解 し た 本 報 告 は 大

変 興 味 深 い と 感 じ た 。 問 題 の 同 定 か ら

主 張 ま で の プ ロ セ ス が チ ェ ッ ク リ ス ト

形 式 に な っ て い る 分 、 ”臨 床 推 論 ”と い

う こ れ ま で 職 人 気 質 で あ る 臨 床 家 の 頭

の 中 の イ メ ー ジ が 可 視 化 さ れ た よ う に

感 じ た 。  
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4.1.3. SME による OJT プ ログラム に対 する レビュー 結果 

設 計 ・ 開 発 し た OJT プ ロ グ ラ ム に 対 す る レ ビ ュ ー を SME2 名 （ 呼 吸 理

学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士 と 学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士 ） に

依 頼 し 、 行 っ た 。 具 体 的 に は 依 頼 状 と し て 「 臨 床 推 論 能 力 育 成 の た め の

OJT プ ロ グ ラ ム の 理 学 療 法 領 域 専 門 家 レ ビ ュ ー の ご 依 頼 」 を 作 成 し 、 レ

ビ ュ ー の 目 的 と 方 法 と 共 に 依 頼 し た 。 OJT の 全 体 像 が わ か る よ う に 資 料

と し て「 臨 床 推 論 能 力 育 成 の た め の OJT プ ロ グ ラ ム 企 画 書 」、「 前 提 テ ス

ト の 概 要 」、「 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト 概 要 」、「 OJT マ ニ ュ ア ル 」 を 添 付

し 、 Web ア ン ケ ー ト へ の 回 答 に よ っ て 専 門 家 レ ビ ュ ー を 得 た 。  

Web ア ン ケ ー ト は「 課 題 分 析 図 の 妥 当 性 」、「 学 習 目 標 の 妥 当 性 」、「 評 価

方 法 の 妥 当 性 」、「 合 格 基 準 の 妥 当 性 」、「 前 提 条 件 お よ び 前 提 テ ス ト の 妥

当 性 」、「 OJT プ ロ グ ラ ム の 構 成 の 妥 当 性 」、「 OJT プ ロ グ ラ ム で 用 い る ツ

ー ル の 妥 当 性 」、「 OJT プ ロ グ ラ ム の 現 実 性 」、「 職 場 課 題 解 消 の 可 否 」、

「 OJT プ ロ グ ラ ム 実 施 1 か 月 後 の ア ン ケ ー ト 調 査 の 可 否 （ 学 習 者 の 上 ⾧

で あ る 主 任 理 学 療 法 士 の み ）」、「 そ の 他 」 の 全 18 項 目 と な っ て い る （ 表

20）。 SME に よ る OJT プ ロ グ ラ ム に 対 す る 専 門 家 レ ビ ュ ー 結 果 を 受 け 、

前 提 テ ス ト（ 添 付 資 料 1-2）、OJT マ ニ ュ ア ル の 改 訂 を 行 っ た（ 添 付 資 料

4-2）。  
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表  20 OJT プ ロ グ ラ ム に 対 す る Web ア ン ケ ー ト 項 目  

 

4.1.3.1. 課 題分 析図 の妥 当性につ いて のレビュ ー結果と見直 しの方針 

SME2 名 よ り 「 と て も 妥 当 で あ る 」 と い う 回 答 を 得 た 。 課 題 分 析 図

に お い て 臨 床 推 論 の プ ロ セ ス が 明 示 さ れ た こ と に よ り 、 そ の プ ロ セ

ス を 追 う こ と が で き て い る か 確 認 し や す い と い う 意 見 で あ っ た 。 一

方 で「 工 程 が 多 く 、難 解 に 見 え る 部 分 が あ る た め 、作 業 手 順 と し て こ

な す こ と が 目 的 と 捉 え ら れ て し ま う 危 険 性 が 予 測 さ れ る 。」と い う 意

見 も あ っ た 。課 題 分 析 図 の 妥 当 性 は あ る と 判 断 し 見 直 し は し な い が 、

OJT プ ロ グ ラ ム と し て 課 題 分 析 図 に 示 さ れ た 過 程 を 踏 む こ と が 臨 床

推 論 能 力 を 高 め る た め に は 大 切 で あ る 旨 を 伝 え 、 作 業 と し て こ な さ

れ て し ま わ な い よ う な 工 夫 が 必 要 で あ る 。  
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学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士  呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士  

と て も 妥 当 で あ る  と て も 妥 当 で あ る  

全 体 像 は 課 題 分 析 を す る に あ た り 何 が

で き る こ と が 達 成 基 準 か 明 確 に 記 載 し

て い る の で と て も 妥 当 だ と 感 じ ま し

た 。  

こ の 図 に 基 づ い て 行 う こ と で 、 自 身 の

遂 行 し た こ と で 足 り て い な い こ と が 気

づ け る と 思 い ま す 。  

求 め ら れ た 課 題 の 達 成 に 向 け た プ ロ セ

ス を 順 を 追 っ て 確 認 す る こ と が で き る

の で 、活 用 し や す い と 思 う 。ま た 色 分 け

さ れ た こ と に よ り 、 前 提 条 件 と し て 身

に つ け る べ き 内 容 と 、 あ く ま で ツ ー ル

の 活 用 に よ り 探 索 す べ き 内 容 な の か が

解 り や す く な っ た 。 た だ 見 た 目 の イ ン

パ ク ト と し て 工 程 が 多 く 、 難 解 に 見 え

る 部 分 が あ る た め 、 作 業 手 順 と し て こ

な す こ と が 目 的 と 捉 え ら れ て し ま う 危

険 性 が 予 想 さ れ る 。 日 々 の 臨 床 に 取 り

組 む ス タ ッ フ の 思 考 の 流 れ と の 繋 が り

が 基 軸 で あ る と い う 点 と 、 あ く ま で 臨

床 力 を 高 め る た め の ト レ ー ニ ン グ で あ

る と い う 点 を 強 調 さ れ て オ リ エ ン テ ー

シ ョ ン が 行 わ れ る こ と が 重 要 と 考 え

た 。  

4.1.3.2. 学 習目 標の 妥当 性につい ての レビュー 結果と見直し の方針 

SME2 名 よ り 「 と て も 妥 当 で あ る 」 と い う 回 答 を 得 た 。 理 学 療 法 士

協 会 の 定 め る 8 つ の 検 査 ・ 測 定 項 目 を 用 い て 仮 説 検 証 を 繰 り 返 し 、

基 本 的 動 作 能 力 を 回 復 す る た め の 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム を 決 定 す る こ

と は 理 学 療 法 士 と し て 求 め ら れ る こ と で あ る と の こ と で あ っ た 。 よ

っ て 、 学 習 目 標 は 妥 当 で あ る と 判 断 し 、 見 直 し は 不 要 と し た 。  

学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士  呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士  

と て も 妥 当 で あ る  と て も 妥 当 で あ る  

理 学 療 法 を 患 者 様 に 提 供 す る う え で 基

本 動 作 の 改 善 は 必 須 の こ と で あ り 、 そ

協 会 が 定 義 す る 理 学 療 法 プ ロ セ ス を 踏

襲 し て い る た め 。  
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れ を 検 査 測 定 結 果 か ら 仮 説 を 立 て 検 証

す る こ と も 求 め ら れ る こ と な の で 妥 当

だ と 思 い ま し た 。  

4.1.3.3. 評 価方 法の 妥当 性につい ての レビュー 結果と見直し の方針 

SME2 名 よ り 「 と て も 妥 当 で あ る 」 と い う 回 答 を 得 た 。 臨 床 推 論 チ

ェ ッ ク リ ス ト の 記 載 内 容 で 点 検 者 が ど の よ う に 点 検 を す る の か が 明

確 で あ り 、再 現 性 が あ る と い う 意 見 で あ っ た 。一 方 で「 教 育 ツ ー ル と

し て ベ ス ト か の 判 断 に つ い て は 不 明 」 と の 意 見 も あ っ た が 、 先 行 研

究 で は 理 学 療 法 士 の 臨 床 推 論 能 力 を 評 価 す る ツ ー ル は 見 当 た ら な い 。

よ っ て 、 評 価 方 法 は 妥 当 で あ る と 判 断 し 、 見 直 し は 不 要 と し た 。  

学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士  呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士  

と て も 妥 当 で あ る  と て も 妥 当 で あ る  

各 項 目 が 詳 細 に 記 載 し て あ り 、 点 検 を

す る セ ラ ピ ス ト が ど の よ う に 点 検 を す

る か 明 確 な の で と て も 妥 当 で あ る と 思

い ま し た 。  

判 定 基 準 が 明 確 に あ る の で 、 こ ち ら で

述 べ ら れ て い る チ ェ ッ ク リ ス ト に 基 づ

く 点 検 は 再 現 性 が あ り 、 妥 当 と 考 え

る 。 た だ 、 教 育 ツ ー ル と し て の 他 の 指

標 や ス ケ ー ル を 熟 知 し て い る 訳 で は な

い の で 、 ベ ス ト か の 判 断 か は 不 明 。  

4.1.3.4. 合 格基 準の 妥当 性につい ての レビュー 結果と見直し の方針 

SME2 名 よ り「 と て も 妥 当 で あ る 」と い う 回 答 を 得 た 。「 ト ラ イ ア ン

ド エ ラ ー を 繰 り 返 し て 、 指 導 者 の サ ポ ー ト の も と に 全 項 目 を 網 羅 し

て い く 過 程 が あ れ ば 」 と い う 前 提 条 件 も 付 け ら れ た が 、 OJT プ ロ グ

ラ ム に お い て そ の 前 提 条 件 は 満 た さ れ る た め 、 合 格 基 準 は 妥 当 で あ

る と 判 断 し 、 見 直 し は 不 要 と し た 。  

学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士  呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士  

と て も 妥 当 で あ る  と て も 妥 当 で あ る  

理 学 療 法 士 と し て 求 め ら れ る 点 で あ る

た め 妥 当 だ と 思 い ま す 。  

ト ラ イ ア ン ド エ ラ ー を 繰 り 返 し て 、 指

導 者 の サ ポ ー ト の も と に 全 項 目 を 網 羅
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し て い く 工 程 が あ れ ば 、 全 項 目 の 修 了

は 妥 当 で あ る と 考 え る 。  

4.1.3.5. 前 提 条 件 お よ び 前 提 テ ス ト の 妥 当 性 に つ い て の レ ビ ュ ー 結 果 と 見 直

し の方 針 

SME2 名 よ り 肯 定 的 な 回 答 を 得 た 。「 各 選 択 肢 に 記 号 を 付 与 し て 記 号

を 記 載 す る 形 で 良 い 。」と い う 意 見 が あ り 、前 提 テ ス ト の 問 1 お よ び

問 2 の 解 答 方 法 を 修 正 し た 。ま た 、「 問 4 に つ い て 、そ の 他 と 同 様 に

選 択 式 で あ る た め 問 題 文 の お わ り に 語 群 を 設 け た 方 が 良 い 。」と い う

意 見 も あ っ た 。 問 4 は 心 身 機 能 ・ 構 造 レ ベ ル の 機 能 低 下 を 検 証 す る

た め に 適 切 な 医 学 的 情 報 、 も し く は 不 適 切 な 医 学 的 情 報 を 選 択 肢 か

ら 選 択 す る 問 題 と な っ て い る 。心 身 機 能・構 造 レ ベ ル の 機 能 低 下 を 検

証 す る た め の 医 学 的 情 報 は 一 つ と い う こ と で は な く 、 複 数 が 適 切 で

あ る と い う 場 合 も あ る 。 そ の よ う な 場 合 は 不 適 切 な 医 学 的 情 報 を 選

択 す る こ と が で き る こ と も 求 め ら れ る 。 語 群 か ら の 選 択 で は 不 適 切

な 医 学 的 情 報 を 選 択 す る と い う 問 題 に 対 応 し く い こ と が 想 定 さ れ る 。

SME の 意 見 で は 「 統 一 感 が あ っ て よ い 」 と い う こ と な の で 、 体 裁 と

し て の 統 一 感 よ り も 問 題 の 作 り 易 さ を 優 先 し 、 こ の 意 見 に は 対 応 し

な い こ と と し た 。  

「 前 提 テ ス ト の 問 1 お よ び 問 2 の 解 答 方 法 の 修 正 」に よ り 、前 提 条

件 お よ び 前 提 テ ス ト は 妥 当 な 状 態 と な っ た と 判 断 し た 。  

学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士  呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士  

と て も 妥 当 で あ る  ま あ ま あ 妥 当 で あ る  

こ れ か ら 行 う 概 要 が 網 羅 さ れ て い る と

感 じ た の で と て も 妥 当 だ と 思 い ま し

た 。  

細 か い こ と に な る が 、 試 験 問 題 は 語 群

か ら の 選 択 式 で あ る た め 、 そ れ ぞ れ の

語 句 を 記 述 さ せ る 必 要 は な い よ う に 感

じ た 。 各 選 択 肢 に 記 号 を 付 与 し て 記 号

を 記 載 す る 形 で 良 い と 思 う 。 ま た 、 問

４ に つ い て 、 そ の 他 と 同 様 に 選 択 式 で

あ る た め 問 題 文 の 終 わ り に 語 群 を 設 け
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た 体 裁 の ほ う が 、 統 一 感 が あ っ て 良 い

よ う に 思 う 。  

4.1.3.6. OJT プ ロ グ ラ ム の 構 成 の 妥 当 性 に つ い て の レ ビ ュ ー 結 果 と 見 直 し の

方 針 

SME2 名 よ り「 と て も 妥 当 で あ る 」と い う 回 答 を 得 た 。STEP0 の タ

イ ト ル に つ い て 「 他 の STEP に 合 わ せ た 方 が 統 一 感 が あ っ て 良 い よ

う に 思 う 。」と い う 意 見 が あ っ た 。STEP0 を「 検 索 し よ う ！ 」に タ イ

ト ル を 見 直 し 、 OJT プ ロ グ ラ ム の 構 成 は 妥 当 で あ る と 判 断 し た 。  

学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士  呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士  

と て も 妥 当 で あ る  と て も 妥 当 で あ る  

ア ウ ト プ ッ ト す る ま で の 過 程 で 自 身 の

思 考 が 整 理 さ れ る こ と 、 ま た ア ウ ト プ

ッ ト す る こ と で 自 分 以 外 の 思 考 を 学 習

す る こ と も で き る の で STEP5 ま で の

構 成 は 必 要 だ と 考 え る た め 。  

課 題 分 析 図 と の 整 合 性 も あ り 、 良 い と

思 う 。 せ っ か く な の で 、 STEP0 も 「 検

索 し よ う ！ 」 の 統 一 感 が あ っ た 方 が 良

い か 。  

4.1.3.7. OJT プ ロ グ ラ ム で 用 い る ツ ー ル の 妥 当 性 に つ い て の レ ビ ュ ー 結 果 と

見 直し の方 針 

SME2 名 よ り 肯 定 的 な 回 答 を 得 た 。一 方 で「 ど の ツ ー ル を ど の 場 面 で

選 択 し て 活 用 す る か の 一 覧 が あ る か 、ま た は 課 題 分 析 図 の 中 に ツ ー ル 名

が 記 載 さ れ て い る と 適 す る 場 面 で 選 択 し や す い と 感 じ た 。」と い う 意 見

が あ っ た 。OJT プ ロ グ ラ ム で 使 用 す る ツ ー ル が 複 数 あ り 、混 乱 す る 可 能

性 も 否 定 で き な い と 考 え 、 「 OJT マ ニ ュ ア ル に OJT プ ロ グ ラ ム の 各

STEP と 使 用 す る ツ ー ル の 一 覧 を 追 加 す る 」と い う 見 直 し を 行 う こ と で 、

OJT プ ロ グ ラ ム で 用 い る ツ ー ル は 妥 当 な 状 態 と な っ た と 判 断 し た 。  

学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士  呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士  

と て も 妥 当 で あ る  ま あ ま あ 妥 当 で あ る  

OJT を 行 う 上 で 必 要 項 目 が 網 羅 さ れ て

い る た め 妥 当 だ と 思 い ま す 。  

ど の ツ ー ル を ど の 場 面 で 選 択 し て 活 用

す る か の 一 覧 が あ る か 、 ま た は 課 題 分
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内 容 を し っ か り 読 み 込 む こ と で 当 院 の

ス タ ッ フ は 活 用 で き る と 感 じ ま し た 。  

析 図 の 中 に ツ ー ル 名 が 記 載 さ れ て い る

と 適 す る 場 面 で 選 択 し や す い と 感 じ

た 。 前 提 試 験 に て そ れ ぞ れ の 活 用 の 場

面 の 確 認 が あ る の は 良 い と 思 っ た 。  

4.1.3.8. OJT プ ロ グ ラ ム 実 施 に 対 す る 現 実 性 に つ い て の レ ビ ュ ー 結 果 と 見 直

し の方 針 

SME2 名 よ り 「 可 能 で あ る 。」 と い う 回 答 を 得 た が 、「 教 育 シ ス テ ム の

全 て を OJT プ ロ グ ラ ム を 基 軸 に 考 え れ ば 」 と い う 意 見 が あ っ た 。 ま た 、

「 既 存 の 取 り 組 み の プ ラ ス α と 考 え る と 指 導 時 間 の 確 保 や 他 の 取 り 組

み と の 明 確 な 住 み 分 け が な い と 現 実 理 解 を 得 て い く こ と が 難 し い と 思

う 。 」 と の 意 見 も 得 た 。 学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士 が 可 能 で あ

る と 述 べ て い る こ と か ら OJT プ ロ グ ラ ム の 実 施 は 現 実 的 で あ る と 判 断

す る 。た だ し 、前 述 し た よ う な 意 見 が あ る こ と も 事 実 で あ る 。本 OJT プ

ロ グ ラ ム の 開 発 が 完 了 し 、本 格 的 に 導 入 す る 際 に は OJT を 基 軸 と し て 既

存 の 研 修 を 一 体 的 に 整 理 す る 必 要 性 が あ る と 考 え る 。 加 え て 1 対 1 評 価

に お い て は 、 ど の 程 度 の 時 間 を 要 す る か も 確 認 す る 必 要 が あ る 。  

学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士  呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士  

可 能 だ と 考 え ま す 。 導 入 す る 際 は 簡 単

に レ ク チ ャ ー を す る と よ り ス ム ー ズ に

各 ス タ ッ フ は 取 り 組 め る と 思 い ま す 。  

教 育 シ ス テ ム の 全 て を OJT プ ロ グ ラ ム

を 基 軸 に 考 え れ ば 、 導 入 の 検 討 は 可 能

か と 思 う が 、 既 存 の 取 り 組 み の プ ラ ス

α と 考 え る と 指 導 時 間 の 確 保 や 他 の 取

り 組 み と の 明 確 な 住 み 分 け が な い と 現

実 理 解 を 得 て い く こ と が 難 し い と 思

う 。 卒 前 教 育 と し て の 導 入 や 入 職 直 後

の 研 修 期 間 に 進 め る な ど し て 、 双 方 に

十 分 な 時 間 が 確 保 さ れ て い な い と 、 急

性 期 内 部 障 害 病 棟 に お け る ス ピ ー ド 感

で は 臨 床 推 論 を 養 う ト レ ー ニ ン グ と い
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う よ り 、 こ な す た め の ”作 業 ”に な っ て

し ま う 危 険 性 が あ る よ う に 感 じ る 。  

4.1.3.9. 職 場課 題解 決の 可能性に つい て 

SME2 名 よ り 職 場 課 題 の 解 決 は 可 能 で あ る と い う 回 答 を 得 た 。 た だ

し 、「 ど こ ま で 他 疾 患・他 症 例 に 汎 化 さ れ る か 」、「 患 者 さ ん を 取 り 巻

く 環 境 や 生 命 予 後 、ま た 臨 ま れ る 生 活 等 に 合 致 し た 目 標 設 定 に 基 づ い て 、

こ の よ う な 考 え 方 が 定 着 し て い く こ と が 望 ま れ る 」と い っ た 意 見 か ら 本

OJT プ ロ グ ラ ム の 限 界 と し て「 呼 吸 機 能 障 害 を 主 因 と し た 入 院 患 者 に 対

す る 臨 床 推 論 能 力 で あ る こ と 」 と 「 基 本 的 動 作 能 力 低 下 の 原 因 と な る

心 身 機 能・構 造 レ ベ ル の 問 題 を 特 定 し 、理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム を 決 定 す

る た め の 臨 床 推 論 能 力 と 発 揮 場 面 を 限 定 し て い る こ と 」を 認 識 す る 必

要 性 が あ る 。  

学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士  呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士  

解 消 で き る と 思 い ま す 。 ま ず は 仮 説 の

真 偽 を し っ か り 行 え る よ う に な り 、 思

考 過 程 が 広 が る と 感 じ て い ま す 。  

ど こ ま で 他 疾 患 ・ 他 症 例 に 汎 化 さ れ る

か は 何 と も 言 え な い が 、 同 一 疾 患 へ の

対 応 と し て は 、 原 因 の 特 定 や 効 果 判 定

を 含 む 治 療 選 択 に こ れ ま で 以 上 の ス ピ

ー ド 感 は 期 待 で き る と 思 う 。 一 方 で 、

こ の よ う な 取 り 組 み の 意 義 を 理 解 し な

い と ア レ ル ギ ー を 起 こ し が ち な ス タ ッ

フ が い た り 、 作 業 と し て こ な す ス タ ッ

フ が 出 て く る こ と は 容 易 に 想 像 さ れ

る 。 特 に 内 部 疾 患 で あ れ ば 、 患 者 さ ん

を 取 り 巻 く 環 境 や 生 命 予 後 、 ま た 臨 ま

れ る 生 活 等 に 合 致 し た 目 標 設 定 に 基 づ

い て 、 こ の よ う な 考 え 方 が 定 着 し て い

く こ と が 望 ま れ る た め 、 臨 床 推 論 能 力
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が 発 揮 さ れ る 場 面 や 全 体 像 の 理 解 が 不

可 欠 で あ る と 改 め て 考 え さ せ ら れ た 。  

4.1.3.10. OJT プロ グラム 実 施 1 か月 後の 行動変容 を評 価す るた めのアン

ケ ート 調査 の可 否につい て 

学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士 で あ る SME よ り OJT プ ロ グ ラ

ム 実 施 1 か 月 後 の 行 動 変 容 を 評 価 す る た め の ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 う

許 可 を 得 る こ と が で き た 。  

学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士  

行 動 変 容 し た か 私 も 気 に な る の で ア ン

ケ ー ト は ぜ ひ 行 っ て い た だ き た い で

す 。  

4.1.3.11. そ の他 

そ の 他 と し て は SME2 名 と も に 「 と く に な し 」 と の こ と で あ っ た 。

他 の ア ン ケ ー ト 項 目 も 含 め て OJT プ ロ グ ラ ム に 対 す る SME と し て

の 意 見 は 概 ね 把 握 で き た と 考 え る 。  

学 習 者 の 上 ⾧ で あ る 主 任 理 学 療 法 士  呼 吸 理 学 療 法 領 域 の 認 定 理 学 療 法 士  

と く に な し  と く に な し  

4.1.4. イ ン スト ラ ク ショ ナ ルデザ イ ン 専門 家 に よる OJT プ ログラ ム に対す る

レ ビュ ー結 果 

設 計 ・ 開 発 し た OJT プ ロ グ ラ ム に 対 す る レ ビ ュ ー を IDer1 名 （ 熊 本 大

学 大 学 院 博 士 前 期 課 程 教 授 シ ス テ ム 学 専 攻 の 修 了 生 で 救 急 科 専 門 医 ） に

依 頼 し 、 行 っ た 。 具 体 的 に は 依 頼 状 と し て 「 臨 床 推 論 能 力 育 成 の た め の

OJT プ ロ グ ラ ム の ID 専 門 家 レ ビ ュ ー の ご 依 頼 」作 成 し 、レ ビ ュ ー の 目 的

と 方 法 と 共 に 依 頼 し た 。 OJT の 全 体 像 が わ か る よ う に 資 料 と し て 「 臨 床

推 論 能 力 育 成 の た め の OJT プ ロ グ ラ ム 企 画 書 」、「 前 提 テ ス ト の 概 要 」、

「 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト 概 要 」、「 OJT マ ニ ュ ア ル 」、「 OJT プ ロ グ ラ ム
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研 修 評 価 計 画 」 を 添 付 し 、 Web ア ン ケ ー ト へ の 回 答 に よ っ て 専 門 家 レ ビ

ュ ー を 得 た 。  

Web ア ン ケ ー ト は「 課 題 分 析 図 の 妥 当 性 」、「 学 習 目 標 の 妥 当 性 」、「 評 価

方 法 の 妥 当 性 」、「 合 格 基 準 の 妥 当 性 」、「 前 提 条 件 お よ び 前 提 テ ス ト の 妥

当 性 」、「『 学 び の 第 一 原 理 』 の OJT プ ロ グ ラ ム へ の 活 用 方 法 の 妥 当 性 」、

「 OJT プ ロ グ ラ ム の 構 成 の 妥 当 性 」、「 OJT プ ロ グ ラ ム で 用 い る ツ ー ル の

妥 当 性 」、「 OJT プ ロ グ ラ ム に お け る 研 修 評 価 の 妥 当 性 」、「 OJT プ ロ グ ラ

ム の 内 容 と 開 発 物 の 過 不 足 」、「 そ の 他 」の 全 19 項 目 と な っ て い る（ 表 21）。

IDer に よ る OJT プ ロ グ ラ ム に 対 す る 専 門 家 レ ビ ュ ー 結 果 を 受 け 、課 題 分

析 図 、 前 提 テ ス ト （ 添 付 資 料 1-2）、 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト （ 添 付 資 料

2-2）、症 例 報 告 書（ 添 付 資 料 3-2）、OJT マ ニ ュ ア ル（ 添 付 資 料 4-2）、OJT

プ ロ グ ラ ム 企 画 書 の 改 訂 を 行 っ た 。 ま た 、 新 規 で ア ク シ ョ ン プ ラ ン シ ー

ト を 開 発 し た （ 添 付 資 料 11）。  

4.1.4.1. 課 題分 析図 の妥 当性につ いて のレビュ ー結果と見直 しの方針 

IDer よ り「 ま あ ま あ 妥 当 で あ る 」と い う 回 答 を 得 た 。肯 定 的 な 回 答

を 得 た が 、4 点 の 指 摘 を 受 け た た め 、そ れ ぞ れ へ の 解 釈 と 対 応 を 以 下

に 述 べ る 。  

ま ず 、「 手 順 Ⅱ -5 で「 偽 」と な っ た 場 合 は 、Ⅱ -8→（ 次 点 の 検 証 を せ

ず に ） Ⅱ -9 と 進 ん で 良 い の で し ょ う か ？ 」 に つ い て だ が 、 す べ て の

仮 説 の 真 偽 を 判 定 し た 後 に 採 択 さ れ た 仮 説 は 背 景 に あ る 病 態 の 説 明

へ 、棄 却 さ れ た 仮 説 は 仮 説 群 か ら 棄 却 す る こ と を 想 定 し て お り 、IDer

が 懸 念 さ れ て い る こ と は 発 生 し な い が 、 課 題 分 析 図 と し て わ か り に

く さ が あ る 。一 方 で 先 立 っ て 行 っ た 課 題 分 析 図 の SME に よ る レ ビ ュ

ー で 改 善 を 加 え た 部 分 で も あ る 。 こ の 指 摘 に お い て 課 題 分 析 図 の 見

直 し は 不 要 と 判 断 す る が 、 課 題 分 析 図 と し て の わ か り に く さ が 存 在

し て い る 可 能 性 は あ る た め 、1 対 1 評 価 の 観 察 項 目 シ ー ト を 作 成 し 、

分 か り に く い 部 分 な ど で 学 習 者 が ど の よ う な 対 応 を す る の か 、 ど の

よ う な 質 問 や 疑 問 が 持 つ の か を 観 察 し て い く 。  

2 点 目 の 指 摘 は 、「 手 順 Ⅱ -3、Ⅲ -1 は ス キ ル 的 な 前 提 条 件（ 実 行 で き

る ）は 必 要 な い の で し ょ う か ？ 」で あ る が 、検 査・測 定 技 術 や 理 学 療
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法 プ ロ グ ラ ム を 実 施 す る 技 術 に つ い て は 、「 患 者 さ ま に 効 果 的 な 理 学

療 法 を 実 施 す る 」た め に は 必 須 の 能 力 で あ る 。た だ し 、本 OJT プ ロ

グ ラ ム は 「 基 本 的 動 作 能 力 低 下 の 原 因 に つ い て 仮 説 を 立 て 検 証 を 繰

り 返 す こ と に よ り 、 機 能 障 害 の 病 態 を 説 明 し 、 回 復 の た め の 理 学 療

法 プ ロ グ ラ ム を 決 定 で き る 。」 が 行 動 目 標 で あ り 、 先 に 述 べ た 検 査 ・

測 定 や 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム を 実 施 で き る 技 術 は 臨 床 推 論 能 力 と は 別

の 運 動 技 能 の 学 習 目 標 で あ る と 考 え る 。よ っ て 、本 OJT プ ロ グ ラ ム

は あ く ま で 臨 床 推 論 能 力 を 高 め る も の で あ り 、 検 査 ・ 測 定 や 理 学 療

法 プ ロ グ ラ ム の 実 施 と い っ た 運 動 技 能 と は 別 の も の と し て 捉 え る 。

た だ し 、 患 者 さ ま に 効 果 的 な 理 学 療 法 を 実 施 し 、 回 復 し て い た だ く

た め に は 必 須 の 能 力 で あ る こ と を 踏 ま え て 継 続 課 題 と し 、本 OJT プ

ロ グ ラ ム の 限 界 と し て 認 識 し 、OJT マ ニ ュ ア ル に そ の 旨 を 追 記 す る 。 

3 点 目 の 指 摘 は 、「 手 順 Ⅲ -4 で 審 議 を 判 定 さ れ る の は『 現 象 の 原 因 仮

説 』 の み で す か ？ Ⅱ -9 で 立 案 し た 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 妥 当 性 や 実

施 し た プ ロ グ ラ ム （ 理 学 療 法 ） の 質 に 問 題 が あ る 可 能 性 も あ る と 思

い ま し た 。」 で あ る 。 本 OJT プ ロ グ ラ ム で は 、「 現 象 の 原 因 仮 説 」を

検 証 す る こ と を 考 え て い る 。 IDer の 言 う 「 立 案 し た 理 学 療 法 プ ロ グ

ラ ム の 妥 当 性 や プ ロ グ ラ ム の 質 に 問 題 が あ る 可 能 性 も あ る 」 と い う

意 見 は 「 患 者 さ ま に 効 果 的 な 理 学 療 法 を 実 施 す る 」 と い う 観 点 に お

い て は 重 要 な 観 点 で あ る 。一 方 で 、本 OJT プ ロ グ ラ ム で「 基 本 的 動

作 能 力 低 下 の 原 因 に つ い て 仮 説 を 立 て 検 証 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、

機 能 障 害 の 病 態 を 説 明 し 、 回 復 の た め の 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム を 決 定

で き る 。」と い う 行 動 目 標 を 達 成 す る こ と に よ り 、理 学 療 法 で 改 善 す

べ き 基 本 的 動 作 能 力 低 下 の 原 因 を 明 ら か に す る こ と が で き る よ う に

な る 。そ の 上 で 改 善 す べ き 原 因 に 対 し て「 妥 当 性 が あ り 、質 を 伴 っ た

理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 立 案 」が 成 り 立 つ と 考 え る 。指 摘 の あ っ た「 立

案 し た 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 妥 当 性 や プ ロ グ ラ ム の 質 に 問 題 が あ る

可 能 性 も あ る 」と い う 意 見 は も っ と も で あ る が 、本 OJT プ ロ グ ラ ム

の 学 習 目 標 を 達 成 し た こ と を 前 提 と し て 成 り 立 つ 知 的 技 能 で あ る と

考 え 、 OJT プ ロ グ ラ ム の 限 界 と し て 認 識 し 、 OJT プ ロ グ ラ ム に そ の
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旨 を 追 記 す る 。  

4 点 目 の 指 摘 は 、「 学 習 目 標 を 達 成 す る た め に は 手 順 Ⅳ は 必 要 な い と 思

い ま し た 。」で あ る 。IDer の 指 摘 を 踏 ま え て 改 め て 学 習 目 標 と 課 題 分

析 図 の 整 合 性 を 確 認 す る と 確 か に 「 自 身 の 行 っ た 仮 説 検 証 を チ ェ ッ

ク リ ス ト を 使 っ て 点 検 す る 」は 不 要 で あ る 。よ っ て 、課 題 分 析 図 よ り

手 順 Ⅳ を 削 除 す る こ と と す る 。  

上 記 の 対 応 に よ り 課 題 分 析 図 は 妥 当 な 状 態 と な っ た と 判 断 す る 。  

ま あ ま あ 妥 当 で あ る  

大 筋 は 妥 当 で あ る と 思 い ま す が 、 以 下 の 4 点 が 気 に な り ま し た 。  

１ ）手 順 Ⅱ -5 で「 偽 」と な っ た 場 合 は 、Ⅱ -8→（ 次 点 の 検 証 を せ ず に ）Ⅱ -9 と 進

ん で 良 い の で し ょ う か ？  

２ ）手 順 Ⅱ -3、Ⅲ -1 は ス キ ル 的 な 前 提 条 件（ 実 行 で き る ）は 必 要 な い の で し ょ う

か ？  

３ ） 手 順 Ⅲ -4 で 審 議 を 判 定 さ れ る の は 「 現 象 の 原 因 仮 説 」 の み で す か ？  

 Ⅱ -9 で 立 案 し た 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 妥 当 性 や 実 施 し た プ ロ グ ラ ム （ 理 学 療

法 ） の 質 に 問 題 が あ る 可 能 性 も あ る と 思 い ま し た 。  

４ ） 学 習 目 標 を 達 成 す る た め に は 手 順 Ⅳ は 必 要 な い と 思 い ま し た 。  

 学 習 目 標 に「 自 身 の 行 っ た 仮 説 検 証 を チ ェ ッ ク リ ス ト を 使 っ て 点 検 す る 」な ど

が 入 っ て い る な ら 手 順 Ⅳ も 必 要 だ と 思 い ま す が … 。  
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図  6 Ver.3.0 課 題 分 析 図  

4.1.4.2. 学 習目 標の 妥当 性につい ての レビュー 結果と見直し の方針 

IDer よ り「 あ ま り 妥 当 で は な い 」と い う 回 答 を 得 た 。そ の 理 由 と し

て は「 学 習 目 標 に『 評 価 条 件 』と『 合 格 基 準 』が 含 ま れ て い な い よ う

に 思 え ま す 。 学 習 者 に 提 示 す る 学 習 目 標 は こ れ で 良 い の か も し れ ま

せ ん が 、 IDer と し て 提 示 す る の で あ れ ば 『 目 標 行 動 』 だ け で な く 、

他 の 二 つ も 含 ん だ 方 が 良 い と 思 い ま す 。」と の こ と で あ っ た 。学 習 目

標 に は「 行 動 目 標 」、「 評 価 条 件 」、「 合 格 基 準 」を 含 め る も の で あ る と

い う こ と は そ の 通 り で あ る が 、 学 習 目 標 を わ か り や す く 表 現 す る た
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め に そ れ ぞ れ を 別 々 に し て い た 。 し か し 、 上 記 の 3 つ の 条 件 を 含 め

た 学 習 目 標 に 見 直 す こ と と す る 。 ま た 、 課 題 分 析 図 と 学 習 目 標 の 整

合 性 に つ い て の 指 摘 を 受 け た が 、 前 項 で 課 題 分 析 図 を 見 直 し た こ と

に よ り 解 決 し て い る 。 加 え て 、 対 象 集 団 を 学 習 目 標 に 含 め る 必 要 性

に つ い て も 指 摘 が あ っ た 。 こ れ ら を 踏 ま え て 学 習 目 標 を 「 呼 吸 器 機

能 障 害 を 主 因 と し た 重 複 障 害 を 持 つ 入 院 患 者 に お い て 、 8 つ の 検 査

測 定 結 果 か ら 、 基 本 的 動 作 能 力 低 下 の 原 因 に つ い て 仮 説 を 立 て 検 証

を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 機 能 障 害 の 病 態 を 説 明 し 、 回 復 の た め の 理

学 療 法 プ ロ グ ラ ム を 決 定 で き る 。 ま た 、 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト の

全 項 目 を 満 た す 仮 説 検 証 過 程 と 結 論 を 記 述 し た 症 例 報 告 書 お よ び 仮

説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル を 作 成 で き る 。」 に 修 正 す る 。 な お 、 4 つ 目 の

指 摘 に つ い て は OJT マ ニ ュ ア ル の 記 載 が 正 で あ り 、見 直 し を 行 っ た 。 

上 記 の 対 応 に よ り 学 習 目 標 は 妥 当 な 状 態 と な っ た と 判 断 す る 。  

あ ま り 妥 当 で は な い  

１ ） 学 習 目 標 に 「 評 価 条 件 」 と 「 合 格 基 準 」 が 含 ま れ て い な い よ う に 思 え ま す 。 

学 習 者 に 提 示 す る 学 習 目 標 は こ れ で 良 い の か も し れ ま せ ん が 、 IDer と し て 提 示

す る の で あ れ ば「 目 標 行 動 」だ け で な く 、他 の 二 つ も 含 ん だ 方 が 良 い と 思 い ま す 。 

２ ）前 述 の よ う に「 学 習 目 標 は 図 1 の 課 題 分 析 図 に 示 し た す べ て の 項 目 を 満 た す

こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 」と す る な ら ば 、手 順 Ⅳ を 含 ん だ 目 標 行 動 が 必 要 だ と 思

い ま す 。  

３ ）今 回 の 対 象 集 団 は「 呼 吸 機 能 障 害 を 主 因 と し た 重 複 障 害 を 持 つ 入 院 患 者 」な

の で 、 OJT の 目 標 に そ の 旨 を 加 え た 方 が 良 い と 思 い ま す 。  

（ も し く は 、OJT の 内 容 に 呼 吸 機 能 障 害 以 外 の 患 者 さ ん も 含 め た 応 用 編 も 入 れ て

展 開 し た 方 が 良 い と 思 い ま し た 。今 回 の 限 定 し た 患 者 さ ん で の 研 究 結 果 が そ の 他

の 患 者 さ ん に も 応 用 で き る か が 考 察 ポ イ ン ト に な り そ う で す ね 。）  

４ ）企 画 書 5.1 に は 、『 学 習 目 標 は「 8 つ の 検 査 測 定 結 果 か ら 、基 本 的 動 作 能 力 低

下 の 原 因 に つ い て 仮 説 検 証 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、機 能 障 害 の 病 態 を 説 明 し 、回

復 の た め の 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム を 決 定 で き る 。」 と す る 。』 と あ り ま し た 。  

少 し 文 言 が 違 う こ と が 気 に な り ま す 。  
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4.1.4.3. 評 価方 法の 妥当 性につい ての レビュー 結果と見直し の方針 

IDer よ り「 ま あ ま あ 妥 当 で あ る 」と い う 回 答 を 得 た 。肯 定 的 な 回 答

を 得 た が 、2 点 の 指 摘 を 受 け た た め 、そ れ ぞ れ へ の 解 釈 と 対 応 を 以 下

に 述 べ る 。  

ま ず 、「 症 例 報 告 書 に『 3.運 動 学 的 な 特 徴 』を 記 載 す る 欄 が な い た め

書 き づ ら そ う だ と 感 じ ま し た 。」に つ い て だ が 、症 例 報 告 書 の「 症 候

分 析 」 の 部 分 に 運 動 学 的 な 特 徴 を 記 載 す る こ と を 想 定 し て い た が 、

わ か り に く さ も あ る と 考 え る 。よ っ て 、症 例 報 告 書 の「 症 候 分 析 」に

運 動 学 的 な 特 徴 を 記 載 す る こ と が 分 か る よ う に 「 症 候 分 析 結 果 と 運

動 学 的 な 特 徴 」 に 変 更 す る こ と と す る 。  

2 点 目 の 指 摘 は 、「 症 例 報 告 書 と サ ポ ー ト ツ ー ル と チ ェ ッ ク リ ス ト と

の 対 応 が 分 か り づ ら い と 思 い ま し た 。」で あ る 。症 例 報 告 書 と サ ポ ー

ト ツ ー ル と チ ェ ッ ク リ ス ト の 対 応 が 分 か り づ ら い と の こ と で あ る が 、

事 前 に 行 っ た 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト の SME に よ る レ ビ ュ ー や 今

回 の レ ビ ュ ー に お い て も で は そ の よ う な 指 摘 が 無 か っ た こ と も 事 実

で あ る 。 よ っ て 、 こ れ か ら 行 う 1 対 1 評 価 に お け る 観 察 項 目 と し 、

分 か り に く い 部 分 な ど で 学 習 者 が ど の よ う な 対 応 を す る の か 、 ど の

よ う な 質 問 や 疑 問 を 持 つ の か を 観 察 し て い く 。  

上 記 の 対 応 に よ り 評 価 方 法 は 妥 当 な 状 態 と な っ た と 判 断 す る 。  

ま あ ま あ 妥 当 で あ る  

１ ） 症 例 報 告 書 に 「 3.運 動 学 的 な 特 徴 」 を 記 載 す る 欄 が な い た め 書 き づ ら そ う だ

と 感 じ ま し た 。  

２ ）症 例 報 告 書 と サ ポ ー ト ツ ー ル と チ ェ ッ ク リ ス ト と の 対 応 が 分 か り づ ら い と 思

い ま し た 。  

4.1.4.4. 合 格基 準の 妥当 性につい ての レビュー 結果と見直し の方針 

IDer よ り「 と て も 妥 当 で あ る 」と い う 回 答 を 得 た 。よ っ て 、合 格 基

準 に つ い て は 妥 当 な 状 態 で あ る と 判 断 す る 。  

と て も 妥 当 で あ る  

き ち ん と 分 析 し た 課 題 に 沿 っ て 記 載 さ れ て い る と 思 い ま す 。  
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4.1.4.5. 前 提 条 件 お よ び 前 提 テ ス ト の 妥 当 性 に つ い て の レ ビ ュ ー 結 果 と 見 直

し の方 針 

IDer よ り「 あ ま り 妥 当 で は な い 」と い う 回 答 を 得 た 。理 由 と し て は

「 各 種 ツ ー ル は 、 参 加 者 に と っ て 事 前 に 使 い 方 を 知 っ て い る も の な

の で し ょ う か ？ （ 今 回 作 成 し た の で あ る な ら 、 前 提 条 件 で は な く て

も 良 い と 思 い ま し た 。）」 と の こ と で あ る 。 各 種 ツ ー ル は 今 回 作 成 し

た も の で あ り 、IDer の 指 摘 の 通 り 、前 提 条 件 と は せ ず に OJT プ ロ グ

ラ ム の 中 で 使 い 方 を 学 習 し て い く こ と と し 、 前 提 条 件 か ら 削 除 し 、

前 提 テ ス ト を 見 直 す こ と と し た 。  

上 記 の 対 応 に よ り 前 提 条 件 お よ び 前 提 テ ス ト は 妥 当 な 状 態 と な っ

た と 判 断 す る 。  

あ ま り 妥 当 で は な い  

① 各 種 ツ ー ル は 、 参 加 者 に と っ て 事 前 に 使 い 方 を 知 っ て い る も の な の で し ょ う

か ？ （ 今 回 作 成 し た の で あ る な ら 、 前 提 条 件 で は な く て も 良 い と 思 い ま し た 。）  

4.1.4.6. 「 学び の第 一原 理」の OJT プ ログラ ムへの 活用方法 の妥 当性につ い

て のレ ビュ ー結 果と見直 しの 方針 

IDer よ り「 ま あ ま あ 妥 当 で あ る 」と い う 回 答 を 得 た 。肯 定 的 な 回 答

で は あ る が 、「 Modeling が ど の よ う に 関 係 す る か が 分 か り ま せ ん で

し た 。（ 症 例 報 告 書 や サ ポ ー ト ツ ー ル を 使 っ て モ デ リ ン グ す る と い う

こ と で し ょ う か ？ こ れ ら の ツ ー ル が ス キ ャ フ ォ ー ル デ ィ ン グ と す る

と 、足 場 を 外 し た 練 習 も 必 要 ？ ）」と い う 指 摘 が あ っ た 。最 終 的 に は

「 基 本 的 動 作 能 力 低 下 」、「 心 身 機 能 構 造 レ ベ ル の 機 能 低 下 」、「 病 態 」

を 構 造 図 と し て モ デ ル 化 す る こ と を Modeling と し て い る が 、そ れ が

伝 わ ら な か っ た よ う で あ る 。 足 場 を 外 し た 練 習 は 必 要 で あ る が 、 そ

れ は OJT プ ロ グ ラ ム 修 了 後 に 個 々 が 行 う べ き こ と と し て 、発 展 学 習

と す る 。よ っ て「 学 び の 第 一 原 理 」の OJT プ ロ グ ラ ム へ の 活 用 方 法

に つ い て は 現 状 通 り と し 、 足 場 を 外 し た 練 習 は 発 展 学 習 と す る 。 具

体 的 に は 、OJT マ ニ ュ ア ル の「 4.お わ り に  ～ 仕 事 の 中 で 活 用 し て 、

さ ら に 臨 床 推 論 能 力 を 高 め よ う ！ 」 に 発 展 学 習 と し て 各 種 ツ ー ル を

使 わ ず に 臨 床 推 論 を 行 い 、 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト の 全 項 目 を 満 た
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す 症 例 報 告 書 と 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル を 目 指 す こ と を 示 す よ う に

見 直 し を 行 う 。  

上 記 の 対 応 に よ り「 学 び の 第 一 原 理 」の OJT プ ロ グ ラ ム へ の 活 用 方

法 に つ い て は 妥 当 な 状 態 と な っ た と 判 断 す る 。  

ま あ ま あ 妥 当 で あ る  

Modeling が ど の よ う に 関 係 す る か が 分 か り ま せ ん で し た 。  

（ 症 例 報 告 書 や サ ポ ー ト ツ ー ル を 使 っ て モ デ リ ン グ す る と い う こ と で し ょ う

か ？ こ れ ら の ツ ー ル が ス キ ャ フ ォ ー ル デ ィ ン グ と す る と 、足 場 を 外 し た 練 習 も 必

要 ？ ）  

4.1.4.7. OJT プ ロ グ ラ ム で 用 い る ツ ー ル の 妥 当 性 に つ い て の レ ビ ュ ー 結 果 と

見 直し の方 針 

IDer よ り「 ま あ ま あ 妥 当 で あ る 」と い う 回 答 を 得 た 。肯 定 的 な 回 答

で は あ る が 、2 点 の 指 摘 を 受 け た た め 、そ れ ぞ れ へ の 解 釈 と 対 応 を 以

下 に 述 べ る 。  

ま ず 、「 各 ツ ー ル の 使 い 方 の 説 明 や 練 習 が 入 っ て い な い こ と が 気 に

な り ま し た 。（ こ れ ま で の 使 っ て い て 事 前 に 知 っ て い る も の な ら 必 要

な い と 思 い ま す が … 。）」に つ い て だ が 、各 ツ ー ル の 使 い 方 は OJT マ

ニ ュ ア ル 内 で 説 明 し て お り 、 OJT と し て 練 習 し て い る た め 、 特 段 の

対 応 は 不 要 で あ る と 判 断 し た 。  

2 点 目 の 指 摘 は 、「 動 作 観 察 サ ポ ー ト ツ ー ル：す べ て の 動 作 観 察 を 網

羅 し て い る の か 、一 部 だ け な の か が 不 明 で し た 。」で あ る 。動 作 観 察

サ ポ ー ト ツ ー ル に つ い て は 運 動 学 的 特 徴 、 症 候 分 析 の 着 眼 点 、 評 価

の 視 点 が 明 ら か に さ れ て い る「 寝 返 り 」、「 立 ち 上 が り 」、「 歩 行 」と し

て い る 。し か し 、本 OJT プ ロ グ ラ ム で 取 り 扱 う 基 本 的 動 作 を 限 定 し

て い る 旨 を 説 明 し て い な か っ た 。 よ っ て 、 OJT マ ニ ュ ア ル に て 基 本

的 動 作 を 限 定 し て い る 旨 の 説 明 を 追 加 す る こ と と し た 。  

上 記 の 対 応 に よ り OJT プ ロ グ ラ ム で 用 い る ツ ー ル つ い て は 妥 当 な

状 態 と な っ た と 判 断 す る 。  

ま あ ま あ 妥 当 で あ る  



 

 89 / 236 

 

・ 総 論 ： 各 ツ ー ル の 使 い 方 の 説 明 や 練 習 が 入 っ て い な い こ と が 気 に な り ま し た 。

（ こ れ ま で の 使 っ て い て 事 前 に 知 っ て い る も の な ら 必 要 な い と 思 い ま す が … 。）  

・動 作 観 察 サ ポ ー ト ツ ー ル：す べ て の 動 作 観 察 を 網 羅 し て い る の か 、一 部 だ け な

の か が 不 明 で し た 。  

4.1.4.8. OJT プ ロ グ ラ ム に お け る 研 修 評 価 の 妥 当 性 に つ い て の レ ビ ュ ー 結 果

と 見直 しの 方針 

IDer よ り「 ま あ ま あ 妥 当 で あ る 」と い う 回 答 を 得 た 。肯 定 的 な 回 答

で は あ る が 、「 レ ベ ル 3 の 目 標 の 一 つ が 「 患 者 を 良 く す る こ と が で き る

理 学 療 法 士 」だ と す る と 、評 価 に 患 者 さ ん の 意 見 な ど が 入 っ て も 良 い と

思 い ま し た 。」 と い う 意 見 も あ る 。 レ ベ ル 3 評 価 と し て IDer の 指 摘 に

あ る「 評 価 に 患 者 さ ん の 意 見 な ど が 入 っ て も 良 い 」と い う の は 仰 る 通

り で あ る 。 し か し 、 本 OJT プ ロ グ ラ ム で 対 象 と し て い る 疾 患 を 罹 患

さ れ る 患 者 さ ま は 高 齢 者 が 多 く 、認 知 機 能 が 低 下 さ れ て い る 方 も 少 な

く な い 。 レ ベ ル 3 評 価 の 妥 当 性 と 患 者 負 担 の 観 点 か ら 現 実 的 で は な

い 。 よ っ て 、 現 状 の 研 修 評 価 で 妥 当 な 状 態 で あ る と 判 断 し た 。  

ま あ ま あ 妥 当 で あ る  

レ ベ ル 3 の 目 標 の 一 つ が「 患 者 を 良 く す る こ と が で き る 理 学 療 法 士 」だ と す る と 、

評 価 に 患 者 さ ん の 意 見 な ど が 入 っ て も 良 い と 思 い ま し た 。  

4.1.4.9. OJT プ ロ グ ラ ム の 内 容 と 開 発 物 の 過 不 足 に つ い て の レ ビ ュ ー 結 果 と

見 直し の方 針 

IDer よ り 2 点 の 指 摘 を 受 け た 。ま ず 、「 事 前 /事 後 テ ス ト が 見 当 た り

ま せ ん で し た 。」に つ い て は 、事 前 /事 後 テ ス ト は 症 例 報 告 書 等 の 臨 床

推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト で の 点 検 で あ る が 、伝 わ ら な か っ た と 考 え る 。実

際 の OJT に お い て は 、 指 導 者 が 説 明 を 加 え る の で 問 題 と は な ら な い

た め 、 現 状 通 り と す る 。  

2 点 目 の 指 摘 は 、「 学 習 者 に OJT プ ロ グ ラ ム を 今 後 の 臨 床 に ど の よ

う に 生 か し て い く の か に つ い て の 行 動 計 画 な ど を 立 て て も ら う と 、レ

ベ ル 3 に つ な が り そ う な 印 象 は あ り ま す 。」だ が 、IDer の 指 摘 の 通 り

で 行 動 変 容 に 繋 げ る た め に は 重 要 な こ と で あ る 。よ っ て 、ア ク シ ョ ン

プ ラ ン の 立 案 を OJT 修 了 後 に 行 う こ と と し 、 ア ク シ ョ ン プ ラ ン シ ー
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ト の 作 成 と OJT プ ロ グ ラ ム 「 4． お わ り に 」 の 見 直 し を 行 っ た 。  

・ 事 前 /事 後 テ ス ト が 見 当 た り ま せ ん で し た 。  

・ 学 習 者 に OJT プ ロ グ ラ ム を 今 後 の 臨 床 に ど の よ う に 生 か し て い く の か に つ い

て の 行 動 計 画 な ど を 立 て て も ら う と 、 レ ベ ル 3 に つ な が り そ う な 印 象 は あ り ま

す 。（ 検 討 済 み で し た ら 申 し 訳 あ り ま せ ん 。）  

4.1.4.10. そ の他 

IDer よ り 3 つ の 指 摘 が あ っ た 。  

ま ず 、「 症 例 報 告 書 の 疾 患 名 の 欄 に『 呼 吸 機 能 障 害 を 引 き 起 こ し て い

る 疾 患 』と あ え て 注 釈 を つ け て い る の は 、一 般 化 せ ず に 呼 吸 機 能 障 害

の み で 使 っ て ほ し い か ら で し ょ う か ？ 」 に つ い て は 、 本 OJT プ ロ グ

ラ ム に お い て の 対 象 を 明 確 に す る た め で あ る 。 一 般 化 す る こ と は 今

後 の 課 題 と 考 え て い る た め 、 現 状 通 り と す る 。  

2 点 目 の 指 摘 は 、「 症 例 報 告 書 の 第 1 仮 設 な ど の 欄 で「 書 き 方 」欄 が

記 載 欄 と 同 じ よ う な 大 き さ な の は 違 和 感 が あ り ま し た 。」に つ い て は 、

記 載 欄 を 大 き く と る レ イ ア ウ ト に 変 更 す る 必 要 性 が あ る と 判 断 し 、

症 例 報 告 書 の レ イ ア ウ ト 変 更 を 行 っ た 。  

3 点 目 の 指 摘 は 、「 レ ベ ル 3 の 事 前 /事 後 ア ン ケ ー ト が 見 に く い と 思

い ま し た 。」に つ い て は 、IDer に 提 出 し た ア ン ケ ー ト は レ ビ ュ ー 時 に

一 度 に 多 く の ア ン ケ ー ト 項 目 を 確 認 で き る よ う に 、 ア ン ケ ー ト 項 目

を 一 覧 に し た も の で あ っ た 。そ の た め 、回 答 者 の 立 場 か ら は 見 に く い

ア ン ケ ー ト と な っ て い た と 考 え る 。実 際 に は Web ア ン ケ ー ト の 形 式

で 実 施 す る た め 、 問 題 は な い 。 よ っ て 、 現 状 通 り と す る 。  

・症 例 報 告 書 の 疾 患 名 の 欄 に「 呼 吸 機 能 障 害 を 引 き 起 こ し て い る 疾 患 」と あ え て

注 釈 を つ け て い る の は 、一 般 化 せ ず に 呼 吸 機 能 障 害 の み で 使 っ て ほ し い か ら で し

ょ う か ？  

・症 例 報 告 書 の 第 1 仮 設 な ど の 欄 で「 書 き 方 」欄 が 記 載 欄 と 同 じ よ う な 大 き さ な

の は 違 和 感 が あ り ま し た 。  

・ レ ベ ル 3 の 事 前 /事 後 ア ン ケ ー ト が 見 に く い と 思 い ま し た 。 選 択 肢 を 目 立 た せ

る な ど 、 回 答 し や す い 工 夫 が で き そ う で す 。  
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4.1.5. OJT プログ ラムに対 する 専門 家レ ビューのまと め 

こ こ ま で 設 計 ・ 開 発 し た OJT プ ロ グ ラ ム お よ び そ れ に 付 帯 す る 資 料 に

つ い て SME と IDer よ り レ ビ ュ ー を 受 け 、 そ の 結 果 に 対 応 し て き た （ 表

21）。こ の こ と に よ り OJT プ ロ グ ラ ム は 妥 当 な 状 態 と な っ た と 判 断 す る 。  

表  21 専 門 家 レ ビ ュ ー ま と め  

 改 訂 内 容  改 訂 の 根 拠  
1. 課 題 分 析

図  
手 順 Ⅳ の 削 除  IDer の 指 摘 を 踏 ま え て 改 め て 学

習 目 標 と 課 題 分 析 図 の 整 合 性 を
確 認 す る と 確 か に「 自 身 の 行 っ た
仮 説 検 証 を チ ェ ッ ク リ ス ト を 使
っ て 点 検 す る 」 は 不 要 で あ る 。  

＊ 手 順 Ⅱ -5 か ら の 分 岐 に つ い て の 分 か り に く さ は 1 対 1 評
価 に て 観 察 し 、 確 認  
学 習 目 標 の 修 正  「 行 動 目 標 」 と「 評 価 条 件 」、「 合

格 基 準 」を 分 か り 易 さ を 優 先 し て
別 に 表 記 し て い た が 、IDer よ り 学
習 目 標 に は「 行 動 目 標 」、「 評 価 条
件 」、「 合 格 基 準 」を 含 め る も の で
あ る と い う 指 摘 が あ り 、 修 正 。  
IDer よ り 対 象 集 団 を 絞 っ て い る
の で あ れ ば そ れ を 加 え る べ き と
い う 指 摘 が あ り 、 修 正 。  

2. 前 提 テ ス
ト  

学 習 目 標 の 修 正  前 述 の 通 り  
前 提 条 件 の 一 部 削 除 、 お
よ び 関 連 す る 前 提 テ ス ト
の 問 題 を 削 除  

IDer よ り 各 種 ツ ー ル は 今 回 作 成
し た も の で あ る な ら 前 提 条 件 で
は な く て も よ い と い う 指 摘 が あ
り 、 修 正 。  

問 1 お よ び 2 の 解 答 方 法
を 記 号 の 記 載 に 変 更  

SME よ り 解 答 方 法 を 簡 便 に す る
よ う に 指 摘 が あ り 、 修 正 。  

3. 臨 床 推 論
チ ェ ッ ク
リ ス ト  

学 習 目 標 の 修 正  前 述 の 通 り  
＊ 改 訂 は な し 。 症 例 報 告 書 ・仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル と チ ェ

ッ ク リ ス ト の 対 応 関 係 の 分 か り づ ら さ は 1 対 1 評 価 に て 観
察 し 、 確 認 。  

4. 症 例 報 告
書  

「 症 候 分 析 」の 項 目 を「 症
候 分 析 結 果 と 運 動 学 的 な
特 徴 」 に 修 正  

IDer よ り「 運 動 学 的 な 特 徴 」を 記
載 す る 欄 が 無 い と の 指 摘 が あ り 、
修 正  

レ イ ア ウ ト の 見 直 し  IDer よ り 注 釈 が 記 載 欄 と 同 等 の
大 き さ で あ る こ と に つ い て 指 摘
が あ り 、 修 正 。  

5. OJT マ ニ
ュ ア ル  

学 習 目 標 の 修 正  前 述 の 通 り  
図 2 臨 床 推 論 の 全 体 像
（ 課 題 分 析 図 ） の 修 正  

前 述 の 通 り  

「 4．お わ り に 」に 発 展 学
習 と し て 各 種 ツ ー ル を 使
わ ず に 臨 床 推 論 を 行 い 、
臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト
の 全 項 目 を 満 た す 症 例 報
告 書 と 仮 説 検 証 サ ポ ー ト
ツ ー ル を 目 指 す こ と を 示
す 。  

IDer よ り 足 場 を 外 し た 練 習 も 必
要 で あ る と い う 意 見 が あ り 、発 展
学 習 と し て 追 加 す る こ と と し た 。 

OJT プ ロ グ ラ ム で 取 り 扱
う 基 本 的 動 作 を 運 動 学 的
特 徴 、症 候 分 析 の 着 眼 点 、

IDer よ り 動 作 観 察 サ ポ ー ト ツ ー
ル に つ い て す べ て の 動 作 を 網 羅
し て い る の か 、一 部 な の か が 不 明
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評 価 の 視 点 が 明 ら か に さ
れ て い る 「 寝 返 り 」、「 立
ち 上 が り 」、「 歩 行 」 に 限
定 し て い る 旨 を 追 記  

で あ る と い う 指 摘 が あ り 、 3 つ の
基 本 的 動 作 に 限 定 し て い る こ と
を 追 記 。  

「 4．お わ り に 」に ア ク シ
ョ ン プ ラ ン を 立 案 す る こ
と を 発 展 学 習 と し て 追
記 。  

IDer よ り 今 後 の 臨 床 に ど の よ う
に 活 か し て い く の か に つ い て 行
動 計 画 を 立 て る こ と に よ り 、レ ベ
ル 3 に 繋 が る と い う 助 言 が あ り 、
追 記 。  

OJT 前 に オ リ エ ン テ ー シ
ョ ン を 企 画 し 、 臨 床 推 論
の 難 し さ と 現 状 、OJT プ
ロ グ ラ ム の 目 的 、 目 標 を
伝 え る 。  

SME よ り 作 業 と し て こ な さ れ て
し ま う 可 能 性 が あ る と の 指 摘 が
あ り 、 追 加 。  

STEP0 の 表 現 を「 検 索 し
よ う ！ 」 に 修 正  

SME よ り 他 の STEP と の 統 一 感
が あ っ た 方 が よ い と の 指 摘 が あ
り 、 修 正 。  

各 種 ツ ー ル と 使 用 す る タ
イ ミ ン グ を 一 覧 に ま と
め 、「 2.3 OJT プ ロ グ ラ
ム の 基 本 形 」 に 挿 入  

SME よ り ツ ー ル と 使 用 す る 場 面
が 一 覧 に な っ て い る 方 が ツ ー ル
を 選 択 し や す い と い う 指 摘 が あ
り 、 修 正 。  

6. OJT プ ロ
グ ラ ム 企
画 書  

学 習 目 標 の 修 正  前 述 の 通 り  

7. 1 対 1 評 価
に お け る
観 察 項 目
シ ー ト 作
成  

1 対 1 評 価 で 用 い る 観 察
項 目 シ ー ト に 臨 床 推 論 の
手 順 を 誤 っ て い な い か 観
察 す る 項 目 を 設 け る （ 観
察 項 目 シ ー ト を 作 成 す る
際 に 対 応 ）。  

IDer の 指 摘 よ り 課 題 分 析 図 の わ
か り し く さ が あ る と 判 断 し 、 1 対
1 評 価 に お い て 重 点 的 に 観 察 す る
こ と と し た 。  
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4.2. OJT プログ ラムの有 用性 評価 の概 要 

本 研 究 に お い て 設 計・開 発 し た OJT プ ロ グ ラ ム の 有 用 性 は 学 習 者 検 証 の 原

則 に 従 っ て 1 対 1 評 価 を 学 習 者 2 名 に 対 し て 実 施 す る こ と に よ っ て 確 認 し

た 。1 対 1 評 価 で は OJT プ ロ グ ラ ム の 進 行 状 況 を 見 守 り 、そ の 有 用 性 を「 学

習 者 に お け る OJT プ ロ グ ラ ム 実 施 前 後 の 比 較 」 に よ っ て 評 価 し （ 表 22）、

そ の 結 果 を OJT 実 施 前 後 で 取 り ま と め た （ 添 付 資 料 19～ 20）。 各 評 価 で 用

い た 評 価 ツ ー ル お よ び 評 価 内 容 に つ い て は 表 17 参 照 の こ と 。ま た 、OJT プ

ロ グ ラ ム の 進 行 状 況 は 「 観 察 プ ラ ン シ ー ト 兼 経 過 時 間 記 録 用 紙 」 に 記 録 し

た （ 添 付 資 料 21）。 各 レ ベ ル の 評 価 結 果 を 次 項 よ り 示 し て い く 。  

表  22 OJT プ ロ グ ラ ム 実 施 前 後 の 比 較 に よ る 有 用 性 評 価 の 概 要  

 OJT 実 施 前  OJT 実 施 後  OJT 実 施 1 か 月 後  
レ ベ ル 1  □  臨 床 推 論 能 力 育

成 の た め の OJT
プ ロ グ ラ ム 修 了
後 ア ン ケ ー ト  

 

レ ベ ル 2 □  症 例 報 告 書 等 の
臨 床 推 論 チ ェ ッ
ク リ ス ト に よ る
点 検  

□  症 例 報 告 書 等 の
臨 床 推 論 チ ェ ッ
ク リ ス ト に よ る
点 検  

 

レ ベ ル 3 □  【 学 習 者 向 け 事
前 ア ン ケ ー ト 】
臨 床 推 論 の 実 態
調 査 ア ン ケ ー ト  

□  【 OJT 実 施 前 】
学 習 者 向 け 半 構
造 化 イ ン タ ビ ュ
ー  

□  【 OJT 実 施 前 】
上 ⾧ ・ 先 輩 理 学
療 法 士 向 け 半 構
造 化 イ ン タ ビ ュ
ー  

 □  臨 床 推 論 能 力 育
成 の た め の OJT
プ ロ グ ラ ム フ ォ
ロ ー ア ッ プ ア ン
ケ ー ト  

□  【 OJT 実 施 後 】
学 習 者 向 け 半 構
造 化 イ ン タ ビ ュ
ー  

□  【 OJT 実 施 後 】
上 ⾧ ・ 先 輩 理 学
療 法 士 向 け 半 構
造 化 イ ン タ ビ ュ
ー  

4.2.1. レ ベル 1 評 価結果 

OJT プ ロ グ ラ ム 実 施 し 、事 後 テ ス ト に 合 格 し た 後 に ア ン ケ ー ト 調 査 を 行

っ た 。調 査 結 果 は 表 23 の 通 り で あ る 。学 習 者 の 満 足 度 は 高 い 状 態 で 学 習

目 標 を 達 成 で き た と 思 え て い る 状 態 で あ る 。 臨 床 推 論 能 力 の 構 成 要 素 で

あ る「 動 作 観 察 」、「 初 期 仮 説 の 生 成 と 検 証 、理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 立 案 」、

「 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 実 施 と 再 評 価 」、「 仮 説 検 証 の 論 証 的 な 主 張 と チ

ェ ッ ク リ ス ト を 用 い た 点 検 」 に つ い て も 学 習 者 か ら 肯 定 的 な 回 答 を 得 て

い る 。ま た 、本 OJT プ ロ グ ラ ム で 取 得 し た 能 力 は 仕 事 で 活 用 で き そ う で 、
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職 場 に お い て も 実 現 可 能 と 捉 え ら れ て い る 。た だ し 、1 名 の 学 習 者 で は 実

際 の 臨 床 場 面 に お い て 、 そ の 場 で 臨 床 推 論 を 行 わ な け れ ば な ら な い こ と

を 踏 ま え て 十 分 に 自 信 を 持 て て い な い 状 態 で あ っ た こ と に つ い て は 留 意

し な け れ ば な ら な い 。 OJT プ ロ グ ラ ム に お い て 臨 床 推 論 を サ ポ ー ト す る

ツ ー ル や 自 分 の 意 見 を 主 張 し 、 他 者 の 意 見 を 聞 く こ と が で き る 症 例 検 討

会 は 好 評 で あ る が 、取 り 扱 う 基 本 的 動 作 別 で の OJT の 必 要 性 や OJT に 要

す る 時 間 、 指 導 者 間 の 能 力 開 発 の 差 に つ い て は 懸 念 さ れ て い る 。  

表 23 レ ベ ル 1 評 価 結 果  

氏 名  学 習 者 ①  学 習 者 ②  
A：ご 自 身 の 印 象 に
一 番 近 い 番 号 を 選
択 し て く だ さ い 。  

6 6 

A：上 記 の 回 答 に つ
い て 理 由 な ど  

研 修 前 は 複 雑 な 工 程 な ど が
あ る 印 象 だ っ た が 、実 際 行 っ
て み て 臨 床 業 務 に 必 要 な 思
考 過 程 が 学 べ た と 思 う こ と
か ら 興 味 深 か っ た と 思 う 。  

実 際 に 臨 床 の 中 で は 退 院 支
援 に 目 が 行 き が ち で PT と し
て 必 要 で あ る 動 作 分 析 が 十
分 に 行 え て い な い と 感 じ て
い た た め 。  

R：ご 自 身 の 印 象 に
一 番 近 い 番 号 を 選
択 し て く だ さ い 。  

7 7 

R：上 記 の 回 答 に つ
い て 理 由 な ど  

リ ハ ビ リ 職 と し て 、必 要 な こ
と を 手 順 を 踏 ん で 再 学 習 す
る こ と が で き 、自 分 が ど こ に
対 し て 治 療 を 行 な っ て い る
の か 問 題 点 を 明 確 化 す る こ
と が 繰 り 返 し 行 う こ と で 身
に つ い て く る と 思 っ た た め 。 

改 め て PT と し て 必 要 な ス キ
ル を 再 認 識 し 、学 ぶ こ と が で
き た と 感 じ て い る 。  

C：ご 自 身 の 印 象 に
一 番 近 い 番 号 を 選
択 し て く だ さ い 。  

6 3 

C：上 記 の 回 答 に つ
い て 理 由 な ど  

さ ま ざ ま な 仮 説 が あ る 中 で 、
優 先 順 位 を 付 け る 際 に な ぜ
こ れ が 1 位 な の か と い う 根 拠
が 薄 い と 感 じ て い る た め 。  

今 回 は 時 間 を か け て で き る
よ う に な っ た が 、実 際 の 臨 床
場 面 で は 臨 床 推 論 を そ の 場
で 行 わ な け れ ば い け な い と
考 え た と き に ま だ 不 安 な 部
分 が あ る 。  

S：ご 自 身 の 印 象 に
一 番 近 い 番 号 を 選
択 し て く だ さ い 。  

7 7 

S：上 記 の 回 答 に つ
い て 理 由 な ど  

問 題 点 を 明 確 化 し 、適 切 な 治
療 が で き て い る と 研 修 前 よ
り 自 信 が 持 て る と 思 う た め 。 

臨 床 推 論 を 考 え る に あ た っ
て の 手 順 は 自 分 で は 考 え る
こ と が な く 、今 回 学 ん だ こ と
で 頭 の 中 で す っ き り と 考 え
る こ と が で き る よ う に な っ
た た め 参 加 し て よ か っ た と
感 じ た 。あ と は 課 ⾧ と コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン を と る 機 会 に
も な っ た た め 貴 重 な 時 間 と
な っ た と 感 じ る 。  

学 習 目 標 は 達 成 で
き ま し た か ？  そ う 思 う  と て も そ う 思 う  
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上 記 の 回 答 に つ い
て の 理 由  

仮 説 立 案 の 際 に も っ と 根 拠
を 持 っ て 違 う 仮 説 を 否 定 で
き る よ う に な っ て い る と と
て も そ う 思 う に 当 て は ま っ
て い た と 思 う 。  

臨 床 推 論 の 手 順 を 踏 ん で 実
施 す る こ と で プ ロ グ ラ ム の
立 案 ま で の 流 れ を 滞 り な く
実 施 す る こ と が で き た 。  

「 動 作 の 観 察 」 は
で き る よ う に な り
ま し た か ？  

そ う 思 う  そ う 思 う  

上 記 の 回 答 に つ い
て の 理 由  

現 象 、症 候 分 析 の 着 眼 点 と 運
動 学 的 な 特 徴 を 混 在 さ せ て
し ま う こ と が あ り 考 え が ま
と ま っ て い な い 場 合 が あ っ
た こ と か ら そ う 思 う と し た 。 

ま だ 昇 降 分 析 と 運 動 学 的 特
徴 が 曖 昧 に な っ て し ま う 事
が あ っ た た め 。  
今 後 は 区 別 し て 考 え ら れ る
よ う に し た い 。  

「 初 期 仮 説 の 生 成
と 検 証 、 理 学 療 法
プ ロ グ ラ ム の 立
案 」 は で き る よ う
に な り ま し た か ？                                          

そ う 思 う  と て も そ う 思 う  

上 記 の 回 答 に つ い
て の 理 由  

優 先 順 位 を つ け る 際 に 動 作
や 運 動 学 的 に 根 拠 を も っ て
順 位 つ け を 行 う こ と に ま だ
不 足 が あ る と 思 う た め 、根 拠
を も っ て 違 う こ と を 否 定 す
る こ と が 可 能 に な る と 、と て
も そ う 思 う に な る と 思 う た
め 。  

特 に 優 先 順 位 付 け の 考 え 方
を 学 ん だ の が 大 き い と 感 じ
る 。優 先 順 位 を 付 け ら れ る こ
と で 検 査・測 定 以 降 も ス ム ー
ズ に 進 め る こ と が で き た 。  

「 理 学 療 法 プ ロ グ
ラ ム の 実 施 と 再 評
価 」 は で き る よ う
に な り ま し た か ？  

そ う 思 う  と て も そ う 思 う  

上 記 の 回 答 に つ い
て の 理 由  

病 態 と の 結 び 付 け の 際 に そ
の 人 の 生 活 や 姿 勢 な ど も 考
慮 し て 考 え る べ き こ と が あ
り 、そ の 点 が ま だ 不 足 し て い
た と 思 う た め 。  

自 分 の 中 で も 迷 う こ と な く
ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き
た 。  

「 仮 説 検 証 の 論 証
的 な 主 張 と チ ェ ッ
ク リ ス ト を 用 い た
点 検 」 は で き る よ
う に な り ま し た
か ？  

そ う 思 う  と て も そ う 思 う  

上 記 の 回 答 に つ い
て の 理 由  

論 証 的 な 主 張 な 点 で 少 し 不
足 が あ っ た と 思 う 。何 か を 否
定 す る と き な ど の 根 拠 が 薄
い こ と が あ っ た た め 。ツ ー ル
を 用 い た チ ェ ッ ク リ ス ト の
点 検 な ど は で き て い た と 思
う 。  

頂 い た 資 料 と 照 ら し 合 わ せ
な が ら 行 う こ と で ス ム ー ズ
に 実 施 で き た 。  

習 得 し た 能 力 は 仕
事 の ど の よ う な 場
面 で 活 用 で き そ う
で す か ？  

臨 床 で の 効 果 的 な 治 療 プ ロ
グ ラ ム の 立 案 や 問 題 点 の 整
理 が で き て い な い 患 者 様 に
対 し て の 問 題 点 の 整 理 に 対
し て 活 用 が で き る と 思 う 。  

ま ず は 動 作 分 析 を 行 う こ と
の 必 要 性 を 再 確 認 で き た 。今
ま で は 動 作 を 見 て 重 症 度 の
判 定 ま で し か 行 え て い な い
こ と が あ っ た た め 、問 題 点 の
抽 出 、優 先 順 位 付 け を 行 う こ
と で 必 要 な 評 価 項 目 や プ ロ
グ ラ ム 立 案 も 絞 る こ と が で
き る の で 効 率 の 良 い 介 入 、根
拠 の あ る 介 入 を 行 う こ と が
で き る と 感 じ た 。あ と は も っ
と ス ム ー ズ に 臨 床 推 論 を 行
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え る よ う に な れ ば よ り 臨 床
に 活 か せ る と 感 じ る 。  

本 OJT プ ロ グ ラ ム
は 職 場 に お い て 実
現 可 能 だ と 思 い ま
す か ？  

思 う  思 う  

本 OJT プ ロ グ ラ ム
は い か が で し た
か ？  

よ い  と て も よ い  

本 研 修 に つ い て よ
か っ た と 思 う 点 を
3 つ 以 上 お 書 き く
だ さ い 。  

  マ ン ツ ー マ ン で の 指 導  
  仮 説 検 証 な ど の ツ ー ル が

あ る こ と  
  今 後 に 活 か せ る 項 目 で あ

る こ と  
  今 後 の 臨 床 で も 使 え る よ

う に と ア ク シ ョ ン プ ラ ン
で も ア フ タ ー フ ォ ロ ー が
あ る と こ ろ  

  自 分 の 臨 床 を 見 直 す き っ
か け に な る  

  実 際 の 臨 床 場 面 に 合 わ せ
て 実 施 で き る 。  

  自 分 の 意 見 を 他 人 に 主 張
で き る 機 会 に な る 。  

  先 輩 の 臨 床 の 考 え な ど も
聞 く こ と が で き る 。  

本 研 修 に つ い て 改
善 が 必 要 と 思 う 点
を 3 つ 以 上 お 書 き
く だ さ い 。  

  指 導 時 間 に よ り 臨 床 推 論
能 力 開 発 に 差 が 生 ま れ て
し ま い そ う 。  

  作 成 に 時 間 が か か っ た り
す る と 、 業 務 時 間 が ⾧ く
な っ て し ま っ た り す る 。  

  1 症 例 で の 検 証 の た め 、
動 作 別 な ど の 思 考 が 不 足
し て し ま う 可 能 性 が あ る
と 思 う 。  

  ① 自 分 が 今 回 行 っ て い た
症 例 を 指 導 者 は 直 接 見 た
こ と は な か っ た と い う  

  ② 最 初 の 症 例 報 告 書 な ど
の 作 成 の 際 に 理 解 が 浅 く
時 間 を 多 く 要 し て し ま っ
た こ と 申 し 訳 ご ざ い ま せ
ん 。 上 記 の 2 つ し か 思 い
浮 か び ま せ ん で し た 。  

前 項 で 本 研 修 に つ
い て 改 善 が 必 要 と
思 わ れ た 点 に つ い
て 改 善 の ア イ デ ィ
ア が あ れ ば お 教 え
く だ さ い 。  

  一 定 時 間 以 上 の 指 導 と 指
導 時 間 の 基 準 を 作 成  

  ① 実 施 す る 前 に 担 当 患 者
を 先 輩 と 組 む よ う に ア ナ
ウ ン ス し て お く 。  

  ② 実 施 前 に 資 料 を 読 み 込
む 時 間 を も う 少 し 取 れ れ
ば よ か っ た 。  

前 項 の よ う に お 答
え に な っ た 理 由 を
お 教 え く だ さ い 。  

  指 導 時 間 の 差 が な け れ ば
能 力 開 発 の 差 も 減 少 す る
可 能 性 が あ る と 思 う た
め 。  

  ① 実 際 に 同 担 当 者 間 で 実
施 で き れ ば 患 者 様 の 背 景
や 動 作 分 析 な ど も よ り 詳
細 に 討 論 で き る と 感 じ
た 。  

  ② 実 施 前 に 資 料 の 読 み 込
み が 少 な く 実 施 に 余 計 な
時 間 な ど が 生 じ て し ま っ
た 印 象 が あ る 。  

そ の 他 、本 OJT プ
ロ グ ラ ム を 受 講 し
て の 感 想 や ご 意 見
な ど お 教 え く だ さ
い 。  

こ れ か ら の 臨 床 業 務 に 活 か
せ る 項 目 の 研 修 で あ っ た た
め 、 今 後 の た め に な る と 思
う 。ま た 、問 題 点 な ど の 整 理
が 不 足 し て い る 際 は ツ ー ル
等 を 用 い て 整 理 を 行 う よ う
に し 的 確 な 治 療 プ ロ グ ラ ム
の 立 案・実 施 が で き る よ う に
し て い こ う と い う 意 欲 が 増
え た 。  

考 え る 手 順 を 知 れ る と い う
の は 今 後 も 臨 床 に お い て 実
践 し や す い た め 非 常 に 良 い
も の だ と 感 じ た 。あ と は 今 回
学 ん だ こ と を 継 続 し て 行 っ
て い く 必 要 が あ る た め 周 り
の 人 の 協 力 も 仰 ぎ つ つ 行 っ
て い け れ ば と 思 う 。  

4.2.2. レ ベル 2 評 価結果 

レ ベ ル 2 評 価 と し て 、症 例 報 告 書 等 の 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト で の 点 検
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を 事 前・事 後 テ ス ト と し て 実 施 し た（ 表 24）。2 名 の 学 習 者 共 に 事 後 テ ス

ト で は 1 回 で 合 格 と な っ た 。 な お 、 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト の 項 目 番 号

7「 仮 説 検 証 に 必 要 な 医 学 的 情 報 が 収 集 さ れ 、記 述 さ れ て い る 。」に お い て

は OK も し く は NG の 判 定 で あ っ た が 実 際 に は 該 当 し な い 場 合 も あ る こ

と が あ り 、 NA を 追 加 し て い る 。  

表  24 事 前 ・ 事 後 テ ス ト 結 果  

項 目 番
号  

学 習 者 ①  学 習 者 ②  
事 前 （ 9/17）  事 後 （ 17/17）  事 前 （ 4/17）  事 後 （ 17/17）  

1 OK OK NG OK 
2 NG OK NG OK 
3 NG OK NG OK 
4 NG OK OK OK 
5 NG OK OK OK 
6 OK OK NG OK 
7 NA NA NA NA 
8 OK OK NG OK 
9 NG OK NG OK 

11 OK OK NG OK 
12 NG OK NG OK 
13 NG OK OK OK 
14 OK OK OK OK 
15 OK OK NG OK 
16 NA NA NA NA 
17 OK OK NG OK 
18 OK OK NG OK 
19 NG OK NG OK 

 

4.2.3. レ ベル 3 評 価結果 

4.2.3.1. 学 習 者 ① に お け る レ ベ ル 3 評 価 結 果  

OJT 実 施 前 評 価 結 果  

学 習 者 ① へ の ア ン ケ ー ト 結 果 で は 、臨 床 推 論 の 実 態 に 関 す る 4 つ の 質 問

に つ い て 、「 と て も よ く で き て い る 」、「 で き て い る 」、「 で き て い な い 」、

「 全 く で き て い な い 」 の 4 段 階 で 主 観 的 な 評 価 を 求 め た と こ ろ 、 す べ て

項 目 に お い て「 で き て い な い 」と い う 回 答 で あ っ た 。「 で き て い な い 」と

い う 回 答 の 理 由 と イ ン タ ビ ュ ー 結 果 で は ① 基 本 的 動 作 の 運 動 学 的 な 特 徴

を 把 握 で き て い な い 、 ② 心 身 機 能 ・ 構 造 レ ベ ル の 機 能 低 下 に お け る 優 先

順 位 が 付 け ら れ て い な い 、③ 効 果 判 定 を 実 施 す る 時 期 が わ か っ て い な い 、

④ 心 身 機 能 ・ 構 造 レ ベ ル の 効 果 判 定 が で き て い な い 、 ⑤ 基 本 的 動 作 能 力

低 下 の 原 因 を 実 際 に は 検 査 ・ 測 定 し て い な い 心 身 機 能 ・ 構 造 レ ベ ル の 機
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能 低 下 が 説 明 し て し ま っ て い る 、 と い う こ と で あ っ た 。 上 ⾧ お よ び 先 輩

理 学 療 法 士 の イ ン タ ビ ュ ー に お い て は ① 基 本 的 動 作 に お い て 運 動 学 的 な

特 徴 で 捉 え ら れ て い な い 、② 生 成 さ れ た 仮 説 に 優 先 順 位 が 付 い て い な い 、

③ 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 効 果 判 定 に よ る 仮 説 検 証 が で き て い な い 、 ④ 理

学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 効 果 判 定 の 結 果 、 仮 説 が 棄 却 さ れ た 場 合 に 他 の 仮 説

が 生 成 で き な い 、⑤ 事 実 に 基 づ い て 基 本 的 動 作 能 力 低 下・心 身 機 能・構 造

レ ベ ル の 機 能 低 下 ・ 病 態 の 因 果 関 係 を 説 明 で き て い な い 、 と い う 評 価 で

あ っ た 。  

提 供 さ れ る 理 学 療 法 の 品 質 に 関 し て 、「 あ て は ま る 」、「 や や あ て は ま る 」、

「 あ ま り あ て は ま ら な い 」、「 全 く あ て は ま ら な い 」 の 4 段 階 で 主 観 的 な

評 価 を 求 め た と こ ろ 、 学 習 者 は 3 つ の ア ン ケ ー ト 項 目 の う ち 2 つ に つ い

て「 あ ま り あ て は ま ら な い 」を 選 択 し て い た 。回 答 理 由 と イ ン タ ビ ュ ー 結

果 で は ① 生 成 し た 仮 説 で 検 査 ・ 測 定 を 実 施 し て い な い も の が あ る こ と 、

② 効 果 判 定 が 不 十 分 で 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 見 直 し に 時 間 が か か っ て い

る こ と が 挙 げ ら れ た 。 上 ⾧ お よ び 先 輩 理 学 療 法 士 の イ ン タ ビ ュ ー に お い

て は 、 基 本 的 動 作 能 力 低 下 の 原 因 で あ る 心 身 機 能 ・ 構 造 レ ベ ル の 機 能 低

下 は 1 週 間 以 内 に 特 定 さ れ て い る が 、 ① 自 分 の 考 え ら れ る 範 囲 で あ り 、

妥 当 性 に 疑 問 が あ る と の こ と で あ っ た 。 ま た 、 ② 仮 説 の 真 偽 は 判 定 さ れ

て い な い こ と も あ り 、 ③ 心 身 機 能 ・ 構 造 レ ベ ル に 対 す る 理 学 療 法 プ ロ グ

ラ ム の 見 直 し は で き て い な い と い う 回 答 で あ っ た 。  

上 記 よ り 、学 習 者 ① は 臨 床 推 論 が で き て い る と は 言 え ず 、提 供 さ れ る 理

学 療 法 の 品 質 に お い て は 妥 当 性 の あ る 基 本 的 動 作 能 力 低 下 の 原 因 を 特 定

す る こ と が で き て お ら ず 、 仮 説 の 真 偽 が 確 認 さ れ て い な い 状 態 で 理 学 療

法 が 実 施 さ れ て お り 、 そ の 見 直 し も で き て い な い 状 態 で あ る 。  

OJT 実 施 1 か 月 後 評 価 結 果  

学 習 者 ① に OJT 実 施 1 か 月 後 に Web ア ン ケ ー ト お よ び 半 構 造 化 イ ン タ

ビ ュ ー を 実 施 し た 。 OJT 実 施 前 と 同 様 に 臨 床 推 論 の 実 態 に 関 す る 4 つ の

質 問 に つ い て 、「 と て も よ く で き て い る 」、「 で き て い る 」、「 で き て い な い 」、

「 全 く で き て い な い 」の 4 段 階 で 主 観 的 な 評 価 を 求 め た と こ ろ 、す べ て 項

目 に お い て 改 善 が 確 認 さ れ た（ 問 題 の 同 定 は「 で き て い な い 」か ら「 で き
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て い る 」、初 期 仮 説 群 の 生 成 は「 で き て い な い 」か ら「 で き て い る 」、初 期

仮 説 群 の 検 証 は 「 で き て い な い 」 か ら 「 と て も よ く で き て い る 」、 結 論 の

論 証 的 な 主 張 は「 で き て な い 」か ら「 で き て い る 」）。ま た 、ア ン ケ ー ト お

よ び イ ン タ ビ ュ ー 結 果 で は 、基 本 的 動 作 能 力 の 運 動 学 的 な 特 徴 を 捉 え 、心

身 機 能・構 造 レ ベ ル の 仮 説 に 優 先 順 位 を 付 け る こ と が で き る よ う な り 、さ

ら に 、効 果 判 定 も 実 施 で き 、基 本 的 動 作 能 力 の 低 下 と そ の 原 因 に つ い て 根

拠 を 持 っ て 因 果 関 係 を 説 明 で き る よ う に な っ た と も 回 答 し て い る 。OJT プ

ロ グ ラ ム に よ っ て 臨 床 推 論 過 程 を 学 ぶ こ と で 学 習 者 ① は「 自 分 の 頭 の 中 が

整 理 さ れ た 」と 述 べ て お り 、加 え て「 OJT で 使 用 し た ツ ー ル を 減 ら し て い

く 準 備 が で き て い た 」と の こ と で 、行 動 変 容 に 向 け て の 準 備 が 整 っ て い た

と 言 え る 。  

提 供 す る 理 学 療 法 の 品 質 に つ い て は 、 OJT 前 と 同 様 に 「 あ て は ま る 」、

「 や や あ て は ま る 」、「 あ ま り あ て は ま ら な い 」、「 全 く あ て は ま ら な い 」の

4 段 階 で 主 観 的 な 評 価 を 求 め た と こ ろ 、す べ て の 項 目 に お い て 改 善 が み ら

れ た（ 理 学 療 法 開 始 後 1 週 間 以 内 で の 問 題 の 特 定 は「 や や あ て は ま る 」か

ら「 あ て は ま る 」、理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 背 景 に あ る 仮 説 の 真 偽 判 定 は「 あ

ま り あ て は ま ら な い 」 か ら 「 や や あ て は ま る 」、 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 見

直 し は 「 あ ま り あ て は ま ら な い 」 か ら 「 や や あ て は ま る ）。 理 学 療 法 の 品

質 向 上 に OJT プ ロ グ ラ ム は 問 題 の 特 定 に お い て 、「 優 先 順 位 付 け に も っ と

も 役 に 立 っ た と 思 う 」 と の こ と で あ っ た 。  

上 ⾧ お よ び 先 輩 理 学 療 法 士 の イ ン タ ビ ュ ー に お い て は 、 上 ⾧ ・ 先 輩 理 学

療 法 士 共 に 学 習 者 ① の 臨 床 推 論 能 力 の 向 上 を 確 認 し て お り 、 OJT を 実 施

し て い な い 理 学 療 法 士 と の 違 い を 感 じ て い た 。ま た 、学 習 者 ① が 提 供 す る

理 学 療 法 の 品 質 も 向 上 し て い る と 述 べ て お り 、 上 ⾧ の 理 学 療 法 士 か ら は

「 科 内 に 浸 透 し て ほ し い 」 と い う 発 言 も 得 る こ と が で き た 。  

 

4.2.3.2. 学 習 者 ② に お け る レ ベ ル 3 評 価 結 果  

OJT 実 施 前 評 価 結 果  

学 習 者 ② へ の ア ン ケ ー ト 結 果 で は 、臨 床 推 論 の 実 態 に 関 す る 4 つ の 質 問

に つ い て 、「 と て も よ く で き て い る 」、「 で き て い る 」、「 で き て い な い 」、
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「 全 く で き て い な い 」の 4 段 階 で 主 観 的 な 評 価 を 求 め た と こ ろ 、「 結 論 の

論 証 的 な 主 張 」は「 で き て い る 」と 回 答 し て い る が 、そ れ 以 外 の 項 目 に お

い て「 で き て い な い 」と い う 回 答 で あ っ た 。「 で き て い な い 」と い う 回 答

の 理 由 と イ ン タ ビ ュ ー 結 果 で は ① 動 作 の 特 徴 を 大 き く 捉 え て し ま っ て お

り 、 運 動 学 的 な 視 点 は 考 え ら れ て い な い 、 ② 優 先 順 位 の 付 け 方 が わ か ら

ず 、 真 と な っ た 仮 説 す べ て に 理 学 療 法 実 施 し て い る 、 ③ 基 本 的 動 作 の 効

果 判 定 は 主 観 的 で あ る 、 ④ 心 身 機 能 ・ 構 造 レ ベ ル に お け る 効 果 判 定 は 実

施 し て い る が 、 1 回 の 理 学 療 法 で の 効 果 判 定 は で き て い な い こ と も 多 い 、

と い う こ と で あ っ た 。 上 ⾧ お よ び 先 輩 理 学 療 法 士 の イ ン タ ビ ュ ー に お い

て は ① 基 本 的 動 作 は 症 候 分 析 の 着 眼 点 で は 行 え て い な い 、 ② 生 成 さ れ る

仮 説 は 不 足 し て お り 、 通 常 発 揮 さ れ る べ き 心 身 機 能 ・ 構 造 レ ベ ル の 機 能

に 基 づ い て い な い 、③ 優 先 順 位 が 付 い て お ら ず 、真 偽 判 定 が 曖 昧 、④ 採 択

さ れ た 仮 説 に お け る 回 復 の 可 否 が 判 定 さ れ て い な い 、 ⑤ 心 身 機 能 ・ 構 造

レ ベ ル で の 効 果 判 定 は で き て い な い （ 上 ⾧ は 自 分 の 中 で の 仮 説 に 対 す る

も の は で き て い る と 判 定 し て い る ）、と い う 評 価 で あ っ た 。ま た 、学 習 者

② 自 身 が で き て い る と 評 価 し た 「 結 論 の 論 証 的 な 主 張 」 に つ い て は 特 に

心 身 機 能 ・ 構 造 レ ベ ル の 機 能 低 下 と 背 景 に あ る 病 態 間 の 因 果 関 係 の 説 明

は 不 十 分 で あ る と い う 評 価 で あ っ た 。  

提 供 さ れ る 理 学 療 法 の 品 質 に 関 し て 、「 あ て は ま る 」、「 や や あ て は ま る 」、

「 あ ま り あ て は ま ら な い 」、「 全 く あ て は ま ら な い 」 の 4 段 階 で 主 観 的 な

評 価 を 求 め た と こ ろ 、 学 習 者 は 3 つ の ア ン ケ ー ト 項 目 の う ち 「 原 因 で あ

る 心 身 機 能 ・ 構 造 レ ベ ル の 機 能 低 下 を 理 学 療 法 開 始 後 1 週 間 以 内 に 特 定

さ れ て い る 」と「 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し た 効 果 が 判 定 さ れ 、仮 説 検

証 が 進 む こ と に よ っ て 、 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム が 見 直 さ れ て い る 」 に つ い

て は「 や や あ て は ま る 」と 回 答 し て い た 。「 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 背 景 に

あ る 仮 説 は 検 査 ・ 測 定 と 医 学 的 情 報 に よ っ て 検 証 さ れ 、 真 と 判 定 さ れ て

い る 」に つ い て は「 あ ま り あ て は ま ら な い 」と の こ と で あ っ た 。「 あ ま り

あ て は ま ら な い 」 と い う 回 答 理 由 と イ ン タ ビ ュ ー 結 果 で は 認 知 機 能 低 下

な ど の 患 者 要 因 に よ っ て 「 あ ま り あ て は ま ら な い 」 と 回 答 し た と の こ と

で あ り 、 そ の 以 外 の 患 者 を 除 け ば 「 あ て は ま る 」 と な る と の こ と で あ っ
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た 。 上 ⾧ お よ び 先 輩 理 学 療 法 士 の イ ン タ ビ ュ ー に お い て は 、 当 該 項 目 に

お い て「 思 い 込 み が 多 い 」や「 動 作 練 習 が 多 く 、必 ず し も そ う（ 仮 説 が 真

と 判 定 さ れ て い る 状 態 ）と は い え な い 」と い う 回 答 で あ っ た 。ま た 、「 や

や あ て は ま る 」と 学 習 者 ② が 回 答 し た 2 項 目 に つ い て は 、「 で き て い な い 」

や 「 妥 当 性 に は 疑 問 が あ る 」 な ど の 評 価 で あ っ た 。  

上 記 よ り 、学 習 者 ② は 臨 床 推 論 が で き て い る と は 言 え ず 、提 供 さ れ る 理

学 療 法 の 品 質 に お い て は 品 質 が 担 保 さ れ て い る と 主 観 的 に 評 価 さ れ て い

る 項 目 は あ る が 、 客 観 的 に は 基 本 的 動 作 能 力 低 下 に つ い て 妥 当 な 原 因 が

特 定 さ れ て お ら ず 、 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 背 景 に あ る 仮 説 は 思 い 込 み も

あ り 、 必 ず し も 真 と 判 定 さ れ て い る と は 言 え ず 、 見 直 し も で き て い な い

状 態 で あ る 。  

OJT 実 施 1 か 月 後 評 価 結 果  

学 習 者 ② に OJT 実 施 1 か 月 後 に Web ア ン ケ ー ト お よ び 半 構 造 化 イ ン タ

ビ ュ ー を 実 施 し た 。 OJT 実 施 前 と 同 様 に 臨 床 推 論 の 実 態 に 関 す る 4 つ の

質 問 に つ い て 、「 と て も よ く で き て い る 」、「 で き て い る 」、「 で き て い な い 」、

「 全 く で き て い な い 」 の 4 段 階 で 主 観 的 な 評 価 を 求 め た と こ ろ 、 す べ て

項 目 に お い て 改 善 が 確 認 さ れ た（ 問 題 の 同 定 は「 で き て い な い 」か ら「 で

き て い る 」、初 期 仮 説 群 の 生 成 は「 で き て い な い 」か ら「 で き て い る 」、初

期 仮 説 群 の 検 証 は「 で き て い な い 」か ら「 と て も よ く で き て い る 」、結 論

の 論 証 的 な 主 張 は「 で き て な い 」か ら「 と て も よ く で き て い る 」）。ま た 、

ア ン ケ ー ト お よ び イ ン タ ビ ュ ー 結 果 で は 、「 で き て い る 」も し く は「 よ く

で き て い る 」 と 回 答 し て い る 一 方 で 「 運 動 学 的 な 特 徴 が す ぐ に イ メ ー ジ

で き な い 」や「 仮 説 の 生 成 が 足 り な い 」、「 も っ と 詳 細 な 評 価 方 法 な ど を 多

く 身 に 付 け た い 」 な ど い う 課 題 に つ い て も 言 及 さ れ た 。 OJT プ ロ グ ラ ム

に よ っ て 臨 床 推 論 過 程 を 学 ぶ こ と で 学 習 者 ② は 「 根 拠 を 持 っ て 臨 床 推 論

が で き る よ う に な っ た た め 、 自 信 が 持 て た た め 、 理 学 療 法 実 践 を 変 え た

い と 思 っ た 」、「 他 の 理 学 療 法 士 か ら 自 分 に な い 考 え を 吸 収 し た い 」 と の

こ と で 、 臨 床 推 論 が で き る よ う に な り 、 自 信 を 持 て た こ と で 行 動 変 容 に

向 け て の 準 備 が 整 っ て い た と 言 え る 。  

提 供 す る 理 学 療 法 の 品 質 に つ い て は 、 OJT 前 と 同 様 に 「 あ て は ま る 」、
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「 や や あ て は ま る 」、「 あ ま り あ て は ま ら な い 」、「 全 く あ て は ま ら な い 」の

4 段 階 で 主 観 的 な 評 価 を 求 め た と こ ろ 、 2 項 目 に お い て 改 善 が み ら れ た

（ 理 学 療 法 開 始 後 1 週 間 以 内 で の 問 題 の 特 定 は 「 や や あ て は ま る 」 か ら

変 化 な し 、 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 背 景 に あ る 仮 説 の 真 偽 判 定 は 「 あ ま り

あ て は ま ら な い 」か ら「 あ て は ま る 」、理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 見 直 し は「 や

や あ て は ま る 」か ら「 あ て は ま る ）。理 学 療 法 の 品 質 向 上 に OJT プ ロ グ ラ

ム は 「 自 分 自 身 が 考 え る べ き こ と を 学 ぶ こ と が で き 、 理 学 療 法 実 践 に 活

用 す る こ と が で き る よ う に な っ た 」 と い う 部 分 で 寄 与 し た と の 回 答 を 得

た 。  

上 ⾧ お よ び 先 輩 理 学 療 法 士 の イ ン タ ビ ュ ー に お い て は 、上 ⾧ で あ る 理 学

療 法 士 は 問 題 の 同 定 に お い て 基 本 的 動 作 の 運 動 学 的 な 特 徴 を 捉 え る よ う

に な っ た と の こ と で あ る が 、 カ ル テ 上 は あ ま り 変 わ ら な い と の 評 価 で あ

っ た 。 先 輩 理 学 療 法 士 は 臨 床 推 論 が で き る よ う に な っ て お り 、 OJT プ ロ

グ ラ ム を 修 了 し て い な い 理 学 療 法 士 で は 、 基 本 的 動 作 の 原 因 に つ い て 明

ら か に さ れ な い こ と も 多 い 中 で 学 習 者 ② に は 原 因 で あ る 心 身 機 能 ・ 構 造

レ ベ ル の 機 能 低 下 を 説 明 で き 、 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し 、 効 果 検 証

す る こ と に よ り 、 更 な る 仮 説 検 証 を 進 め る こ と が で き て い る と 述 べ て い

る 。ま た 、学 習 者 ② が 提 供 す る 理 学 療 法 の 品 質 に つ い て 、上 ⾧ で あ る 理 学

療 法 士 は カ ル テ 記 述 上 で は わ か ら な い と 述 べ て い る 一 方 で 、 先 輩 理 学 療

法 士 は 品 質 が 向 上 し て い る と 述 べ て い る 。 学 習 者 ② は ア ン ケ ー ト や イ ン

タ ビ ュ ー で 臨 床 推 論 の 過 程 と 結 論 を カ ル テ に 記 述 す る こ と の 重 要 性 に つ

い て 言 及 し て い る が 、 カ ル テ 記 述 が で き て い な い こ と に よ り 上 ⾧ の 理 学

療 法 士 に は そ の 変 化 が 伝 わ ら な い 部 分 が あ り 、 先 輩 理 学 療 法 士 は 実 際 に

現 場 で 学 習 者 ② と 臨 床 推 論 に つ い て 議 論 を す る 機 会 も 多 く 、 そ の 変 化 を

感 じ て い る と 推 察 さ れ る 。  

4.2.4. OJT プログ ラム観察 結果 

OJT プ ロ グ ラ ム の 進 行 状 況 を 「 観 察 プ ラ ン シ ー ト 兼 経 過 時 間 記 録 用 紙 」

に 基 づ い て 観 察 し 、 記 録 し た 。 ま ず は 、 OJT の 各 段 階 に お け る 経 過 時 間

と 主 観 的 評 価 を 表 に ま と め （ 表 25）、 観 察 お よ び 聞 き 取 り 内 容 に お い て

OJT プ ロ グ ラ ム の 見 直 し の 必 要 性 と い う 観 点 に お い て 特 記 す べ き 事 項 を



 

 103 / 236 

 

整 理 し た（ 表 26）。な お 、主 観 的 評 価 は 経 過 時 間 に 対 し て 学 習 者 自 身 が 主

観 的 に「 ⾧ い 」、「 適 正 」、「 短 い 」の い ず れ と 感 じ た か を 聞 き 取 っ て い る 。

経 過 時 間 に 関 し て は 、 学 習 者 ① で 9.2 時 間 、 学 習 者 ② で 7.4 時 間 と な っ

た 。 最 も 時 間 を 要 し た の は 臨 床 推 論 の 過 程 と 結 果 を 各 種 ツ ー ル に 表 出 す

る 過 程 で 学 習 者 ① が 2.4 時 間 、 学 習 者 ② が 2.2 時 間 で あ っ た 。  

表  25 経 過 時 間 と 主 観 的 評 価  

 学 習 者 ①  学 習 者 ②  

経 過 時 間 （ 分 ）  主 観 的 評
価  経 過 時 間 （ 分 ）  主 観 的 評

価  
前 提 テ ス ト  10 適 正  15 適 正  
事 前 テ ス ト  60 適 正  75 ⾧ い  
オ リ エ ン テ ー シ ョ
ン  30 適 正  25 短 い  

STEP 0 5 適 正  15 適 正  
STEP 1     

動 作 観 察 サ ポ ー
ト ツ ー ル 作 成  20 適 正  20 ⾧ い  

症 例 検 討 会  30 短 い  25 適 正  
振 り 返 り シ ー ト
作 成  5 適 正  10 適 正  

STEP 2     
仮 説 検 証 サ ポ ー
ト ツ ー ル 作 成  60 適 正  15 適 正  

症 例 検 討 会  14 短 い  15 短 い  
振 り 返 り シ ー ト
作 成  5 適 正  8 適 正  

STEP 3     
仮 説 検 証 サ ポ ー
ト ツ ー ル 作 成  20 適 正  20 短 い  

症 例 検 討 会  25 適 正  10 適 正  
振 り 返 り シ ー ト
作 成  10 適 正  10 適 正  

STEP 4     
仮 説 検 証 サ ポ ー
ト ツ ー ル 作 成  30 ⾧ い  15 短 い  

症 例 検 討 会  20 適 正  20 短 い  
振 り 返 り シ ー ト
作 成  10 適 正  4 適 正  

STEP 5     
症 例 報 告 書 お よ
び 仮 説 検 証 サ ポ
ー ト ツ ー ル 作 成  

15 適 正  30 適 正  

症 例 検 討 会  10 短 い  20 適 正  
振 り 返 り シ ー ト
作 成  10 適 正  5 適 正  

お わ り に      
発 展 学 習 の 説 明  10 適 正  5 適 正  
ア ク シ ョ ン プ ラ
ン シ ー ト の 作 成  30 適 正  20 適 正  

事 後 テ ス ト  120 適 正  60 ⾧ い  
合 計 時 間  540（ 9.2 時 間 ）   442（ 7.4 時 間 ）   
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表  26 観 察 お よ び 聞 き 取 り 内 容 に お け る 特 記 事 項  

OJT 各 段 階  特 記 事 項  

前 提 テ ス ト   適 切 な 選 択 肢 を 選 択 す る 回 答 方 式 か ら 問 3 で は 不 適 切
な 選 択 肢 を 選 択 す る こ と と な り 、 戸 惑 っ た 。  

事 前 テ ス ト  

 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト の 7 に つ い て は ど こ に 記 載 す
れ ば よ い の か 悩 ん だ 。 書 く と し た ら 仮 説 検 証 サ ポ ー ト
ツ ー ル ① の 【 4.採 択 し た 仮 説 に お け る 病 態 説 明 と 回 復
可 否 】 だ と 思 う 。  

オ リ エ ン テ ー シ
ョ ン  

 先 に OJT マ ニ ュ ア ル に 目 を 通 す 時 間 が あ っ た 方 が よ
い 。  

STEP 0  類 似 症 例 は 選 べ た が 、 明 ら か に 類 似 し た 症 例 は な か っ
た た め 、 対 照 的 症 例 を 参 考 に し た 。  

STEP 1 

 症 例 検 討 会 は も う 少 し ⾧ く て も 良 い 。 動 作 に お け る 問
題 の 限 定 と 運 動 学 的 な 特 徴 の 説 明 を も う 少 し 出 来 た ら
よ か っ た と 思 う 。  

 動 作 観 察 サ ポ ー ト ツ ー ル を 印 刷 す る と 寝 返 り 、 立 ち 上
が り 、 歩 行 、 す べ て が 印 刷 さ れ て し ま う の で 、 個 別 に
保 存 さ れ て い る 方 が よ い 。  

 動 作 観 察 サ ポ ー ト ツ ー ル の 評 価 の 視 点 の 9 の 文 章 の 意
味 は よ く わ か ら な か っ た 。  

STEP 2 

 マ ニ ュ ア ル を 読 む 時 間 は 15 分 程 度 。ち ょ っ と ⾧ い よ う
に は 感 じ る 。印 刷 の 関 係 上（ 縮 小 印 刷 ）、見 に く さ が あ
っ た こ と も ⾧ い よ う に 感 じ た 理 由 の ひ と つ 。  

 類 似 症 例 は 不 足 し て い る よ う に 感 じ る 。  

STEP 3 

 検 査 ・ 測 定 項 目 一 覧 は 使 用 し た が 、 体 幹 の 筋 緊 張 の 評
価 方 法 を 参 考 書 で 確 認 し た 。 検 査 ・ 測 定 項 目 一 覧 で は
わ か り に く い 部 分 を 確 認 し た 。  

 検 査・測 定 項 目 一 覧 は 使 用 し た が 情 報 は 不 足 し て い た 。
QR コ ー ド が 小 さ く 、 他 の コ ー ド も 読 み 取 れ て し ま う
こ と が あ っ た 。  

 ま た 、 筋 緊 張 評 価 の MAS に つ い て 詳 細 な 情 報 は ほ し
か っ た 。  

 医 学 的 情 報 ・ 電 子 カ ル テ 対 応 表 の 使 用 方 法 は わ か っ た
が 、 主 治 医 が 既 往 歴 を 違 う 場 所 に 記 載 し て い る 等 の 電
子 カ ル テ 運 用 上 の 問 題 は あ っ た 。  

STEP 4 特 に な し  
STEP 5 特 に な し  
お わ り に  特 に な し  
事 後 テ ス ト  特 に な し  

4.2.5. 1 対 1 評価 結果のま とめ と OJT プログ ラム 見直 しの検討 

1 対 1 評 価 結 果 よ り 本 OJT プ ロ グ ラ ム に お い て 、 レ ベ ル 1 で は 取 り 扱

う 基 本 的 動 作 別 で の OJT の 必 要 性 や OJT に 要 す る 時 間 、指 導 者 間 の 能 力

開 発 の 差 と い っ た 懸 案 事 項 は あ る も の の 、学 習 者 の 満 足 度 は 高 い 状 態 で 学

習 目 標 を 達 成 で き た と 思 え て い る 状 態 で あ る 。臨 床 推 論 能 力 の 構 成 要 素 で

あ る「 動 作 観 察 」、「 初 期 仮 説 の 生 成 と 検 証 、理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 立 案 」、

「 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム の 実 施 と 再 評 価 」、「 仮 説 検 証 の 論 証 的 な 主 張 と チ ェ

ッ ク リ ス ト を 用 い た 点 検 」が で き る か 、否 か の 質 問 に つ い て も 学 習 者 か ら

肯 定 的 な 回 答 を 得 え る こ と が で き た 。 ま た 、 本 OJT プ ロ グ ラ ム は 職 場 に
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お い て も 実 現 可 能 で 、修 得 し た 能 力 は 仕 事 で 活 用 で き そ う で あ る と 学 習 者

は 捉 え て い る 。 レ ベ ル 2 評 価 に お い て は 、 2 名 の 学 習 者 は 事 後 テ ス ト を 1

回 で 合 格 す る こ と が で き 、レ ベ ル 3 評 価 で は 学 習 者 ② に 対 し て 上 ⾧ で あ る

理 学 療 法 士 は 変 化 が 伝 わ ら な か っ た 部 分 は あ る も の の 、行 動 変 容 と 理 学 療

法 の 品 質 向 上 が 示 唆 さ れ 、 一 定 の 有 用 性 が 確 認 さ れ た 。  

一 方 で 、学 習 者 の 観 察 と 聞 き 取 り に よ る と「 OJT マ ニ ュ ア ル の 事 前 確 認

の 徹 底 」 や 「 動 作 観 察 サ ポ ー ト ツ ー ル の 保 存 方 法 」、「 症 例 辞 書 の 充 実 」、

「 検 査 ・ 測 定 項 目 一 覧 の 内 容 と レ イ ア ウ ト 」 に つ い て は OJT プ ロ グ ラ ム

を 見 直 し が 必 要 で あ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た た め 、見 直 し の 必 要 性 に つ い て

検 討 し た（ 表 27）。検 討 し た 結 果 、オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 内 容 の 見 直 し と 動

作 観 察 サ ポ ー ト ツ ー ル の 保 存 方 法 の 変 更 を 行 い 、症 例 辞 書 に つ い て は 今 後

の 継 続 課 題 と す る こ と と し た 。ま た 、検 査・測 定 項 目 一 覧 の 内 容 と レ イ ア

ウ ト に つ い て は 、現 状 に お い て も 掲 載 し て い る 内 容 が 多 い こ と 、す べ て の

検 査・測 定 項 目 と 詳 細 な 内 容 ま で 網 羅 す る こ と は 困 難 で あ る こ と を 踏 ま え 、

検 査・測 定 項 目 一 覧 で は 一 般 的 な 検 査・測 定 項 目 を 掲 載 す る こ と と し 、よ

り 詳 細 な 内 容 は 学 習 者 自 身 が 書 籍 や 論 文 検 索 す る こ と を 推 奨 す る こ と と

し た 。  

IDer レ ビ ュ ー に お け る 懸 案 事 項 と し て 「 課 題 分 析 図 の 手 順 Ⅱ -5 か ら の

分 岐 に つ い て の わ か り に く さ 」と「 症 例 報 告 書・仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル

と 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト の 対 応 関 係 の 分 か り づ ら さ 」が あ っ た 。課 題 分

析 図 に つ い て は 特 段 の 問 題 は 発 生 し な か っ た 。症 例 報 告 書 等 と 臨 床 推 論 チ

ェ ッ ク リ ス ト の 対 応 関 係 に つ い て は 、学 習 者 ① か ら「 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ

ス ト の 7 に つ い て は ど こ に 記 載 す れ ば よ い の か 悩 ん だ 。」 と い う 意 見 が あ

っ た も の の 、 結 論 と し て は 適 切 に 対 応 関 係 を 理 解 す る こ と が で き て い た 。

よ っ て 、 IDer レ ビ ュ ー に お け る 懸 案 事 項 は 発 生 し な か っ た 。  

表 27 OJT プ ロ グ ラ ム 見 直 し の 方 向 性  

 方 向 性 と 対 応  
OJT マ ニ ュ ア ル
の 事 前 確 認 の 徹
底  

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で は 事 前 テ ス ト 結 果 の フ ィ ー ド バ ッ ク
と OJT マ ニ ュ ア ル の p.1-p.7 を 説 明 し て い る が 、 そ の ボ リ
ュ ー ム が 多 か っ た こ と に よ り 、 分 か り に く さ が 発 生 し 、 事
前 に マ ニ ュ ア ル を 確 認 し て お く 必 要 性 に つ い て 学 習 者 よ り
言 及 が あ っ た と 考 え る 。 よ っ て 、 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 内
容 を 事 前 テ ス ト 結 果 の フ ィ ー ド バ ッ ク と p.4-p.5 の 説 明 に
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限 定 し 、 動 機 づ け が な さ れ た 上 で そ の 他 の マ ニ ュ ア ル の 事
前 確 認 を 推 奨 す る こ と と す る 。  

動 作 観 察 サ ポ ー
ト ツ ー ル の 保 存
方 法  

現 状 で は 電 子 カ ル テ の 部 門 シ ス テ ム サ ー バ ー 内 に 「 寝 返
り 」、「 立 ち 上 が り 」、「 歩 行 」 の 3 つ の 動 作 観 察 サ ポ ー ト ツ
ー ル が 一 つ の フ ァ イ ル と し て 保 存 さ れ て い る 。 学 習 者 は そ
れ ら の う ち の 一 つ を 使 用 す る こ と が 想 定 さ れ る の で 別 フ ァ
イ ル と し て 保 存 す る こ と と す る 。  

症 例 辞 書 の 充 実  現 在 で は 数 例 の み が 症 例 辞 書 と し て 登 録 さ れ て い る 状 態 で
あ る 。 疾 患 名 が 肺 炎 の 患 者 さ ま に お い て も 「 寝 返 り 」、「 立
ち 上 が り 」、「 歩 行 」の 3 つ の 症 例 報 告 書 等 が 必 要 で あ る が 、
そ れ ら を 準 備 す る に は 労 力 が か か る 。今 後 、本 OJT プ ロ グ
ラ ム を 実 施 す る 学 習 者 を 拡 大 し 、 事 前 ・ 事 後 テ ス ト で 合 格
し た 症 例 報 告 書 等 を 症 例 辞 書 に 登 録 し て い く こ と に よ り 、
症 例 辞 書 の 充 実 を 図 る 。  

検 査 ・ 測 定 項 目
一 覧 の 内 容 と レ
イ ア ウ ト  

QR コ ー ド の 大 き さ に 関 し て は 、現 状 に て 既 に A4 で 3 ペ ー
ジ 分 の ボ リ ュ ー ム が あ り 、 読 み 取 る デ バ イ ス の 距 離 で 調 整
し て も ら う こ と が 良 い と 考 え る 。掲 載 す る 内 容 に つ い て は 、
全 て の 項 目 と 詳 細 に つ い て 網 羅 す る こ と は 困 難 で あ り 、 こ
の ツ ー ル で 概 ね の 検 査 ・ 測 定 項 目 を 確 認 し 、 よ り 詳 細 な 内
容 が 必 要 な 際 に は 個 々 に 書 籍 や 論 文 の 検 索 を 推 奨 す る こ と
と す る 。  

 

第 5 章 考察 

5.1. OJT プログ ラムの妥 当性 と有 用性 

本 研 究 の 目 的 は「 呼 吸 器 機 能 障 害 を 主 因 と し た 重 複 障 害 を 持 つ 入 院 患 者 に

対 す る 理 学 療 法 士 に お け る 臨 床 推 論 能 力 の 育 成 」 で あ り 、 こ の 目 的 を 果 た

す た め に 「 学 び の 第 一 原 理 を 参 考 に し た 理 学 療 法 士 の 臨 床 推 論 能 力 を 育 成

す る OJT プ ロ グ ラ ム の 設 計 と 開 発 」 を 行 っ た 。  

ま ず 、 開 発 し た OJT プ ロ グ ラ ム の 妥 当 性 に つ い て 述 べ る 。  

本 OJT プ ロ グ ラ ム は 現 状 に お け る 臨 床 推 論 能 力 の 育 成 機 会 を メ リ ル の ID

第 一 原 理 を 用 い て 分 析 し 抽 出 し た 課 題 に 対 し て 、 学 び の 第 一 原 理 を 参 考 に

対 応 し て い る 。 OJT プ ロ グ ラ ム に 対 す る SME と IDer に よ る レ ビ ュ ー 結 果

を 受 け 、改 訂 を 行 っ た こ と に よ り 妥 当 な 状 態 と な っ た 。そ れ に 加 え て 、OJT

プ ロ グ ラ ム の 構 成 の 根 拠 と な っ て い る 課 題 分 析 図 と 合 否 判 定 に 用 い る 臨 床

推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト の 妥 当 性 に つ い て は SME に 別 途 レ ビ ュ ー を 依 頼 し 、そ

の 結 果 に 基 づ い て 改 訂 す る こ と に よ っ て 妥 当 な 状 態 と な っ て い る 。 ま た 、

SME よ り 本 OJT プ ロ グ ラ ム は 実 施 可 能 で あ り 、職 場 課 題 の 解 決 に 繋 が る と

い う 見 解 も 得 た 。よ っ て 、本 OJT プ ロ グ ラ ム の 妥 当 性 は 担 保 さ れ て い る と

言 え る 。  

次 に 本 OJT プ ロ グ ラ ム の 有 用 性 に つ い て 述 べ る 。  
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レ ベ ル 2 評 価 で は 、 1 対 1 評 価 に お い て 2 名 の 学 習 者 共 に 事 後 テ ス ト に 臨

床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト の 全 項 目 を 満 た す 症 例 報 告 書 等 を 作 成 す る こ と が で

き る よ う に な り 、学 習 目 標 で あ る「 8 つ の 検 査 測 定 結 果 か ら 、基 本 的 動 作 能

力 低 下 の 原 因 に つ い て 仮 説 を 立 て 、 検 証 を 繰 り 返 し 、 機 能 障 害 の 病 態 を 説

明 し 、回 復 の た め の 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム を 決 定 で き る 。」に 到 達 す る こ と が

で き た 。 レ ベ ル 1 評 価 で は 、 学 習 者 の 満 足 度 は 高 い 状 態 で あ る こ と を 確 認

で き て お り 、 主 観 的 な 学 習 目 標 へ の 到 達 度 も 肯 定 的 な 意 見 で あ っ た 。 た だ

し 、1 名 の 学 習 者 で は 実 際 の 臨 床 場 面 に お い て 、そ の 場 で 臨 床 推 論 を 行 わ な

け れ ば な ら な い こ と を 踏 ま え て 十 分 に 自 信 を 持 て て い な い 状 態 で あ っ た 。

レ ベ ル 3 評 価 で は 学 習 者 ② に 対 し て 上 ⾧ で あ る 理 学 療 法 士 は 変 化 が 伝 わ ら

な か っ た 部 分 は あ る も の の 、行 動 変 容 と 理 学 療 法 の 品 質 向 上 が 示 唆 さ れ た 。

よ っ て 、 本 OJT プ ロ グ ラ ム は 有 用 性 が あ る と 言 え る 。  

上 述 し た 通 り 、妥 当 性 の あ る OJT プ ロ グ ラ ム に よ っ て 、臨 床 推 論 能 力 の 向

上 を 図 る こ と が で き た 。 そ の 理 由 と し て は ① 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト に よ

り「 で き る 」の 基 準 が 明 示 さ れ た こ と 、② 類 似 症 例 と 課 題 分 析 図 に よ り 臨 床

推 論 の お 手 本 が 示 さ れ た こ と 、 ③ 各 種 ツ ー ル に よ り 学 習 者 の 思 考 過 程 が 外

化 さ れ た こ と 、 ④ 代 理 理 論 へ の 反 論 に よ り 学 習 者 が 考 え た 理 論 の 精 度 が あ

が っ た こ と が 挙 げ ら れ る 。 臨 床 推 論 チ ェ ッ ク リ ス ト に よ り 、 こ れ ま で 曖 昧

で あ っ た「 臨 床 推 論 が で き る 」の 基 準 が 明 示 さ れ 、学 習 者 の 臨 床 推 論 と 照 ら

す こ と に よ り 自 分 自 身 の 到 達 度 を 認 識 す る こ と が で き た 。 さ ら に 、 各 種 ツ

ー ル で 学 習 者 が 自 身 の 思 考 過 程 を 外 化 さ せ 客 観 視 で き る こ と に よ り 、 自 分

自 身 の 到 達 度 が よ り 明 確 に な っ た と 考 え る 。 そ の 上 で 、 自 分 自 身 が で き て

い な い 部 分 に お い て は 何 を 準 備 し て 、 ど の よ う に 臨 床 推 論 を 進 め れ ば よ い

の か が 類 似 症 例 と 課 題 分 析 図 に 提 示 さ れ て い る こ と に よ り 、 そ れ を お 手 本

と し て 学 習 者 は 臨 床 推 論 を 進 め る こ と が で き る 。 加 え て 、 指 導 者 か ら の 代

理 理 論 に 反 論 す る た め に は 学 習 者 自 身 の 理 論 に 強 固 な 根 拠 が 必 要 と な り 、

そ の 精 度 が 高 ま っ た と 推 察 す る 。  

5.2. 本 研究 の限 界と 今後の課 題 

前 述 し た 通 り 、妥 当 性 の 有 用 性 の あ る OJT プ ロ グ ラ ム が 開 発 す る こ と が で

き た が 、「 臨 床 推 論 能 力 の 発 揮 場 面 と 定 義 」、「 対 象 患 者 」、「 対 象 と す る 学 習
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者 」、「 所 要 時 間 」 の 観 点 に お い て 限 界 が あ る と 考 え て い る 。  

ま ず 、「 臨 床 推 論 能 力 の 発 揮 場 面 と 定 義 」に つ い て で あ る が 、本 研 究 で は 臨

床 推 論 能 力 の 発 揮 場 面 を 「 基 本 的 動 作 能 力 低 下 の 原 因 と な る 心 身 機 能 ・ 構

造 レ ベ ル の 問 題 を 特 定 し 、 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム を 決 定 す る た め の 臨 床 推 論

能 力 」と し て い る 。ま た 、定 義 を「 8 つ の 検 査 測 定 結 果 か ら 、基 本 的 動 作 能

力 低 下 の 原 因 に つ い て 仮 説 検 証 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 機 能 障 害 の 病 態 を

説 明 し 、回 復 の た め の 理 学 療 法 プ ロ グ ラ ム を 決 定 で き る 能 力 」と し て い る 。

実 際 に 理 学 療 法 士 の 臨 床 場 面 に お い て は 、 患 者 さ ま の 理 学 療 法 を 提 供 す る

に あ た っ て の リ ス ク 管 理 や 社 会 復 帰 す る た め に 必 要 な 食 事 や 更 衣 、 入 浴 な

ど の 日 常 生 活 動 作 や 家 事 動 作 や 買 い 物 な ど の 生 活 関 連 動 作 が で き な い 原 因

の 特 定 な ど 、 臨 床 推 論 能 力 が 求 め ら れ る 範 囲 も 定 義 も 広 い 。 本 研 究 で の 臨

床 推 論 能 力 の 発 揮 場 面 と 定 義 を 超 え る 部 分 に お い て は 、開 発 し た OJT プ ロ

グ ラ ム が 妥 当 で 有 用 で あ る か は 定 か で は な い 。  

「 対 象 患 者 」 に つ い て は 、本 研 究 で は「 呼 吸 機 能 障 害 を 主 因 と し た 重 複 障

害 を 持 つ 入 院 患 者 」 と し て い る 。 冒 頭 で 述 べ た 通 り 、 大 西 （ 2008） は 臨 床

推 論 能 力 に は 症 例 特 異 性 が あ る と し て お り 、開 発 し た OJT プ ロ グ ラ ム は「 呼

吸 機 能 障 害 を 主 因 と し た 重 複 障 害 を 持 つ 入 院 患 者 」 に は 有 用 で あ っ た が 、

そ れ 以 外 の 患 者 に お い て 有 用 で あ る と は 言 え な い 。  

「 対 象 と す る 学 習 者 」は 本 研 究 で は 対 象 と し た 患 者 を 担 当 す る 内 部 障 害 チ

ー ム に 初 め て 配 属 さ れ る 理 学 療 法 士 と し て い る た め 、 学 習 目 標 を RIME 評

価 の Interpreter（ 情 報 を 分 析 し 優 先 順 位 を 付 け ら れ る レ ベ ル ）に 設 定 し た 。

よ っ て 、 Interpreter よ り 上 位 で あ る Manager や Educator を 目 指 す 理 学 療

法 士 の 臨 床 推 論 能 力 向 上 に と っ て 有 用 で あ る と は 言 え な い 。加 え て 、本 OJT

プ ロ グ ラ ム は 実 際 に 担 当 し て い る 患 者 に 対 す る 理 学 療 法 実 践 の 中 で の 学 習

と な っ て い る と は い え 、 動 作 観 察 サ ポ ー ト ツ ー ル や 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー

ル 、 症 例 報 告 書 の 作 成 や 症 例 検 討 会 の 実 施 、 振 り 返 り シ ー ト の 作 成 に も 直

接 的 な 仕 事 以 外 の 時 間 が 必 要 と な る 。 よ っ て 、 こ れ ら の 時 間 を 就 業 時 間 内

外 で 確 保 で き な い 場 合 に お い て は 本 OJT プ ロ グ ラ ム を 実 施 す る こ と が 難 し

く な る 。  

こ こ ま で に 述 べ た 本 研 究 の 限 界 を 踏 ま え て の 課 題 は「 臨 床 推 論 能 力 の 発 揮
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場 面 と 定 義 」 に つ い て は 、 臨 床 推 論 能 力 の 発 揮 場 面 を 日 常 生 活 動 作 能 力 低

下 の 原 因 と な っ て い る 基 本 的 動 作 能 力 等 の 特 定 や 生 活 関 連 動 作 能 力 低 下 の

原 因 と な っ て い る 日 常 生 活 動 作 能 力 低 下 等 に 拡 張 す る こ と が 課 題 で あ る 。

「 対 象 患 者 」に つ い て は 、対 象 患 者 を 運 動 機 能 障 害 等 に 拡 張 す る こ と 、「 対

象 と す る 学 習 者 」に お い て は 、Manager や Educator を 目 指 す 学 習 者 に 拡 張

し 、 所 要 時 間 を 減 ら す こ と に よ り 効 率 化 す る こ と が 課 題 で あ る 。  

今 後 は 、種 々 の 課 題 は あ る が 、ま ず は 本 研 究 で 開 発 し た OJT プ ロ グ ラ ム の

所 要 時 間 を 短 縮 し 、効 率 化 し た い 。な ぜ な ら ば 、1 対 1 評 価 の 協 力 者 で あ る

2 名 の 学 習 者 や 上 ⾧ か ら は 職 場 で 実 現 可 能 な OJT プ ロ グ ラ ム で あ る と 評 価

を も ら っ て い る が 、対 象 と す る 学 習 者 を 拡 張 す る と 本 OJT プ ロ グ ラ ム の 負

荷 に 耐 え ら ず に フ ェ ー ド ア ウ ト し て し ま う 学 習 者 が 発 生 す る こ と も 想 定 さ

れ る か ら で あ る 。 所 要 時 間 を 短 縮 す る 方 略 は 「 OJT プ ロ グ ラ ム の 所 要 時 間

自 体 を 短 縮 す る こ と 」 と 「 OJT プ ロ グ ラ ム で の 学 習 活 動 を 業 務 に 埋 め 込 む

こ と 」 の 二 つ が 考 え ら れ る 。  

ま ず 、OJT プ ロ グ ラ ム の 所 要 時 間 自 体 を 短 縮 す る 方 略 に つ い て は 、① 事 前

テ ス ト 結 果 に よ っ て 実 施 す る OJT プ ロ グ ラ ム の STEP を 省 く こ と 、② 動 作

観 察 サ ポ ー ト ツ ー ル 、 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル 、 症 例 報 告 書 の 内 容 を 精 査

し 、 記 述 す る 項 目 を 減 少 さ せ る こ と 、 と い っ た 改 善 策 が 考 え ら れ る 。 次 に

OJT プ ロ グ ラ ム で の 学 習 活 動 を 業 務 に 埋 め こ む 方 略 に つ い て は 、 ① 理 学 療

法 実 施 後 に 必 ず 入 力 す る 電 子 カ ル テ へ の 記 載 内 容 を 各 種 ツ ー ル の 記 述 内 容

に 置 き 換 え る こ と や ② 他 者 に 代 診 を 依 頼 す る 際 の 申 し 送 り の 機 会 に 症 例 検

討 会 の 手 順 を 適 応 さ せ る こ と 、 ③ 電 子 カ ル テ へ の 記 載 内 容 を 各 種 ツ ー ル の

記 述 内 容 に 置 き 換 え る こ と を 前 提 と し て 、 事 前 ・ 事 後 テ ス ト で 点 検 対 象 と

な る 症 例 報 告 書 お よ び 仮 説 検 証 サ ポ ー ト ツ ー ル を 新 た に 作 成 す る こ と を 省

く と い っ た 改 善 策 が 考 え ら れ る 。こ れ ら の OJT プ ロ グ ラ ム の 改 善 策 を 実 施

し て も 本 OJT プ ロ グ ラ ム の 有 用 性 が 担 保 さ れ る こ と を 確 認 し た 上 で 、効 率

化 を 図 っ て い き た い 。  

 

第 6 章 結論 

理 学 療 法 士 の 臨 床 推 論 能 力 が 不 足 し て い る こ と に よ っ て 種 々 の 問 題 が 生 じ て
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い る こ と を 背 景 に 、「 呼 吸 器 機 能 障 害 を 主 因 と し た 重 複 障 害 を 持 つ 入 院 患 者 に

対 す る 理 学 療 法 士 に お け る 臨 床 推 論 能 力 の 育 成 」 を 目 的 と し て 「 学 び の 第 一

原 理 を 参 考 に し た 理 学 療 法 士 の 臨 床 推 論 能 力 を 育 成 す る OJT プ ロ グ ラ ム の 設

計 と 開 発 」 を 行 っ た 。 SME と IDer レ ビ ュ ー に よ り 妥 当 性 の 担 保 さ れ た OJT

プ ロ グ ラ ム は 1 対 1 評 価 に よ っ て そ の 有 用 性 を 確 認 す る こ と が で き た 。 一 方

で 、「 臨 床 推 論 能 力 の 発 揮 場 面 と 定 義 」、「 対 象 患 者 」、「 対 象 と す る 学 習 者 」、

「 所 要 時 間 」の 観 点 に お い て 限 界 と 課 題 が あ り 、今 後 は OJT プ ロ グ ラ ム の 所

要 時 間 を 短 縮 さ せ る こ と に よ り 、 有 用 性 を 確 保 し た 上 で 効 率 化 し て い く 。  
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添 付資 料 2-1 臨床推論 チェック リスト 
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添 付資 料 2-2 臨床推論 チェック リスト（専門 家レビュ ー後 ） 
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添 付資 料 3-1 症例報告 書 
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添 付資 料 3-2 症例報告 書（専門 家レビュー後 ） 
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添 付資 料 4-1 OJT マニ ュア ル 
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添 付資 料 4-2 OJT マニ ュア ル（専門 家レビュー後 、修 正部 分のみ抜粋） 
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 176 / 236 
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添 付資 料 5 動 作観察サ ポー トツ ール 



 

 180 / 236 

 



 

 181 / 236 
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添 付資 料 6 仮 説検証サ ポー トツ ール 
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添 付資 料 7 検 査・測定 項目 一覧 
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 186 / 236 

 

添 付資 料 8 医 学的情報 ・電 子カ ルテ 対応表 
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添 付資 料 9 OJT チ ェッ クリ スト 
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添 付資 料 10  振り返り シー ト 
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添 付資 料 11 アクショ ンプ ラン シート 
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添 付資 料 12 臨床 推論 能力 育成のた めの OJT プログラム修 了後アン ケー ト項目 
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添 付資 料 13 【学 習者 向け事前 アンケート】臨床 推論の実 態調査ア ンケ ート項

目 
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添 付資 料 14 臨床 推論 能力 育成のた めの OJT プログラムフ ォローア ップ アンケ

ー ト項 目 
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添 付資 料 15 【OJT 実 施前 】学 習者 向け半構 造化 インタビ ュー用紙 
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添 付資 料 16 【OJT 実 施後 】学 習者 向け半構 造化 インタビ ュー用紙 
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添 付資 料 17 【OJT 実 施前 】上 ⾧・ 先輩理学 療法 士向け半 構造化インタ ビュー

用 紙 
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添 付資 料 18 【OJT 実 施後 】上 ⾧・ 先輩理学 療法 士向け半 構造化インタ ビュー

用 紙 
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添 付資 料 19-1 【OJT 実 施前 】学 習者 ①のレベ ル 3 評価 結果まと め 
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添 付資 料 19-2 【OJT 実 施後 】学 習者 ①のレベ ル 3 評価 結果まと め 
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添 付資 料 20-1 【OJT 実 施前 】学 習者 ②のレベ ル 3 評価 結果まと め 
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添 付資 料 20-2 【OJT 実 施後 】学 習者 ②のレベ ル 3 評価 結果まと め 
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添 付資 料 21-1 観察プ ラン シート兼 経過時間 記録 用紙 
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添 付資 料 21-2 学習者 ①の 観察プラ ンシート 兼経 過時間記 録用紙 
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添 付資 料 21-3 学習者 ②の 観察プラ ンシート 兼経 過時間記 録用紙 
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